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この新しい世界史では、古代から現在までの歴史
過程を、それぞれの地域での文明の成立期、各文明
の交流期、さらに欧米文化による世界の一体化期、
そして一体化が深化したグローバル化世界の４期に
分けています ➡p.8 。つまり歴史を、各地域を軸に、
それらが時間とともにどのように変容してきたのか、
また各地域が相互にどのように交流したり、競合し
たり、対立したり、合同したり、分離したりしたの
かをみていくのです。そのなかで各地域もさまざま
に変容し、拡大したり、縮小したり、あるいは消滅
したりすることもおこりました。
グローバル化の深化とともに、各地域･国家は同質
的な構造の世界に変容していくかのように見えてき
ました。しかし、グローバル化した世界では、地域
や国家の多様性がかえって増大しているのです。た
とえば、先進地域の人口は現在停滞か縮小に向かっ
ています。一方、発展途上地域では人口は増えつつ
あり、両地域の格差や対立が広がりつつあるのでは
ないかと指摘されています。こうした問題を理解す
るには、個々の地域や歴史などそれぞれの特有な形
成過程から、グローバル化した世界を考える視点が
求められます。歴史総合で学んだことを踏まえて、
その理解をさらに深める助けとなるよう願っていま
す ➡p.12 。

世界史教科書の作成においては、一定のバランス
と安定性を保ちつつ、歴史研究の進展に即応した新
しい内容を取り入れていくことが課題となります。
今回、「世界史探究」という新しい科目の教科書とし
て『詳説世界史』を編集するに際しては、気鋭の研
究者を多数新たな執筆陣として迎え、近年の歴史研
究の成果に基づき、内容の刷新を図っています。
東アジア・東南アジアに関しては、諸地域間の影
響・対立関係や文化的融合の状況について現行版以
上に留意し、一国史の束にとどまらない歴史のダイ
ナミックな動きを読み取っていただくよう工夫して
います。図版や史料も、そのようなポイントを考慮
して、いわゆる定番ではない新味のあるものも選ば
れていますので ➡p.14 、「問い」と合わせて、本文と
有機的に結びつけて活用していただければ幸いです。
用語の選択については、今までゴチック体であっ
た語を注に移しているなど、従来との相違にお気づ
きの点もあるかと思います ➡p.11 。これらは、単位
数削減に伴う用語精選の必要とともに、研究の現状
に依拠するという観点から、今後のスタンダードと
なることを見据えて、教科書としての安定性も考慮
しつつ慎重に検討した結果のものです。これらの新
しい特色を生かして授業・学習をおこなっていただ
くことを願っています。

第Ⅰ部の１・４章と第Ⅱ部の７章では、ヨーロッ
パに文明が生まれ、周辺諸地域と交流しながら変容
し展開していく流れが描かれています ➡p.6 。
のち世界の一体化を主導していくヨーロッパ文明

ですが、その誕生の起源をたどると、実は西アジア
やエジプトの古代文明から色濃く影響を受けていた
ことがわかります。近年、ポスト=コロニアリズム
の影響を受けて西欧中心主義的な歴史観が反省を迫
られていますが、古代ギリシア・ローマ文明の見方
も例外ではありません。ポリスという都市国家を古
代ギリシア人が建設するにあたっては、オリエント
文明からさまざまなアイデアを取り入れました。ロー
マ人はその都市国家体制からスタートして、ついに
は地中海世界を統一しました。ローマ帝国が崩壊し
たあとに成立した西ヨーロッパ世界は、やがて近代
資本主義体制の中核としての地位を獲得していきま
す。ユーラシア大陸西端の一地域にすぎなかったヨー
ロッパが、近代世界の成立に大きな役割を果たすよ
うになった背景には、それ以前から積み上げられて
いたさまざまな歴史的条件が働いていたと言えます。
今回の教科書では、その一連のつながりがわかり

やすいように構成を大きくあらため、設問や史料も
一新して、近代以前のヨーロッパ世界の成り立ちが
より明快に把握できるよう配慮しました。

今回の執筆は教科書の構成と内容を大きく見直す
機会となりました。全体として最近の研究成果を取
り入れるとともに、世界史理解のバランスをとるよ
うに努めました。私が担当した部分での新しさとし
ては、下記の点を挙げることができます。
従来の地域名称「内陸アジア」を「中央ユーラシ
ア」に改め、遊牧民の活動が東アジアや西アジアな
どユーラシアの各地に与えた影響や相互関係が理解
しやすくなるようにしました ➡p.10 。中央ユーラシ
アを統合したモンゴル帝国については、同時代の東
西交流の説明を拡充し、ティムール朝はモンゴル帝
国に続けて解説することで両者の関係性がわかるよ
うに工夫しました。
西アジア関係ではイスラーム教成立後の記述を一
新し、イスラーム世界の広がりと役割をより鮮明と
するように努めました。文化面にも目配りしたほか、
オスマン帝国については成立から近代に至るまで見
通せるように配慮し、現代の中東については重要な
テーマとしてパレスチナ問題とイスラーム主義の展
開に留意しました。
また、図版については歴史的なイメージを喚起す
るものを採用しました。たとえば、世界地図「混一
疆理歴代国都之図」（教科書147頁 ➡p.19 ）などは是
非じっくりと見ていただきたいと思います。
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●図版（写真）	 495点
●地図	 119点
●グラフ・図表　�52点 

（グラフ9＋図24＋表19）
●文字資料	 50点
●二次元コード	 29点

◦�分野・時代・地域をバランスよく、背景や因果関係も丁寧に記述しました。
◦�新執筆陣のもと、近年の歴史学の研究成果を豊富に盛り込み､ 各時代で日本史も含めた同時代のつなが

りにも配慮しました。

バランスよく、
わかりやすい丁寧な記述1 ➡p.10-13

◦�随所に「問い」を設けて学習目的を明確化し、さらに第Ⅰ部〜第Ⅲ部の冒頭に「第〇部を学ぶ前に」を、
終わりには「まとめ」を設け、構造的に世界史を理解できるようにしました。

◦�第Ⅳ部の第19章には、現代の課題を歴史的にみるコラム「現代世界への視点」を設けました。

時代の特色をつかむ多様な問いかけ2 ➡p.14-17

◦�従来よりも判型を大きくし（A5判→B5変型判）、図版や図表・文字資料を大幅に増やしました。
◦�二次元コードから、図版・史資料をより詳しく見ることができるようにしました。

探究活動に取り組みやすい
大きな図版・豊富な史資料3 ➡p.18-19
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「世界史B」版と「世界史探究」版の対照表
詳説世界史

「世界史B」版
部・章・節 部・章・節

世界史へのまなざし①　地球環境からみる人類の歴史
世界史への扉①　気候変動と私たち人類の生活 　自然環境と人類の進化
世界史への扉②　漂流民のみた世界 世界史へのまなざし②　日常生活からみる世界の歴史
世界史への扉③　砂糖からみた世界の歴史 　砂糖とコーヒーからみる世界の歴史／余暇からみえる

　現代世界／歴史のなかの家族
第Ⅰ部　諸地域の歴史的特質の形成

序章　先史の世界 第Ⅰ部を学ぶ前に
第Ⅰ部 第１章　文明の成立と古代文明の特質
第１章　オリエントと地中海世界 １　文明の誕生
１　古代オリエント世界 ２　古代オリエント文明とその周辺
２　ギリシア世界 ３　南アジアの古代文明
３　ローマ世界 ４　中国の古代文明

５　南北アメリカ文明
第２章　中央ユーラシアと東アジア世界
１　中央ユーラシア――草原とオアシスの世界
２　秦・漢帝国
３　中国の動乱と変容
４　東アジア文化圏の形成

第２章　アジア・アメリカの古代文明 第３章　南アジア世界と東南アジア世界の展開
１　インドの古典文明 １　仏教の成立と南アジアの統一国家

２　インド古典文化とヒンドゥー教の定着
２　東南アジアの諸文明 ３　東南アジア世界の形成と展開
３　中国の古典文明 第４章　西アジアと地中海周辺の国家形成
４　南北アメリカ文明 １　イラン諸国家の興亡とイラン文明

２　ギリシア人の都市国家
３　ローマと地中海支配

第３章　内陸アジア世界・東アジア世界の形成 ４　キリスト教の成立と発展
１　草原の遊牧民とオアシスの定住民 第５章　イスラーム教の成立とヨーロッパ世界の形成
２　北方民族の活動と中国の分裂 １　アラブの大征服とイスラーム政権の成立
３　東アジア文化圏の形成 ２　ヨーロッパ世界の形成
主題学習Ⅰ　時間軸からみる諸地域世界
第Ⅱ部 第Ⅱ部　諸地域の交流・再編
第４章　イスラーム世界の形成と発展 第Ⅱ部を学ぶ前に
１　イスラーム世界の形成 第６章　イスラーム教の伝播と西アジアの動向
２　イスラーム世界の発展 １　イスラーム教の諸地域への伝播
３　インド・東南アジア・アフリカのイスラーム化 ２　西アジアの動向
第５章　ヨーロッパ世界の形成と発展 第７章　ヨーロッパ世界の変容と展開
１　西ヨーロッパ世界の成立 １　西ヨーロッパの封建社会とその展開
２　東ヨーロッパ世界の成立 ２　東ヨーロッパ世界の展開
３　西ヨーロッパ中世世界の変容 ３　西ヨーロッパ世界の変容
４　西ヨーロッパの中世文化 ４　西ヨーロッパの中世文化
第６章　内陸アジア世界・東アジア世界の展開
１　トルコ化とイスラーム化の進展 第８章　東アジア世界の展開とモンゴル帝国
２　東アジア諸地域の自立化 １　アジア諸地域の自立化と宋
３　モンゴルの大帝国 ２　モンゴルの大帝国
主題学習Ⅱ　空間軸からみる諸地域世界

第Ⅲ部
第７章　アジア諸地域の繁栄 第９章　大交易・大交流の時代
１　東アジア世界の動向 １　アジア交易世界の興隆

２　ヨーロッパの海洋進出とアメリカ大陸の変容
第10章　アジアの諸帝国の繁栄

２　清代の中国と隣接諸地域 １　オスマン帝国とサファヴィー朝
３　トルコ・イラン世界の展開 ２　ムガル帝国の興隆
４　ムガル帝国の興隆と東南アジア交易の発展 ３　清代の中国と隣接諸地域
第８章　近世ヨーロッパ世界の形成
１　ヨーロッパ世界の拡大 第11章　近世ヨーロッパ世界の動向
２　ルネサンス １　ルネサンス
３　宗教改革 ２　宗教改革
４　ヨーロッパ諸国の抗争と主権国家体制の形成 ３　主権国家体制の成立
第９章　近世ヨーロッパ世界の展開
１　重商主義と啓蒙専制主義 ４　オランダ・イギリス・フランスの台頭
２　ヨーロッパ諸国の海外進出 ５　北欧・東欧の動向
３　17～18世紀ヨーロッパの文化と社会 ６　科学革命と啓蒙思想

第Ⅲ部　諸地域の結合・変容
第Ⅲ部を学ぶ前に

第10章　近代ヨーロッパ・アメリカ世界の成立 第12章　産業革命と環大西洋革命
１　産業革命 １　産業革命
２　アメリカ独立革命 ２　アメリカ合衆国の独立と発展
３　フランス革命とナポレオン ３　フランス革命とナポレオンの支配
主題学習Ⅲ　資料から読みとく歴史の世界 ４　中南米諸国の独立
第11章　欧米における近代国民国家の発展 第13章　イギリスの優位と欧米国民国家の形成
１　ウィーン体制の成立 １　ウィーン体制とヨーロッパの政治・社会の変動
２　ヨーロッパの再編と新統一国家の誕生 ２　列強体制の動揺とヨーロッパの再編成
３　南北アメリカの発展 ３　アメリカ合衆国の発展
４　19世紀欧米の文化 ４　19世紀欧米文化の展開と市民文化の繁栄
第12章　アジア諸地域の動揺 第14章　アジア諸地域の動揺
１　オスマン帝国支配の動揺と西アジア地域の変容 １　西アジア地域の変容
２　南アジア・東南アジアの植民地化 ２　南アジア・東南アジアの植民地化
３　東アジアの激動 ３　東アジアの激動
第Ⅳ部
第13章　帝国主義とアジアの民族運動 第15章　帝国主義とアジアの民族運動
１　帝国主義と列強の展開 １　第２次産業革命と帝国主義
２　世界分割と列強対立 ２　列強の世界分割と列強体制の二分化
３　アジア諸国の改革と民族運動 ３　アジア諸国の変革と民族運動
第14章　二つの世界大戦 第16章　第一次世界大戦と世界の変容
１　第一次世界大戦とロシア革命 １　第一次世界大戦とロシア革命
２　ヴェルサイユ体制下の欧米諸国 ２　ヴェルサイユ体制下の欧米諸国
３　アジア・アフリカ地域の民族運動 ３　アジア・アフリカ地域の民族運動

第17章　第二次世界大戦と新しい国際秩序の形成
４　世界恐慌とファシズム諸国の侵略 １　世界恐慌とヴェルサイユ体制の破壊
５　第二次世界大戦 ２　第二次世界大戦
第15章　冷戦と第三世界の独立
１　戦後世界秩序の形成とアジア諸地域の独立 ３　新しい国際秩序の形成

第Ⅳ部　地球世界の課題
第18章　冷戦と第三世界の台頭

２　米ソ冷戦の激化と西欧・日本の経済復興 １　冷戦の展開
３　第三世界の台頭と米・ソの歩み寄り ２　第三世界の台頭とキューバ危機
４　石油危機と世界経済の再編 ３　冷戦体制の動揺
第16章　現在の世界 第19章　冷戦の終結と今日の世界
１　社会主義世界の変容とグローバリゼーションの進展 １　産業構造の変容
２　途上国の民主化と独裁政権の動揺 ２　冷戦の終結
３　地域紛争の激化と深刻化する貧困 ３　今日の世界
４　現代文明の諸相 ４　現代文明の諸相

主題学習Ⅳ　資料を活用して探究する地球世界の課題 地球世界の課題の探究

指導要領Bに対応

指導要領Aに対応

第１章は各地の「古代
文明」をまとめていま
す。比較ができるよう
にも記述を配慮

「内陸アジア」から変更

中央ユーラシア・東西
アジアの相互関係にも
配慮

オリエントとギリシア・
ローマの繋がりを明確化

西アジアとヨーロッパの
相互関係に注目

ティムール朝はポスト・
モンゴルとしてモンゴル
の直後へ

イスラーム教が各地に
与えた影響に注目

指導要領Cに対応

「世界史への扉」の後継

アジアの交易が世界
に与えた影響に注目

指導要領Dに対応

指導要領E⑴～⑶に対応

指導要領E⑷に対応

環大西洋革命として
再編成

国際連合の成立・
冷戦の始まりまで

1970年代末を画期として、
章を分割

第一次・第二次で章を分割

とくに分割・統合されている箇所の
対応関係を、同色の網掛けや矢印で
示しています。

「世界史B」版の8･9章を
統合
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の称号である「皇帝」を名乗って（始
し

皇
こう

帝
てい

）、度
ど

量
りょう

衡
こう

・文字の統一

や思想の統制❷をおこなった。また、北方では戦国時代以来の

長
ちょう

城
じょう

を修築して匈
きょう

奴
ど

と戦い、南方では華
か

南
なん

に進出した。

　しかし、あいつぐ軍事行動や土木工事の負担に人々は苦しみ、

始皇帝が死去すると東方各地で反乱がおこって❸、秦は滅亡した。その

後の混乱のなかで、楚
そ

の名門出身の項
こう

羽
う

を破った農民出身の劉
りゅう

邦
ほう

が、諸

勢力から皇帝に推戴され（高
こう

祖
そ

）、漢
かん

王朝を開いた（前
ぜん

漢
かん

）。

漢代の政治 Q▶  漢の支配体制は、どのように変化していったのだろうか。

　漢は秦の制度の多くを引き継いだ。高祖は秦の都咸
かん

陽
よう

の近くに新都長
ちょう

安
あん

（現在の西
せい

安
あん

）を建設し、統一以前の秦の領域を郡県制によって直接支

配する一方、功
こう

臣
しん

や一族を王に任じて、かつての東方諸国の領域の支配

をゆだねた❹。対外的には、冒
ぼく

頓
とつ

単
ぜん

于
う

のもとで強大化した匈奴に敗れ、

こののち漢は匈奴に屈服して和平をはかった。

　高祖の死後、皇帝と諸王の対立が深まり、やがて軍事衝突に発展した

（呉
ご

楚
そ

七
しち

国
こく

の乱）。これに勝利した皇帝は、諸王国の統治に干渉するよう

になった。前 2 世紀後半に即位した武
ぶ

帝
てい

は、匈奴を撃退するとともに、

諸王の実権を奪い、南
なん

越
えつ

国❺や衛
えい

氏
し

朝鮮❻を滅ぼして、漢の支配下に入

れた。また、張
ちょう

騫
けん

を大
だい

月
げっ

氏
し

に派
は

遣
けん

したことをきっかけに、中央アジアの

交通路をおさえて、タリム盆地 一帯にまで勢力をのばした。

　武帝は、地方長官の推
すい

薦
せん

で官
かん

吏
り

を選任する人事制度（郷
きょう

挙
きょ

里
り

選
せん

）をとり、

諸王国にも中央から官吏を派遣し、さらに監察官を送って全国を監視し

た。経済面でも、塩・鉄の専
せん

売
ばい

や物価調整策❼などによって国内の統合

在位前221～前210

❷実用書以外の書物を焼却し
（焚

ふん

書
しょ

）、多くの学者を穴埋め
にした（坑

こう

儒
じゅ

）とされる。

→p.39

❸最初に陳
ちん

勝
しょう

・呉
ご

広
こう

による農
民反乱がおこった。陳勝の「王

おう

侯
こう

将
しょう

相
しょう

いずくんぞ種
しゅ

（家
いえ

柄
がら

）あ
らんや」という言葉は、戦国
時代以来の実力主義の世

せ

情
じょう

を
表している。

→p.33 前232～前202 前247～前195

在位前202～前195 前202～後８

❹漢の初期の支配体制を、郡
県制と封

ほう

建
けん

制
せい

（→p.32）を併用
したという意味で、「郡

ぐん

国
こく

制
せい

」
と呼ぶこともある。

→p.39

前154

在位前141～前87

❺秦末の混乱期に独立した国
家で、広

カン

東
トン

・広
こう

西
せい

・ベトナム
北部を中心に、その周辺にま
で勢力をおよぼした。

❻前 2 世紀に衛氏が朝鮮西北
部に建てた国家。武帝はこれ
を征服して楽

らく

浪
ろう

などの郡をお
いた。

？～前114 →p.39

→p.39

❼各地の特産品を国家がほか
の地方へ輸送して物価を均一
にする政策（均

きん

輸
ゆ

）と、貯蔵し
た産物の価格が上がると売り
出し、下がると買い入れて、
物価の水準を保つ政策（平

へい

準
じゅん

）
があった。

ス都市は連合して大きな国家をつくることは

なく、周辺の大国の支配下に入ることが多か

った。オアシス都市の資源や東西交
こう

易
えき

の利益

は、北方の草原地帯の遊
ゆう

牧
ぼく

国家にとっても重

要であり、たとえば、匈
きょう

奴
ど

はオアシス都市の

支配をめぐり漢と争奪戦を繰り広げた。

　中央アジアのオアシス民は、しばしば遊牧国家による略
りゃく

奪
だつ

や支配を受

けたが、両者の関係はつねに敵対的であったわけではなかった。オアシ

ス民の生み出す穀物や織物は、遊牧民のもたらす畜
ちく

産
さん

物
ぶつ

と日常的に交換

されたほか、遊牧国家が保障した隊商路の安全は双
そう

方
ほう

に経済的な利益を

もたらした。このように遊牧民とオアシス民との関係は、緊張をはらみ

つつも互
ご

恵
けい

的であり、それは中央ユーラシアにとどまらず、東アジアの

歴史の展開にも重要な役割を果たした。

2
秦・漢帝国

Q▶  秦・漢の時代に、地域間の結びつきはどのように変化したのだろうか。

「皇帝」の出現 Q▶  新たに現れた「皇帝」は、それまでの「王」とどのように
異なるのだろうか。

　前 4 世紀、「戦国の七
しち

雄
ゆう

」の一国であった西方の秦
しん

が、新しい政治制度

や技術を取り入れて強大化した。東方の諸国は他国と同盟を結んで自国

の防衛をはかったが❶、前221年、秦王の政
せい

に征服された。彼は国内を

郡・県にわけて官僚を派
は

遣
けん

する郡
ぐん

県
けん

制
せい

を征服地にも導入し、新たな君主

→p.33 前８世紀頃～前206

❶諸国が共同で秦に対抗する
蘇
そ

秦
しん

の合
がっ

従
しょう

策
さく

や、個別に秦と
同盟する張

ちょう

儀
ぎ

の連
れん

衡
こう

策
さく

がとら
れた（→p.34）。

オアシスの景観　現在の中国・新
しん

疆
きょう

ウイグル自治区に位置するトゥルファン。

中央アジアを通る「オアシス
の道」

カナート（カレーズ）の構造図　高温・乾燥のき
びしいところでは、水の蒸発を防ぐため図のよ
うな人工の地下水路（カナート）を利用した。竪

たて

坑
こう

を延々と掘り抜き、長さが数10kmにおよぶ
例もみられる。上は断面図、下は平面図。
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量
りょう

衡
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・文字の統一

や思想の統制❷をおこなった。また、北方では戦国時代以来の

長
ちょう

城
じょう

を修築して匈
きょう

奴
ど

と戦い、南方では華
か

南
なん

に進出した。

　しかし、あいつぐ軍事行動や土木工事の負担に人々は苦しみ、

始皇帝が死去すると東方各地で反乱がおこって❸、秦は滅亡した。その

後の混乱のなかで、楚
そ

の名門出身の項
こう

羽
う

を破った農民出身の劉
りゅう

邦
ほう

が、諸

勢力から皇帝に推戴され（高
こう

祖
そ

）、漢
かん

王朝を開いた（前
ぜん

漢
かん

）。

漢代の政治 Q▶  漢の支配体制は、どのように変化していったのだろうか。

　漢は秦の制度の多くを引き継いだ。高祖は秦の都咸
かん

陽
よう

の近くに新都長
ちょう

安
あん

（現在の西
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安
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）を建設し、統一以前の秦の領域を郡県制によって直接支

配する一方、功
こう

臣
しん

や一族を王に任じて、かつての東方諸国の領域の支配

をゆだねた❹。対外的には、冒
ぼく

頓
とつ

単
ぜん

于
う

のもとで強大化した匈奴に敗れ、

こののち漢は匈奴に屈服して和平をはかった。

　高祖の死後、皇帝と諸王の対立が深まり、やがて軍事衝突に発展した

（呉
ご

楚
そ

七
しち

国
こく

の乱）。これに勝利した皇帝は、諸王国の統治に干渉するよう

になった。前 2世紀後半に即位した武
ぶ

帝
てい

は、匈奴を撃退するとともに、

諸王の実権を奪い、南
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越
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国❺や衛
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氏
し

朝鮮❻を滅ぼして、漢の支配下に入

れた。また、張
ちょう

騫
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を大
だい

月
げっ

氏
し

に派
は

遣
けん

したことをきっかけに、中央アジアの

交通路をおさえて、タリム盆地 一帯にまで勢力をのばした。

　武帝は、地方長官の推
すい

薦
せん

で官
かん

吏
り

を選任する人事制度（郷
きょう

挙
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里
り

選
せん

）をとり、

諸王国にも中央から官吏を派遣し、さらに監察官を送って全国を監視し

た。経済面でも、塩・鉄の専
せん

売
ばい

や物価調整策❼などによって国内の統合

在位前221～前210

❷実用書以外の書物を焼却し
（焚

ふん

書
しょ

）、多くの学者を穴埋め
にした（坑
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儒
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）とされる。
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❸最初に陳
ちん

勝
しょう

・呉
ご

広
こう

による農
民反乱がおこった。陳勝の「王

おう

侯
こう

将
しょう

相
しょう

いずくんぞ種
しゅ

（家
いえ

柄
がら

）あ
らんや」という言葉は、戦国
時代以来の実力主義の世

せ

情
じょう

を
表している。

→p.33 前232～前202 前247～前195

在位前202～前195 前202～後８

❹漢の初期の支配体制を、郡
県制と封

ほう

建
けん

制
せい

（→p.32）を併用
したという意味で、「郡

ぐん

国
こく

制
せい

」
と呼ぶこともある。

→p.39

前154

在位前141～前87

❺秦末の混乱期に独立した国
家で、広

カン

東
トン

・広
こう

西
せい

・ベトナム
北部を中心に、その周辺にま
で勢力をおよぼした。

❻前 2世紀に衛氏が朝鮮西北
部に建てた国家。武帝はこれ
を征服して楽

らく

浪
ろう

などの郡をお
いた。

？～前114 →p.39

→p.39

❼各地の特産品を国家がほか
の地方へ輸送して物価を均一
にする政策（均

きん

輸
ゆ

）と、貯蔵し
た産物の価格が上がると売り
出し、下がると買い入れて、
物価の水準を保つ政策（平

へい

準
じゅん

）
があった。

秦・漢の青
せい

銅
どう

貨
か

幣
へい

秦の半
はん

両
りょう

銭
せん

（左）と漢の武帝の時代に発
行された五

ご

銖
しゅ

銭
せん

（右）。円
えん

形
けい

・
方
ほう

孔
こう

の銅銭は、始皇帝の征服
活動によって東方に広まり、
漢に受け継がれて東アジアの
貨幣の基本形となった。

始皇帝陵
りょう

の兵
へい

馬
ば

俑
よう

兵
士と軍馬をかたどった
俑（陶

とう

製
せい

の像）。約8000

体すべての造形が異な
る。始皇帝の強大な権
力と、それを守る難し
さを伝えている。

兵馬俑

037-053_05世界史探究_第02章01-04節(3-4).indd   41037-053_05世界史探究_第02章01-04節(3-4).indd   41 2022/03/10   14:572022/03/10   14:57371．中央ユーラシア――草原とオアシスの世界

5

10

15

1
中央ユーラシア――草原とオアシスの世界
Q▶  中央ユーラシアの人々の動向は、世界の歴史にどのような影響を与えたの
だろうか。

中央ユーラシアの風土 Q▶  中央ユーラシアの風土に適応して、人々はどの
ような生活を営むようになったのだろうか。

　ユーラシア大陸の中央部は、パミールの東西にのびる大山脈が高温多

湿のアジアの季節風（モンスーン）をさえぎるために乾燥し、寒暖の差が

大きい大陸性気候を特徴とする。ここには東のモンゴル高原から西の黒

海北岸にかけて広大な草原が連なり、その南にはいくつもの砂漠が広が

っている。そして、砂漠のあいだには高山地帯の雪
ゆき

解
ど

け水
みず

を水源とする

中央アジア❶のオアシスが点在する。この広大な空間を中央ユーラシ

ア❷と呼ぶ。ここでは、きびしい環境に適応した草原の遊
ゆう

牧
ぼく

民
みん

や、オア

シスの定住民が活躍し、彼らは周辺の諸勢力と様々な関係を結びながら

世界史の展開に大きな役割を果たした。

❶ユーラシア大陸中央部の地
域名称。その範囲は一定では
ないが、パミールの東西に広
がる砂漠・オアシス地域と北
部の草原地域を中心とする。
現在では、カザフスタン、ウ
ズベキスタン、トルクメニス
タン、タジキスタン、キルギ
ス、中国の新

しん

疆
きょう

ウイグル自治
区などの地域にあたる。

❷内陸アジアという名称も長
く用いられてきた。

匈
きょう

奴
ど

の国家と秦
しん

・漢
かん

が現れた紀元前３世紀以降、ユーラシアの東側には、遊牧と農耕の
２つの世界が並び立った。７世紀、可

カ

汗
ガン

と皇帝を兼ねた唐の君主がこれらを統合した。

中央ユーラシアと東アジア世界

Q▶  ２つの世界はそれぞれどのような特徴をもつ社会を形成し、またどのような関係にあったのだろうか。

第2章

中央ユーラシアの
地勢と遊牧諸勢力
の移動
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詳
説
世
界
史

１．バランスよく、わかりやすい丁寧な記述
詳説世界史

歴史学の研究成果を反映
本書では、全体にわたって近年の歴史学の研究成果を豊富に盛り込みました。
例えば２章では、「内陸アジア」から「中央ユーラシア」へ名称を変更し、さらに中央ユー
ラシア・東アジア・西アジアの相互関係についても理解できる記述としました。また、古代
中国の政治や社会についても記述を刷新しています。

章・節・小見出しなどに「問い」を
新設しました。 ➡p.16

歴史用語の精選

近年の歴史学の研究成果を踏まえて、歴史用語を精選しました。また注
を充実させて、その詳細や位置づけなどもわかりやすいようにしました。
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ったヨーロッパに衝撃を与えた。また、独立宣言はロックの抵抗権 を論
ろん

拠
きょ

に反乱を正当化しつつ、新国家建設の目的として、すべて平等な人間

が生来もっているはずの権利の実現を定めていた。新たな政治体制のも

とでこうした理想を掲げた点で、アメリカ合衆国の独立は革命としての

性格ももつことになった。

　アメリカ合衆国は、当初は旧13植民地が主
しゅ

権
けん

をもつ州となって、ゆる

やかに連合する国家だった。しかし、独立直後の財政的困難を背景に、

強力な中央政府の樹立が求められるようになった。このため各州の代表

が1787年に憲法制定会議に招
しょう

集
しゅう

され、ここで制定された合衆国憲法❻に

よって、アメリカ合衆国は、自治権をもつ各州を中央の連邦政府が統
とう

括
かつ

する連邦共和国となった。連邦政府の根幹となったのが大統領・連邦議

会・最高裁判所であり、それぞれが行政・立法・司法の権限をもつこと

で、合衆国は史上初の大統領制および三権分立国家として出発した。

　初代大統領ワシントン は、ヨーロッパへの政治的な関与を避けつつ、

新生国家の安定化につとめた。しかし、中央政府の権力を維持しようと

する連邦派と州の自立性を重視する州
しゅう

権
けん

派とのあいだに対立が生じ、そ

の後のアメリカ政治上の争点となった。また、独立宣言における平等と

自由の理想は、のちに大西洋世界でおこる革命の指導原理となった。し

かしその一方で、現実のアメリカ合衆国は、黒人奴
ど

隷
れい

制
せい

を存続させたり、

先住民から土地を奪うなど、白人中心の国家としての性格を強くもった。

→p.192

❻会議での規定により、憲法
は 9 州の批

ひ

准
じゅん

を得て1788年に
発
はっ

効
こう

したが、全13州で批准さ
れたのは90年であった。

在任1789～97

　われわれはつぎのことが自明の真理であると信ずる。
すべての人は平等につくられ、神によって、一定のゆ
ずることのできない権利を与えられていること。その
なかには生命、自由、そして幸福の追求が含まれてい
ること。これらの権利を確保するために、人類のあい
だに政府がつくられ、その正当な権力は被支配者の同
意に基づかねばならないこと。もしどんな形の政府で
あってもこれらの目的を破壊するものになった場合に
は、その政府を改革しあるいは廃止して人民の安全と
幸福をもたらすにもっとも適当と思われる原理に基づ
き、そのような形で権力を形づくる新しい政府を設け
ることが人民の権利であること。以上である。……現
在のイギリス王の歴史はたびかさなる侮

ぶ

辱
じょく

と権利侵害
の歴史である。すべては、わが諸州の上に絶対専

せん

制
せい

政

治をうちたてることを直接目的としているのである。
以上のことを立証するために、公正な世界に向かって
あえて事実を提出する。

（江上波夫監修『新訳　世界史史料・名言集』）

アメリカ独立宣言（抜粋）

Q▶ 近代民主主義の基本精神
となった独立宣言は、名誉革
命の権利の章典とどのように
異なるのだろうか。

アメリカ独立宣言の起草　図中左から 4 人目がジェフ
ァソン（のち第 3代大統領〈在任1801～09〉）。

ワシントン　彼の先祖は17世
紀にイギリスから移民し、ヴ
ァージニアで奴隷制プランテ
ーションを経営した。また、
彼は憲法制定会議の議長もつ
とめた。
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212 第 12章　産業革命と環大西洋革命
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3
フランス革命とナポレオンの支配
Q▶  フランス革命は、どのようにして「国民」を主役とする社会をつくり出した
のだろうか。

フランス革命 Q▶  フランスの国家体制は、革命のなかでどのように変化した
のだろうか。

　ルイ14世期 以来、フランスはヨーロッパを代表する絶対王政の国だっ

たが、社会は身分集団や特
とっ

権
けん

団体によって分断され、また、地域ごとに

行政・裁判制度や税制が異なるなど、 ₁ つの国としての均質性は弱かっ

た。諸身分のうち、聖
せい

職
しょく

者
しゃ

の第一身分と貴族の第二身分が土地と公職を

ほぼ独占したが、税の大半は人口の約 ₉ 割を占める平民の第三身分が担
にな

っていた。第三身分の内部にも格差があり、都市と農村の民衆は生活苦

に追われた一方で、ブルジョワ は富を蓄
たくわ

えていたが、どちらも第一・第

二身分に対する不満を強めていた❶。

　18世紀のフランスは、あいつぐ戦争で慢性的な財政赤字の状態にあり、

とくにアメリカ独立戦争 の戦費が財政破
は

綻
たん

をまねいたため、ル
Louis XVI

イ16世 は

第一・第二身分への課
か

税
ぜい

を強化しようとした❷。課税強化のため、17世

紀初め以来休止状態にあった全国三
さん

部
ぶ

会
かい

が1789年に招
しょう

集
しゅう

・開催されると、

それに向けて言論が自由化されたことを背景に、第一・第二身分の特権

を批判する世
よ

論
ろん

が第三身分を中心に高
こう

揚
よう

した❸。特権身分の一部と第三

身分の議員は全国三部会を離
り

脱
だつ

して、自分たちが真
しん

の国民代表であると

→p.192

→p.201

❶当時のフランス社会は、革
命後に「旧体制（アンシャン ＝
レジーム）」と呼ばれた。

→p.210 在位1774～92

❷これ以前にも、経済学者の
テュルゴ（→p.200）や銀行家
のネッケル（1732～1804）らが、
国王に登用されて様々な行財
政改革を試みたが、いずれも
既
き

得
とく

権
けん

益
えき

を守ろうとする反対
派の抵抗にあって挫

ざ

折
せつ

した。

→p.192

❸とくにシェイエス（1748～
1836）が著した『第三身分とは
何か』は、第三身分が真のフ
ランス国民であると説き、大
きな影響力をもった。

バスティーユ牢獄へ
の攻撃　民衆は、バ
スティーユ牢獄に武
器・弾

だん

薬
やく

があると考
え、牢獄を襲撃した。
パリの民衆は、この
後も革命の展開に大
きな影響をおよぼし
た。

「旧体制」の風
ふう

刺
し

画
が

　第三身分
（下）が、特権身分である第一
身分（上左）と第二身分（上右）
を支えるように描かれている。

革命旗をもつサンキュロット　
革命派の民衆は、富

ふ

裕
ゆう

者
しゃ

の服
装の半ズボン（キュロット）を
もっていないという意味で、
「サンキュロット」（半ズボン
なし）と呼ばれた。
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して国民議会を自称し、憲法の制定を目的に掲げた。国王側が軍事力で

国民議会を弾
だん

圧
あつ

しようとすると、パリの民衆は自
じ

衛
えい

のため 7月14日にバ

スティーユ牢
ろう

獄
ごく

を攻撃して武器を奪い、さらに市長を独自に選出し、民

兵部隊も組織した。国王は国民議会やパリ市の改革を承認し、ほかの都

市でも同様の市政改革がおこなわれた。一方、政治的混乱のなかで、貴

族（領主）に襲われると思い込んだ農民が各地で蜂
ほう

起
き

し、貴族の屋敷を襲
しゅう

撃
げき

した。

　農民の蜂起を受けて、国民議会は封
ほう

建
けん

的特権の廃止を決定し、税負担

の平等化や公職の開放などを定め❹、これによって蜂起は沈静化した。

さらに議会は、ラ
La Fayette

= ファイエット  らの起
き

草
そう

による人権宣言を発して❺、

すべての人間の自由と権利における平等、国民の主
しゅ

権
けん

、私有財産の不
ふ

可
か

侵
しん

などの理想を公示し、国王にも圧力を加えてこれを認めさせた。また

議会は、ギルド を廃止して国民の経済活動を自由化しつつ、全土に画一

的な県制度をしき、全国一律の度
ど

量
りょう

衡
こう

の導入も決定した❻。さらにカト

リック教会の聖職者を国家の管理下におき、主権者である国民への忠誠

を要求した。こうしてフランス革命は、身分・特権といった格差や地域

の相
そう

違
い

を解消して、均質的な国民を主体とする国民国家を築いていくこ

とになった。1791年にはフランス史上最初の憲法が制定され、議会（立法

議会）と国王を柱とする立憲君主政が発
ほっ

足
そく

した❼。

　一方で、王の弟をはじめ有力貴族の多くが周辺諸国に亡
ぼう

命
めい

して、革命

への干
かん

渉
しょう

を働きかけていた。また国王一家も王
おう

妃
ひ

の実家オーストリアに

亡命を試みて失敗し、国民の信頼を失った（ヴァレンヌ逃亡事件）。こう

した動きを受けてオーストリアがプロイセンと共同で介入姿勢をみせる

❹そのほかに、領主裁判権や
賦
ふ

役
えき

、教会による十分の一税
（→p.117）が無

む

償
しょう

廃止された。
地
ち

代
だい

（小作料）は有
ゆう

償
しょう

での廃止
とされたが、この条項ものち
に改められ、農民の多くが無
償で土地を手に入れた。

1757～1834 →p.210

❺人権宣言の作成に際しては、
ジェファソン（→p.210）から
の助言もあった。

→p.122

❻1799年にメートル法として
正式に採用された。

❼議会は貴族院をもたない一
院制だったが、選挙権には財
産資格が課せられていた。ま
た女性は、当時そのおもな役
割が家庭を守ることにあると
考えられていたことから、選
挙権をもたなかった。

1791

第 1 条　人間は自由かつ権利において平等なも
のとしてうまれ、また、存在する。社会的な
差別は、共同の利益に基づいてのみ、設ける
ことができる。

第 2 条　あらゆる政治的結合（国家）の目的は、
人間の自然で時効により消滅することのない
権利の保

ほ

全
ぜん

である。それらの権利とは、自
由・所有権・安全および圧

あっ

政
せい

への抵抗である。
第 3 条　あらゆる主権の原理（起源・根源）は、

本質的に国民のうちに存する。いかなる団体、
いかなる個人も、国民から明白に由

ゆ

来
らい

するの
でない権威を、行使することはできない。
第 17条　所有権は神

しん

聖
せい

かつ不可侵の権利である
から、何

なん

人
ぴと

も、適法に確認された公共の必要
が明白にそれを要求する場合であって、また、
事前の公

こう

正
せい

な補償の条件のもとでなければ、
それを奪われることはない。

（江上波夫監修『新訳　世界史史料・名言集』）

人権宣言（抜粋）　※正式には「人間および市民の権利の宣言」。

Q▶ 人権宣言は、アメリカ
独立宣言とどのような点で
共通し、また、異なるのだ
ろうか。

人権宣言
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5

10

15

アメリカ合衆国と
ソ連の変容

Q▶  1960年代のアメリカ合衆国とソ連は、それぞれどの
ような変

へん

容
よう

をとげたのだろうか。

　ベトナム戦争が進んだ1960年代は、アメリカ合衆国の変容の時期でもあ

った。1961年に初のカトリック系大統領として就任した民主党の ケ
Kennedy

ネディ

は、ニ
New Frontier

ューフロンティア政策を掲げて国内改革を呼びかけ、南部に残る

黒人差別の撤
てっ

廃
ぱい

を求める公
こう

民
みん

権
けん

運動にも理解を示した。63年11月に彼が

暗殺されたのち、後
こう

継
けい

のジ
Johnson

ョンソン 政権は64年に選挙権や公共施設での

人種差別を禁止する公民権法を成立させ、「偉大な社会」をスローガンと

して「貧困との闘い」を推進した。しかし、ジョンソン政権のもとで60年

代後半にベトナム戦争が泥
どろ

沼
ぬま

化
か

すると、国内ではベトナム反戦運動が高
こう

揚
よう

し、人種差別・貧困・性差別などに対する抗議運動とも連動した。運

動の中心的な担
にな

い手
て

は、戦後のベビーブーム世代の学生であり、60年代

末には日本を含む一連の先進諸国でも、同様の学生運動が繰り広げられ

た。68年に公民権運動の指導者キ
King

ング 牧師が暗殺されると、人種問題を

めぐる暴
ぼう

動
どう

が多発するなど、合衆国では社会的な亀
き

裂
れつ

が拡大していった。

こののち、ニクソン大統領 がベトナムからの撤
てっ

兵
ぺい

を実現したが、政治ス

キャンダルによって74年に辞任に追い込まれた❶。

1917～63（在任1961～63）

1908～73（在任1963～69）

1929～68

→p.333

❶1972年の大統領選挙で再選
をめざした共和党ニクソン陣

じん

営
えい

が、ワシントンのウォータ
ーゲート = ビルにあった民主
党本部を盗

とう

聴
ちょう

しようとしたが
発覚し、ニクソン自身も関与
していたとの疑惑が高まった。
74年、ニクソンは下

か

院
いん

での弾
だん

劾
がい

決議を前に大統領を辞任し
た。この一連のできごとをウ
ォーターゲート事件と呼ぶ。

公民権運動を指導するキング
牧師（上）　彼は黒人差別の撤
廃を求める公民権運動を組織
し、1963年 8月、20万人以上
の支持者による「ワシントン
大行進」を指導して注目され
た。

アメリカ合衆国（下左）や日本
（中央）でのベトナム反戦運動　
ベトナム戦争は写真やテレビ
などを通して世界中に報道さ
れ、その長期化とともに反戦
運動も世界中に広がった。日
本でも反戦運動がおこなわれ、
沖縄の米軍基地問題に結びつ
いた（写真は嘉

か

手
で

納
な

基地から
飛び立つ爆

ばく

撃
げき

機
き

に反対する人
々）。またアメリカ国内では、
運動は人種差別への抗議とも
結びついた。

リトルロック高校事件（左）　
1957年、南部・アーカンソー
州のリトルロック =セントラル
高校が、黒人も白人と同じ学校
に通う人種融

ゆう

合
ごう

教育化を決定す
ると、州知事が反対して 9 名の
黒人生徒の登校を阻

そ

止
し

し、地元
の白人も学校を取り囲んだ。黒
人生徒は、合衆国連邦軍の護衛
のもとで登校する事態となった。
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詳
説
世
界
史

１．バランスよく、わかりやすい丁寧な記述
詳説世界史

従来の記述の見直し
近世～近代にかけてのヨーロッパ史に関する記述も、歴史学の研究成果を盛り込んで刷新し
ました。

近現代を扱う第Ⅳ部（第18章・
第19章）では、日本を含めた世
界のグローバルな動きに配慮し
て記述しています。

日本を含めた世界の動き

本文の理解を深め
たり、とくに重要
な史料を掲載して
います。本文の記
述を踏まえ、比較
の視点などを盛り
込んだ「問い」も付
しています。
➡p.16

歴史的事象のつながりや因果関係、さらにその位置づけなどが理解しやすいよう
に、丁寧な記述を心掛けました。また、「歴史総合」で学んだ「国民国家」などの内
容を、通史的な視点からさらに深められるように工夫しました。

わかりやすく丁寧な記述、「歴史総合」とのつながり
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16 第Ⅰ部を学ぶ前に　 

古代文明や諸地域の歴史的特質
とは何だろうか？

お前が畑に灌
かん

漑
がい

をする準備をしなけれ
ばならない時には、運河の土手や畑の
でこぼこを取り除くために調べなけれ
ばならない。お前が畑に水を入れた時、
その水をあまり高くならないようにせ
よ。水が引いて畑が出て来た時には、
畑の澱

よど

んだ地点を調べ、そこは囲いを
せよ。牛に畑を踏まさせよ。雑草を処
理した後で畑の輪

りん

郭
かく

を決め、そこを何
度も 3分の 2マナの重さの薄い鍬

くわ

で均
なら

せ。平たい鍬で牛の蹄
てい

跡
せき

を消し、〔畑
を〕きれいにせよ。
 （歴史学研究会編『世界史史料1』）

ドゥアケティという名のシレ（地名）の男が、ペピという名の息子に与えた教
訓の始まり。その時、彼は、その息子を王都でもっともすぐれた学校に、貴
族の子供たちと一緒に入学させるために、王都に向かって船で南へと行くと
ころだった。そして彼はペピに言った。「私は鞭

むち

で打たれる者を見た。お前は
その心を書物に向けるべきだ。労働者として人が連れ去られるのを見なさい。
書物に勝るものはない。それは水上の船だ。ケミイト（書記教育の教科書）の
終りを読みなさい。そこにはこの言葉がある。曰く、「書記は王宮のどんな地
位にあっても、そこで困

こん

窮
きゅう

することはない」。 （歴史学研究会編『世界史史料 1』）

第I部
を学ぶ前に

Bシュメール人による農作業の手順（前18世
紀～前17世紀）　古代メソポタミアの農民たち
はどのような負担を負っていたのだろうか。

A農作業をおこなう古代エジプトの農民た
ち（新王国時代の墓の壁

へき

画
が

）　農民たちはど
のような作業をおこなっているだろうか。
また、右端に大きく描かれている人物は何
をしているのだろうか。

Cエジプト・中王国時代の「ド
ゥアケティの教訓」（前19世紀後
半）と書記座像（古王国時代）

ドゥアケティという名のシレ（地名）の男が、ペピという名の息子に与えた教
訓の始まり。その時、彼は、その息子を王都でもっともすぐれた学校に、貴
族の子供たちと一緒に入学させるために、王都に向かって船で南へと行くと

で打たれる者を見た。お前は
その心を書物に向けるべきだ。労働者として人が連れ去られるのを見なさい。
書物に勝るものはない。それは水上の船だ。ケミイト（書記教育の教科書）の
終りを読みなさい。そこにはこの言葉がある。曰く、「書記は王宮のどんな地

 （歴史学研究会編『世界史史料 1』）

「ド
」（前19世紀後

A・Bの資料からは、当時の
人々の生活について、どのよう
なことが読み取れるだろうか。

Cはどのような目的で書かれたのだろうか。また、
書記と呼ばれた人々はエジプトでどのような役割
を担
にな
い、ほかの職業と比較してその社会的な地位

はどのようなものであったと推測できるだろうか。

第Ⅰ部では、各地の古代文明や諸地域の歴史・特徴を個別に学んでいく。一方、
それらを別の視点から読み解くと、地域ごとに異なる点や事例をまたいで共通
する点も見出すことができる。その視点は、生

せい

業
ぎょう

、身分・階級、王権、宗教、文
化・思想など様々に考えられるだろう。ここではその一例として古代の西アジ
アに注目し、多様な身分・階級が生まれた背景やその役割、王権と宗教の関係
などについて考えてみよう。
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17

強き王、アッカドの王ナラム =シンは、四方世界が彼に反乱した時、イシュタ
ル神が彼に示した愛によって、 1年で 9つの戦いに勝利した。そして彼ら立ち
上がった王たちを捕らえた。彼が彼の町の基礎を危機から守ったことを見て、
彼の町〔の人々〕は、エアンナのイシュタル神、ニップルのエンリル神、トゥト
ゥルのダガン神、ケシュのニンフルサグ神、エリドゥのエア神、ウルのシン神、
クタのネルガル神に、彼をして彼らの町の神となるように願った。そして彼ら
は、アッカド市の中に彼のための神殿を建立した。 （歴史学研究会編『世界史史料 1』）
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Ｑ1　 西アジア以外の地域では、どのような身分の人々が統
とう

治
ち

をおこなったのだ
ろうか。また、統治者と宗教はどのような関係にあるだろうか。

Ｑ2　 資料に対する疑問や興味、または関心のある視点にもとづいて、自分自身
で第Ⅰ部への問いを立ててみよう。

Dアッカド王国・ナラム = シンの碑
ひ

文
ぶん

（前18世
紀～前17世紀）と戦勝記念碑　上は古代メソポ
タミアの都市国家を統一したアッカド王国の最
盛期の王ナラム =シンの碑文。右はナラム =シ
ンが近隣の民族を征服した際の記念碑（部分）。

Eアブ = シンベル神殿　紀元前
13世紀頃にエジプトの王（ファラ
オ）ラメス（ラメセス）2世により
造営された、太陽神ラーを祭神と
する岩

がん

窟
くつ

神殿。その入口には、青
年期から壮年期までのラメス 2 世
を模した、 4体の巨像がおかれて
いる。

Eのような巨大な建造物は、ど
のような人々によって建てられた
のだろうか。また、なぜこのよう
な事業が可能であったのだろうか。

Dから、それぞれの町（都市国
家）と神、また王と神は、どの
ような関係であったと考えられ
るだろうか。

古代の西アジア・東地中海地域のおもなできごと
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104 第Ⅱ部を学ぶ前に　 

諸地域はどのように交流し、
また再編を進めたのだろうか？

カンバルク（大
だい

都
と

）の町からは多くの道路や道が出て、さまざまな地方に通
じている。ある道はある地方に、別の道は別の地方に通じ、……さて、ど
のような道をとろうと、カンバルクを発って25マイル進むとイヤン❶と呼
ばれる宿駅に着く。これは「馬の駅」という意味である。この駅には大きく
美しく豪華な館があり、大カーンの使者はそこに宿泊する。部屋にはこれ
も美しく豪華な寝

しん

台
だい

が多数備え付けられ、絹
きぬ

の立派なシーツのほか、必要
な調度がすべて揃えられている。 （歴史学研究会編『世界史史料 4』）

❶モンゴル語で「道」を意味する「ジャム」の訛
なま
った発音。

第II部
を学ぶ前に

Aマルコ = ポーロ『世界の記述』にみえるある制度の記録

B 牌
パイ

子
ザ

ブリュージュ
トロワ
ジェノヴァ ヴェネツィア

コンスタンティノープル カッファ

アレクサンドリア
カイロ

ジッダ

アデン

マスカット

タブリーズ

バグダード

バスラ

ブハラ
サマルカンド

カラコルム
大都

杭州（臨安）

泉州（ザイトン）
広州

マラッカ

パレンバン

クイロン
カリカット

カンバーヤ
ホルムズ

赤道

海

中

太

南
シ
ナ
海

イ ン ド 洋

平

洋

地

0 2000km

I

II

III

IV

V
VI VII

VIII

Aで述べられている制度はどのようなもので、また８
つのネットワークのどの地域にあたるだろうか。さらに、
Bの道具はその制度でどのように使われたのだろうか。

13世紀における各地の経済
ネットワーク（アブー =ルゴ
ド著、佐藤次高他訳『ヨーロッ
パ覇権以前』をもとに作成）

第Ⅰ部で学んだ諸地域は、交流を活発化させ、相互に影響を与えつつ再編を進
めていく。こうした動きは、交

こう

易
えき

の拡大や都市の発達、文化・技術の伝
でん

播
ぱ

など、
第Ⅰ部と同様に様々な視点から考えることができる。ここではその一例として、
ある現代の社会学者がとなえた、13世紀における各地の経済ネットワークを 8
つに分類した地図を手がかりに、資料とあわせてヒトやモノの移動について考
えてみよう。
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このサルコン（ザイトン、泉
せん

州
しゅう

の呼称）の港には、インドからやって
来る船がかならず立ち寄り、香料類や各種の貴重な商品をもたらす
ので、マンジ（蛮子）地方❶のあらゆる商人も買い付けにやって来る。
莫
ばく

大
だい

な量の商品や宝石類、それに真珠などが集められた有様は壮観
で、それらが今度はこの港からマンジ地方に送り出される。キリス
ト教国のために胡

こ

椒
しょう

を積んだ船がアレクサンドリアの港にようやく
1艘
そう

やって来るとしたら、このサルコンの港には10艘以上の船がや
って来るといっても過言でない。したがって、大カーンがこの港か
ら得る税収も莫大である。宝石類、真珠など貴重な商品については
1割、胡椒については 4割 4分、沈

ちん

香
こう

、白
びゃく

檀
だん

など大きな商品につい
ては 5割の税がかけられている。 （歴史学研究会編『世界史史料 4』）

❶元代における中国南部の蔑
べっ
称
しょう
。

まず、われわれは、シャマールの風❶の始まる時期に、アラビアの岸
辺、つまりイエメン、ジッダ、そしてバーブ =アルマンダブ（バーバル
マンデブ海

かい

峡
きょう

）のような近隣の場所、ザヤーリゥ（ザイラゥ）❷の岸辺と
ティハーマ地方❸とそれに関わる場所から船出することで話を始めよ
う。つまり、これらのすべての場所は、〔モンスーン（季節風）航海のう
えでは〕相互に関連しており、そのすべては基本的には大海（インド
洋）のモンスーン〔航海期〕と同一のものである。人々は、〔これらの場
所から〕ダブールの風❹の初めとその終りに〔アラビア海岸を離れてイ
ンドに向けて〕船出する。 （歴史学研究会編『世界史史料 2』）

❶「北風」の意味。❷紅海とアデン湾を分ける海峡の北東アフリカ側の都市。
❸紅海に面したイエメンの海岸低地地方。❹夏季の南西モンスーン。

Ｑ1　 A～Eを総合すると、当時の交易についてどのようなことがいえるだろう
か。また、当時の人々はなぜこうした交易をおこなっていたのだろうか。

Ｑ2　 資料に対する疑問や興味、または関心のある視点にもとづいて、自分自身
で第Ⅱ部への問いを立ててみよう。

C『世界の記述』にみえるある都市の交易の様子

D 港
こう

市
し

国家バンテンの有力者たち　バ
ンテン（ジャワ島）の有力者たちを描いた
もの。左からインド系ムスリム商人、ジ
ャワ貴族、華

か

人
じん

商人。17世紀。

E「インド洋における航海の指
し

南
なん

書
しょ

」と、この航海で用いられたダウ船

Dはどのネットワークに関係するものだろ
うか。また、ジャワ島をはじめとする東南
アジアの諸島部には、どのような地域の人々
が、何を目的に往来していたのだろうか。

Eはどのネットワークに関係するものだろうか。また、どのような交易がお
こなわれ、さらにこの海域で用いられた船にはどのような特徴があるだろうか。

C『世界の記述』にみえるある都市の交易の様子

Cからは、当時扱われていた商品やその経路について、どのようなことが読
み取れるだろうか。また、これはどのネットワークに関係するものだろうか。
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204 第Ⅲ部を学ぶ前に　 

諸地域の結合・変容は、
どのように進んだのだろうか？

これまでのどんな法律、
教訓、規則よりも、新聞
で暴

ばく

露
ろ

されるかもしれな
いという恐怖のほうが、
犯罪、不道徳、悪事を防
ぐのに役立っている。
 （佐藤卓己『現代メディア史』）

第III部 を学ぶ前に

A・B・Cにみられる
ように、環大西洋革命
が進んだ18世紀後半～
19世紀半ばの欧米では、
おもにどのようなメデ

ィアが使われたのだろ
うか。

Cビラに群がる人々を描いた
風
ふう

刺
し

画
が

（1848年、墺）

D新聞掲載の公開状「私は弾
だん

劾
がい

する」（1898年、仏） E雑誌『新
しん

民
みん

叢
そう

報
ほう

』（1902年創刊）

F世界を一周する電信網
もう

（20世紀初め） Gピュリッツァー

A『コモン = センス』
（1776年、米）

B「過去」と題された民衆
版画（18世紀、仏）

D～Gにみられるよう
に、19世紀後半から20

世紀初めの世界では、
どのようなメディアが

発達したのだろうか。
また、Fにみられるよ
うに、それらは世界や
当時の社会にどのよう
な影響を与えたのだろ
うか。

第Ⅲ部で扱う地球規模での一体化や相互依
い

存
そん

の強まりは、様々な面で進行した。
なかでも、情報を伝達する媒

ばい

体
たい

や技術が発達し、とくに19～20世紀にかけて新
聞やラジオといった、多数へ情報を発信できるマスメディアが登場したことは、
世界史における 1つの画

かっ

期
き

といえるだろう。ここでは、様々な資料をもとに、
メディアが人々の生活や社会におよぼした影響について考えてみよう。
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205

　ラジオ文明とわれわれが呼びなすべきところの時代がき
た。それは一つの革命である。一つの世界革命である。今
日、われわれの眼前において展開されているところの世界
の変動は、言葉のいかなる誇

こ

張
ちょう

もなくしていいえられると
ころの、一つの世界革命である。レーニンの世界革命が失
敗に終ってから、一つの更に大なる、そしてより根本的な
る世界革命がきたのである。……
　有線は個人的である。無線は集団的である。前者は個人
主義を代表し、後者はコレクチビズム（集産主義）を代表す
る。前者は相互的である。後者は命令的である。前者は自
由である。後者は独

どく

裁
さい

である。……
　大衆を聴

き

き手
て

としてここに少数の語り手がある。少数の
もの、そして同時にはただ一人のものが語り、そして彼以
外の万人が耳を傾けるのである。そしてまたラジオの発達
とともにしばしば一人のものが語りて世界の他の全てのも
のが耳を傾けることさえも想像されるのである。ナポレオ
ンといえどもその号令のおよぶところは数十万の兵士であ
ったのに対して、ラジオ放送局の壇上に立つものは今や世
界を彼の聴き手として立つことが可能なのである。
 （室伏高信「ラヂオ文明の原理」『改造』1925年 7 月）

Ｑ　 資料に対する疑問や興味、または関心のある視点にもとづいて、自分自身で
第Ⅲ部への問いを立ててみよう。

H・Iにみられるように、二度の世界大戦において、各国ではどの
ようなメディアが、どのような目的で用いられたのだろうか。

J～Lにみられるように、20世紀前半には、どのようなメディアが登
場・発達し、また社会とどのような関わりをもっていたのだろうか。

Hプロパガンダ=ポスター（第一次世界大戦期、英）

I新聞報道（太平洋戦争期、日）

J映画館（1920年代、米）

K商品広告ポスター
（1923年、米）

Lラジオ放送に関する論評
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詳
説
世
界
史

２．時代の特色をつかむ多様な問いかけ
詳説世界史

「第〇部を学ぶ前に」
歴史学習に対する生徒の関心を高め、課題意識を育むために、第Ⅰ部～第Ⅲ部の冒頭に「第
〇部を学ぶ前に」を設けました。諸資料の読み解きを通して、部を貫く視点や概念などを考
察し、さらに生徒自身が独自の問いを立てられるように工夫しました。

テーマに即した図版・文字資料の読み解きを積み重ねることで、
部の学習内容に対する考察を広げられるようにしました。

考察をまとめ、さらに生徒が自ら部の学習に対する問いや
目標を立てることができるように工夫しています。

部を貫く視点や概念の一例として、第Ⅰ部では身分・階級や王
権と宗教との関わりを、第Ⅱ部ではヒトやモノの移動や経済と
の関わりを、第Ⅲ部ではマスメディアについて取り上げました。
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102 第Ⅰ部まとめ

5

10

15

20

25

まとめ

①  古代国家の支配の仕組みは、それぞれの地域の経済や社会とどのような関わりがあった
のだろうか。いくつか取り上げて、その特徴を考えてみよう。

②  古代国家は、宗教や思想をどのように統治に利用したのだろうか。いくつか取り上げて、
その特徴やのちの時代への影響について考えてみよう。

まとめの問い

第I部

古代の社会と国家
　大
たい

河
が

の治
ち

水
すい

や灌
かん

漑
がい

のために強大な権力が必要とされたオリエントや東アジ
アでは、支配者の権威に多くの人々が服

ふく

従
じゅう

する垂直型の社会が特徴で、中央
集権的な領域国家が早くから育ち、そのなかから古代帝国が現れた。黄

こう

河
が

・
長
ちょう

江
こう

流域に生まれた秦
しん

・漢
かん

帝国も、農業生産と治水を指導する政治権力がつ
くり上げたもので、官僚制による整

せい

然
ぜん

とした国家制度が特徴である。他方、
大河や大平野のないギリシアでは、独立して農業を営む市民たちが都市国家
をつくった。市民たちが対等の立場でものごとを決める政治の伝統は、ギリ
シアからローマに引き継がれた。しかし、征服の拡大とともに都市国家とし
ての性格を変質させたローマ帝国は、地中海世界とその周辺を政治的に統合
し、のちのヨーロッパの母体となった。南アジアでは、カースト制度という
独自の階級制度にもとづいた古代帝国が出現した。

宗教と国家
　宗教の発展は、古代国家の支配体制と深くつながっていた。オリエントに
は多

た

神
しん

教
きょう

が生まれ、最高神の権威を利用した神
しん

権
けん

政治が支配の仕組みを支え
ていた。ギリシアでは、同じく多神教が信仰されながらも、政治を動かす主
人公は神々ではなく、あくまで市民たちであった。ローマは世界帝国になる
と、皇帝を神の一人として崇

すう

拝
はい

させた。パレスチナに誕生した一神教である
ユダヤ教は、のちにキリスト教を生みだし、キリスト教はローマ帝国を支え
る国家宗教に発展した。南アジアでは、バラモン教の世界観がのちのカース
ト制度の原型を形づくり、社会秩序の根本となった。ヒンドゥー教、ジャイ
ナ教、仏教もここから生まれた。仏教は南アジアでは衰

すい

退
たい

し、むしろ東アジ
アや東南アジアにおいて国家権力と結びついて興隆した。しかし、東アジア
の政治的秩序を支えたもっとも重要な思想的背景は、古代中国に生まれた儒

じゅ

教
きょう

である。その礼と徳の思想は、皇帝支配の論理として長く影響力を保ち、
華
か

夷
い

思想にもとづく国際秩序にも根拠を与えた。
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150 第 9章　大交易・大交流の時代
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1
アジア交易世界の興隆
Q▶  「世界の一体化」が始まった時期に、アジアではどのような動きがおこって
いたのだろうか。

モンゴル帝国
解体後のアジア

Q▶  モンゴル帝国の解体後、アジア各地にはどのような勢
力が生まれたのだろうか。

　14世紀になると、ユーラシア全域で飢
き

饉
きん

や疫
えき

病
びょう

、およびそれにともな

う政治変動が広がり、モンゴル帝国は解体していった 。14世紀後半のア

ジアでは、チャガタイ = ハン国 の分裂抗争のなかから力をのばして中央

アジア・西アジアに広大な領土を築いたティムール朝 と、元
げん

朝を北方に

駆
く

逐
ちく

して中国で支配を確立した明
みん

朝とが、 2 つの大帝国として成長した。

また、ティムール朝の西方ではオスマン帝国 が勢力を拡大しつつあり、

明朝の北方では中国本土から退いたモンゴルが勢力を保っていた。

　日本では鎌
かま

倉
くら

幕
ばく

府
ふ

 が倒れて南北朝が対立し、政治の混乱とともに倭
わ

寇
こう

の活動が活発化していたが、14世紀末に南北朝の合一が果たされた。元

に服
ふく

属
ぞく

していた朝鮮半島の高
こう

麗
らい

 でも、親元派と反元派の対立が続いたが、

倭寇を破って名声を高めた李
り

成
せい

桂
けい

 が、高麗を倒して朝鮮王朝 を建てた。

こうして14世紀末の東アジア諸地域では、新しい政治秩序が一応の安定

に至った。

明初の政治 Q▶  明朝初期の国内統
とう

治
ち

には、どのような特徴があったのだろう
か。

　元末の中国では、白
びゃく

蓮
れん

教
きょう

徒
と

❶ による紅
こう

巾
きん

の乱 をきっかけに群
ぐん

雄
ゆう

が蜂
ほう

起
き

した。反乱のなかで頭
とう

角
かく

を現した貧
ひん

農
のう

出身の朱
しゅ

元
げん

璋
しょう

 は、儒
じゅ

学
がく

の素
そ

養
よう

をも

つ知識人の協力を得て勢力をのばし、1368年に南
ナン

京
キン

で皇帝の座につき

（洪
こう

武
ぶ

帝
てい

 、廟
びょう

号
ごう

は太
たい

祖
そ

❷ ）、明朝 を建てた。明軍に追われた元の帝室は、モ

→p.148

→p.144

→p.148

→p.162

→p.140

→p.138

1335～1408 1392～1910

❶白蓮教は仏教的要素の強い
民間の宗教結

けっ

社
しゃ

で、宋
そう

代に始
まり、元末には、弥

み

勒
ろく

仏
ぶつ

が救
きゅう

世
せい

主
しゅ

としてこの世に現れると
いう信仰と結びついて勢力を
拡大した。

→p.148

1328～98

在位1368～98

❷明代以後は一皇帝一元号
（一世一元）としたため、「洪
武帝」のように元号で皇帝を
呼ぶことが多い。廟号とは死
後に贈られる名の一

いっ

種
しゅ

。
1368～1644

ユーラシア大陸の広
こう

範
はん

な部分を統合したモンゴル帝国は14世紀に解体したが、15世紀末
以降、アメリカ大陸をも含む地球規模での新たな「世界の一体化」の動きが始まった。

大交易・大交流の時代

Q▶  「世界の一体化」が加速した背景と、その進行による諸地域の変
へん

貌
ぼう

はどのようなものだったのだろうか。

第9章
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3634 .　現代文明の諸相

5

10

児における女性の過重負担も解消されていない。また、ア

ジアやアフリカなどでは、貧困と差別、因習によって女性

がとくに困難な立場におかれている国もある。

　一方で、20世紀後半には、先進国をはじめとする諸地域で、都市化の

進行にともなって性別をめぐる伝統的な価値観がゆらいだ。21世紀初め

までに、身体的な性とは別に、社会的につくられる規範としてのジ
gender

ェン

ダーがあるという理解が広く受け入れられるようになり、伝統的な性役

割を押し付けるのではなく、各人の個性を尊重すべきことへの理解も進

みつつある。加えて性的指向についても、本人の意思を尊重して、多様

な性のあり方を受け入れるような社会が模
も

索
さく

されている。

ジェンダー =ギャップ指数（GGI、世
界経済フォーラムGlobal Gender Gap 

Report 2020より作成）　この指数は、
国際機関などのデータをもとに世界
経済フォーラムが発表している、各
国の男女間の格差を示す指標である。
経済・教育・保健・政治の 4 分野・
14項目からなり、スコアで 1が男女
間での完全平等を示す。2020年度の
発表では、日本は総合で153カ国中
121位と、先進国中で最下位となっ
た。日本は保健分野の項目では 1 位
が多いが、教育分野では中等教育で
格差が現れ、さらに経済・政治分野
では深刻な格差が存在している。

プライド = パレード　1969年、アメリカ合衆国・
ニューヨーク市で、同性愛者の集まるバーへの取締
りを機に暴動がおこり、翌70年に暴動を記念するパ
レードが国内各地で開かれた。これはＬＧＢＴの権
利を求める運動の端

たん

緒
しょ

となり、その後もパレードは
世界各地で継続されている。写真は2016年のもの。

女性は女性らしくなければいけない、あるいは、女性
のつとめは家を守ることだといった価値観は、長いあ
いだ世界中で女性の活躍の機会を制限してきた。20世
紀後半に登場したジェンダーという考え方は、このよ
うな価値観を切り崩すのに大きな役割を果たした。身
体的な性とは別に、社会的な規範としての性があると
いうのがジェンダーの考え方である。この観点に立っ
て、女性はどうあるべきかといった規

き

範
はん

や、両性の役
割分担の実態は、歴史的に決して不変ではなく、時代
や社会状況によってかわってきたし、今後もかわりう

るということが明らかにされてきた。それでも男性中
心の社会構造はなかなかかわらないし、日本ではとく
に遅れがめだつ。両性の役割を固定的に考える発想を、
批判的に見つめ直すことが必要であろう。そうするこ
とは、女性ばかりか男性の可能性を広げることにもつ
ながる。実際、「男らしさ」という規範は、男性同士の
仲間関係をうちかためる一方で、仲間に軽

けい

蔑
べつ

されない
ようにあえて暴力的にふるまうといった行動を、往々
にして男性に強いてきたのである。

ジェンダーの考え方と両性の平等化への課題

ジェンダーとはどのような考え方だろうか。また、両性の平等をめぐって日本や世界にはどのような課題が
あるのだろうか。

Q

上位国およびおもな国の順位
順位 国名 スコア

1 アイスランド 0.877
2 ノルウェー 0.842
3 フィンランド 0.832
4 スウェーデン 0.820
5 ニカラグア 0.804
6 ニュージーランド 0.799
7 アイルランド 0.798
8 スペイン 0.795
9 ルワンダ 0.791

10 ドイツ 0.787
15 フランス 0.781
19 カナダ 0.772
21 イギリス 0.767
53 アメリカ合衆国 0.724
76 イタリア 0.707
81 ロシア 0.706

106 中国 0.676
108 韓国 0.672
121 日本 0.652

分野 スコア（順位） 19年のスコア（順位）
経済 0.598（115位） 0.595（117位）
政治 0.049（144位） 0.081（125位）
教育 0.983  （91位） 0.994  （65位）
保健 0.979  （40位） 0.979  （41位）

現代世界への視点④
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3391 .　産業構造の変容

5

10

15

福祉国家と公害 Q▶  先進諸国の社会では、経済成長にともなってどのよう
な変化が生じたのだろうか。

　1960年代以降、西側先進諸国では、国家が国民の福
ふく

祉
し

に手厚く配
はい

慮
りょ

す

る福祉国家的な政策がしだいに主流となった。第二次世界大戦以前に福

祉国家化が始まっていた北欧諸国に加えて、西欧諸国でも、社会民主主

義❶を掲げる政党がしばしば政権を担
にな

い、無
む

償
しょう

あるいは低額での教育・

医療・福祉サービスを実現したほか、大規模な公共事業によって雇
こ

用
よう

の

安定をはかった。社会保障費の増大は、経済成長によって支えられた。

また、アメリカ合衆国の歴代政権や日本の自由民主党 政権も、同様の政

策を推進した。西側諸国における福祉の拡
かく

充
じゅう

は、東側諸国との競
きょう

合
ごう

によ

ってもうながされた。

　他方で、経済成長は福祉国家的政策を支えるばかりでなく、公害とい

❶資本主義の存続を前提とし
たうえで、社会保障の拡充を
通じて、労働者や低所得層を
含む幅広い層の福利厚生を保
障して民主主義の充実をめざ
す政治理念。

→p.326

1970年代以降の産業構造の変
へん

容
よう

を経て、90年代初めまでに冷
れい

戦
せん

は終結した。今日の世界
は多極化する一方、環境問題などでは国際的な協力を模

も

索
さく

している。

冷戦の終結と今日の世界

Q▶  今日の地球世界には、どのような課題があるのだろうか。

1
産業構造の変容
Q▶  オイル =ショックの前後で、世界の社会と経済はどのようにかわったのだ
ろうか。

第19章

公害　第二次世界大戦後の経
済復興・発展は、重化学工業
の拡大をもたらす一方、著し
い大気汚染・水質汚

お

濁
だく

を引き
おこし、人体にも影響を与え
た。写真はアメリカ合衆国オ
ハイオ州のクリーヴランドで
の大気汚染の様子（1973年）。

酸
さん

性
せい

雨
う

の影響でとけた石像　左は1908年、右は69年のも
の。硫

い

黄
おう

酸化物や窒
ちっ

素
そ

酸化物などの大気汚染物質を含む
酸性雨は、土

ど

壌
じょう

・水質や建造物にも影響を与えている。

339-363_05世界史探究_第19章1-4節(3).indd   339339-363_05世界史探究_第19章1-4節(3).indd   339 2021/04/16   15:282021/04/16   15:28

詳
説
世
界
史

２．時代の特色をつかむ多様な問いかけ
詳説世界史

充実した「問い」「まとめ」「コラム」

・�章冒頭に、章内容の概観と、それを理解するためのヒントとして「問い」を設けています。
・�節・小見出し冒頭にも「問い」を設け、学習の内容や目的を明確化しています。「問い」は本文を読んで

解答可能な内容にしました。
・�節・小見出しの「問い」の解答例は「教師用指導書 授業実践編」 ➡p.22 に掲載しています。

「問い」の新設

コラムや史料にも、
読み解きの一助と
なる「問い」を設け
ています。
➡p.13

第Ⅰ部～第Ⅲ部の終わりに「ま
とめ」を設けました。「まとめの
問い」とあわせて、世界史の枠
組みやその展開を構造的に理解
する一助としています。

第19章には現代世界の課題を歴史的に扱うコラム「現代世界への視点」を設けて、世界
史探究のゴールとなる「地球世界の課題の探究」につなげられるようにしました。

振り返り学習の「まとめ」

コラム「現代世界への視点」
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146 第 8章　東アジア世界の展開とモンゴル帝国
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10

15

20

広
こう

州
しゅう

などが元の支配下に入り、山
さん

東
とう

半島を経て大
だい

都
と

に向かう海
かい

運
うん

と、杭
こう

州
しゅう

と大都を直接つなぐ新しい運河によって、豊かな江
こう

南
なん

もモンゴル帝国

の商業圏に組み込まれた。こうして、大都を結
けっ

節
せつ

点
てん

に、陸路と海路の交
こう

易
えき

・情報ネットワークが結合された。また、クビライが樺
から

太
ふと

・日本やベ

トナム・チャンパー・ビルマ・ジャワなどに送った遠征軍は各地域の政

治や経済・文化に大きな影響 を与え、商業圏の拡大にも寄与した。

　モンゴル帝国における陸と海の交易を担
にな

ったのはおもにムスリム商人

で、ユーラシアで広くおこなわれていた銀経済（銀による決済）が中国に

もおよんだ。元は塩の専
せん

売
ばい

を実施したほか、取引税などによって莫
ばく

大
だい

な

銀を集め、紙幣（交
こう

鈔
しょう

）を発行して銀の流通量の不足をおぎなった。利用

価値が低下した銅
どう

銭
せん

は、日元貿易を介して、日本へ輸出された。

　元の統
とう

治
ち

は中国的な官僚制度によってなされたが、中枢はモンゴル人

が握った。色
しき

目
もく

人
じん

と総称される中央アジア・西アジア出身者は、経済面

で力をふるった。金の支配下にあった契
きっ

丹
たん

人
じん

・女
じょ

真
しん

人
じん

を含む華
か

北
ほく

の人々

は漢
かん

人
じん

、南宋のもとにいた人々は南
なん

人
じん

と呼ばれた。商業に力を入れた元

は支配地域の社会や文化をさほど重視せず、儒
じゅ

学
がく

や科
か

挙
きょ

の役割は大きく

後退したが、暦
こよみ

の改良や大都の水運整備に従事した郭
かく

守
しゅ

敬
けい

 のように、実

用的な能力のある者には登用の道が開かれていた。支配層のモンゴル人

にはチベット仏教が重んじられ、都市の庶
しょ

民
みん

のあいだでは『西
せい

廂
そう

記
き

』『琵
び

琶
わ

記
き

』に代表される戯
ぎ

曲
きょく

が流行した（元
げん

曲
きょく

）。

→p.108

1231～1316

新
しん

安
あん

沈船　韓国南西部の新安沖
からみつかった、元の時代の沈
没船。いわゆるジャンク船で、
日本の寺社名を記した木

もっ

簡
かん

の荷
札とともに、膨

ぼう

大
だい

な数の陶
とう

磁
じ

器
き

や宋の銅銭が発見されている。

銀
ぎん

錠
じょう

　モンゴル帝国で流通し
た銀塊は、約 2 kgが基本単位
であった。形状は様々だが、
同じ重さのものが世界各地か
ら出土している。 2 kgの銀錠
を「元

げん

宝
ぽう

」と呼ぶ習慣は、この
のちも中国に残った。

交鈔　この写真のものにはク
ビライ時代の年号が入ってい
る。額面は様々で、これは銅
銭 2貫分の価値（もと銀錠の
50分の 1に相当）とされたも
のである。ただし、交鈔の実
際の価値は大きく変動した。

観星台（元代の天文台）　郭守敬は中国各地に設けられた観星
台において、西アジアの天文学の技術を取り入れつつ、精密
な天体観測をおこなった。そのデータにもとづいてつくられ
た授

じゅ

時
じ

暦
れき

は、日本にも受容された（江
え

戸
ど

時代の貞
じょう

享
きょう

暦
れき

）。
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147　2．モンゴルの大帝国
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モンゴル帝国時代の
東西交流

Q▶  この時代の東西交流には、どのような新しさがあ
ったのだろうか。

　モンゴル帝国の成立によってユーラシア東西の統合が実現すると、ヒ

トやモノ、情報の移動・流通が活発化した❶ 。中央ユーラシアでは、仏

教徒のウイグル商人やムスリム商人が富
ふ

裕
ゆう

なモンゴル王族と手を組み、

奢
しゃ

侈
し

品などの盛んな取引をおこなって利益を分け合う仕組みも生まれ

た❷ 。

　当時十字軍をおこしていたヨーロッパ人 は、東方の巨大な帝国に関心

をいだいて、ローマ教皇はプ
Plano Carpini

ラノ = カルピニ を、フランス王ルイ 9 世 は

ル
Rubruck

ブルック ❸ を使節としてモンゴル高原に送った。クビライに仕えたと

されるイタリア商人マ
Marco Polo

ルコ =ポーロ の見
けん

聞
ぶん

をまとめた『世界の記述』（『東

方見
けん

聞
ぶん

録
ろく

』）は、ヨーロッパで大きな反響を呼んだ。また、13世紀末に教

皇の命で大都に派
は

遣
けん

された修道士モ
Monte Corvino

ンテ = コルヴィノ は、そこでカトリ

ックの布
ふ

教
きょう

にあたった。

　モンゴル帝国によるユーラシア東西の統合は、学術や技術、思想面の

交流も促進し、その成果は歴史記述から、地理学、地図作製、多言語か

らの翻訳、天文学、医薬、工芸、美術、攻
こう

城
じょう

兵器に至るまで広い分野に

およんだ。また、ラシード = アッディーン は各地の情報を収集して、モ

❶同時代のあるイタリア商人
は、「黒海北岸のクリミアか
ら中国までの道中は日夜を問
わずに安全である」と書いて
いる。

❷これらの商人たちは、モン
ゴル王族から交易の特権や国
際通貨としての銀・生

き

糸
いと

の出
資を受けて取引をおこない、
出資者と利益をわけあった。
こうした共同関係から、彼ら
はオルトク（仲間）商人と呼ば
れた。

→p.118

1182頃～1252 →p.129

1220頃～93頃

❸ルブルックから情報を得た
ロジャー = ベーコン（→p.135）
は、モンゴルの「世界制

せい

覇
は

」は
天文学など科学の活用に起因
すると考えた。

1254～1324

1247～1328

→p.113

ヴェネツィアから出発するマルコ = ポーロの一
いっ

行
こう

（右手中ほどの小舟に乗ろうとしている一行）　『世
界の記述』では日本についても述べられており、日
本は黄金や真珠に満ちた豊かな島ジパングとして、
ヨーロッパに知られることになった。

「混
こん

一
いつ

疆
きょう

理
り

歴
れき

代
だい

国
こく

都
と

之
の

図
ず

」　15世紀初めに朝鮮でつくられた世界地図。交
易活動がもたらしたモンゴル時代の地理的知見をふまえており、ヨーロ
ッパ人による「発見」に先だって、アフリカ大陸（左端）南端の喜

き

望
ぼう

峰
ほう

（→p.158）を描いている点などが注目される。図はのちの時代の模写。

「混一疆理歴代
国都之図」
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42 第 2章　中央ユーラシアと東アジア世界

5

10

15

を進めたが、こうした集権的な政策は、匈
きょう

奴
ど

との戦いなどあいつぐ外征

による社会不安や財政難への対応でもあった。しかし、徳や礼を重んじ

る儒
じゅ

学
がく

がしだいに盛んになると、行き過ぎた集権的な政策を改めて、実

情の異なる各地域に配慮した政治を求める動きが高まった。これを受け

て、前 1 世紀末には、外
がい

戚
せき

（皇
こう

后
ごう

の親族）の王
おう

莽
もう

が儒学の理想にもとづく

新たな体制❶を築いた。

　王莽は、漢の皇帝から帝位を奪って新
しん

をおこしたが、さらに踏みこん

だ改革を進めたため、反発をまねいて支持を失った。匈奴との抗争や赤
せき

眉
び

の乱などの反乱によって新は滅亡し、豪
ごう

族
ぞく

を率いた漢の一族の 劉
りゅう

秀
しゅう

が、

皇帝（光
こう

武
ぶ

帝
てい

）となって漢を復興した（後
ご

漢
かん

）。光武帝は洛
らく

陽
よう

に都をおき、

前漢末の体制を継承した。しかしその後、皇帝側近の外戚・宦
かん

官
がん

❷が対

立を繰り返すようになり、 2 世紀後半には、こうした状況を批判した官

僚・学者が宦官によって大弾圧され（党
とう

錮
こ

の禁
きん

）、中央政府への信頼は失

われた。さらに 2 世紀末、宗教結
けっ

社
しゃ

の太
たい

平
へい

道
どう

が黄
こう

巾
きん

の乱をおこすと、各

地に軍事政権が割
かっ

拠
きょ

して、220年に後漢は滅んだ。

前45～後23

❶儒学が理想とする周
しゅう

の封
ほう

建
けん

制
せい

をまねて、天に仕える皇帝
が徳によって多様な地域を統
合するというもの。また、王
莽が整えた天をまつる儀式な
どは、その後の歴代の王朝に
受け継がれた。

8～23

18～27 前6～後57

在位25～57 25～220

❷後
こう

宮
きゅう

に仕える去
きょ

勢
せい

された男
性の呼称。

166、169

184

　そもそも秦
しん

・楚
そ

・燕
えん

・斉
せい

では、土地の肥
ひ

沃
よく

さや硬さが異なります。農具の大き
さや形状も地域ごとに違い、それぞれ適したものがあるのです。ところが国家が
鉄器の製造を一手に握り、規格を統一してしまったので、鉄製農具は使いにくく
なり、農民も不便を強いられることになりました。おかげで農民は耕作に疲れ、
土地は荒れ放題となって、みな困窮しております。 （著者訳）

『塩鉄論』禁耕
秦・前漢時代のアジア

パルティア
（前1世紀）

大月氏

黄

咸陽
羌

鮮卑

烏桓
高句麗

サータヴァーハナ朝

アラル海

カ

ス

ピ
海

シル川

アム
川

イ
リ
川

ソグディアナ

カシミール

パ
ミ
ール

タリム川

貴山城

カーブル

バクトラ（バルフ）

疏勒
そろく

敦煌

長安
金城（蘭州） 漢中

蜀 巴
は

張掖
ちょうえき

洛陽

函谷関

長沙

南海

交趾
こうし

日南

珠崖
しゅがい

垓下
がいか

長江

河 済
水

楽浪

甘粛 オルドス
朔方
さくほう

パータリプトラ
マガダ

ガンジス川

パンジャーブ

エクバタナ

ペ
ル
シ
ア
湾

てん

てい

きょう

うがん

せんぴ

秦の領域
武帝以前の漢の直接支配領域
匈奴の最大領土
前漢の領域（武帝時代）
万里の長城
張騫の経路

びんえつ

クテシフォン

うてん
于闐

大宛（フェルガナ）
だいえん

烏孫
う  そん

烏塁城
うるいじょう

酒泉
しゅせん

とんこう

かんこくかん

ちょうさ

黄海

氐

滇

き  じ
亀

南シナ海

タリム盆地

閩越
インダ

ス川
秦

前漢

南越南越

衛氏朝鮮衛氏朝鮮

1000km0

白登山

Q▶これは、武帝の死後に
役人と学者が塩・鉄の専

せん
売
ばい

の是
ぜ
非
ひ
を議論した記録であ

る。この一節から、鉄の専
売はどのような意味をもっ
ていたと考えられるだろう
か。
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詳
説
世
界
史

３．探究活動に取り組みやすい大きな図版・豊富な史資料
詳説世界史

歴史的事象の背景や因果関係を
わかりやすく説明し、世界と日
本のつながりも配慮しています。

本文の理解を深めたり、と
くに重要な史料を掲載して
います。また、読み解きの
ポイントを「問い」で示しま
した。

二次元コードを掲載し、図版の全体図や部分拡大、別部分（「清明上河図」〈教科書140頁〉、サン＝ヴィ
ターレ聖堂のモザイク〈教科書123頁〉など）、追加の文字資料などを利用できるようにしました。

世界と日本のつながり

史料で深める探究活動

デジタルの活用

図版・史資料の充実
判型を大きくし、図版や史料を豊富に掲載しました（写真・地図約600点、図表・文字資料
約100点）。

遷移画面例

1 2
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詳
説
世
界
史

関
連
教
材

準拠教材 ご採用特典準拠教材 ご採用特典

トータルサポート
詳説世界史

世界史探究『詳説世界史』関連教材です。
授業準備からテスト・評価まで、豊富な教材で世界史探究を
トータルサポートいたします。

先
生
用
教
材
コ
ン
テ
ン
ツ

生
徒
用
教
材
コ
ン
テ
ン
ツ

定番の補助教材テスト・評価

教師用指導書 授業実践編 付属データ集 ➡p.28

準拠テスト例

準拠テスト例対応
ルーブリック

DVD

Webの社会科準備室
山川＆二宮ICT
ライブラリ

約13,000点の地歴コンテンツを配信

・小テスト作成用 Excel は、
簡単な操作で10問程度の小テ
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371．中央ユーラシア――草原とオアシスの世界
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中央ユーラシア――草原とオアシスの世界
Q▶  中央ユーラシアの人々の動向は、世界の歴史にどのような影響を与えたの
だろうか。

中央ユーラシアの風土 Q▶  中央ユーラシアの風土に適応して、人々はどの
ような生活を営むようになったのだろうか。

　ユーラシア大陸の中央部は、パミールの東西にのびる大山脈が高温多

湿のアジアの季節風（モンスーン）をさえぎるために乾燥し、寒暖の差が

大きい大陸性気候を特徴とする。ここには東のモンゴル高原から西の黒

海北岸にかけて広大な草原が連なり、その南にはいくつもの砂漠が広が

っている。そして、砂漠のあいだには高山地帯の雪
ゆき

解
ど

け水
みず

を水源とする

中央アジア❶のオアシスが点在する。この広大な空間を中央ユーラシ

ア❷と呼ぶ。ここでは、きびしい環境に適応した草原の遊
ゆう

牧
ぼく

民
みん

や、オア

シスの定住民が活躍し、彼らは周辺の諸勢力と様々な関係を結びながら

世界史の展開に大きな役割を果たした。

❶ユーラシア大陸中央部の地
域名称。その範囲は一定では
ないが、パミールの東西に広
がる砂漠・オアシス地域と北
部の草原地域を中心とする。
現在では、カザフスタン、ウ
ズベキスタン、トルクメニス
タン、タジキスタン、キルギ
ス、中国の新

しん

疆
きょう

ウイグル自治
区などの地域にあたる。

❷内陸アジアという名称も長
く用いられてきた。

匈
きょう

奴
ど

の国家と秦
しん

・漢
かん

が現れた紀元前３世紀以降、ユーラシアの東側には、遊牧と農耕の
２つの世界が並び立った。７世紀、可

カ

汗
ガン

と皇帝を兼ねた唐の君主がこれらを統合した。

中央ユーラシアと東アジア世界

Q▶  ２つの世界はそれぞれどのような特徴をもつ社会を形成し、またどのような関係にあったのだろうか。

第2章

中央ユーラシアの
地勢と遊牧諸勢力
の移動
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・�中央ユーラシアと東アジアの歴史的特質を理解する。従来東アジア、とくに中国の王朝交替を中心とした
国家形成の理解にとどまらず、中央ユーラシアの歴史との関わりに着目して相互の社会、宗教、文化など
の特徴に気づくことができる。
・�秦・漢と匈奴や鮮卑といった遊牧国家、唐とウイグルや吐蕃、日本や朝鮮といった、中国王朝とその近隣
諸国家との関係について課題を設定し、考察、表現することができる。

 第 2 章の目標

（1）�中央ユーラシアの風土…中央ユーラシアの地勢を概観し、そ
の特質とどのような人々が環境に適応していったのかを理解
させて、（2）・（3）および（4）の学習につなげる。

（2）�遊牧民の社会と国家…遊牧民の基本的な生活様式、騎馬遊牧
民の軍事的特色や国家形成の過程を理解させる。

（3）�スキタイと匈奴…（2）の具体例として、スキタイ文化の特色、
遊牧国家匈奴の動向、および遊牧民の活動の活発化が中央

授業の進め方と指導上の留意点第 1節

中央ユーラシアの地勢と遊牧諸勢力の移
動　タリム盆地を中央に、東はゴビ砂漠から中国
東北地方、西はカスピ海から黒海沿岸、北はシベ
リア平原、南はヒマラヤ山脈に囲まれた中央ユー
ラシアの地勢を大まかに把握させる。また、同地
でもっとも強勢を誇った匈奴、月氏を駆逐してイ
リ地方に移った烏孫、月氏が匈奴・烏孫の圧力で
ソグディアナに移って大月氏となり、インドのク
シャーン人がその流れを汲むといった各民族の移
動の過程を、鮮卑・フン人とともに概観させたい。

1 節 Ｑ 解答例 　中央ユーラシアの騎馬
遊牧民はその軍事力で、オアシス民は交易
の担い手として、ヨーロッパ・西アジア・
南アジアの諸地域と中国を中心とする東ア
ジアを結びつけ、各地域の歴史的展開に大
きな影響を与えた。

解答例 　広大な草原地帯に暮らす遊牧民は遊
牧と狩猟生活を基盤とし、オアシスの定住民は雪
解け水を利用した灌漑農業と交易に従事した。

発問例 　中央ユーラシアの風土にはどのよう
な特徴があるだろうか。
解答例 　パミールに連なる大山脈が季節風（モ
ンスーン）を遮ることで生じる、乾燥し、寒暖の
差が大きい大陸性気候が特徴。北方には東西にわ
たって広大な草原が連なっている。南方にはいく
つかの砂漠が広がり、そこには高山地帯の雪解け
水などを水源とするオアシスも点在している。

ユーラシアの東西に引き起こした変動を理解させる。
（4）�オアシス民の社会と経済…中央アジアのオアシス民の生活と

オアシス都市の特色、中国と抗争を繰り広げた遊牧国家との
互恵的関係について理解させる。

〔留意点〕騎馬遊牧民の活動や遊牧国家に関しては、単に（2）で
扱う戦闘能力の優位性や（3）で扱うその影響などのみを強調す
ることなく、（4）で扱う互恵的関係といった広範な東西ユーラシ
アの農耕民との関係性に留意して指導すること。

❶ � p.38の「遊牧民の生活風景」の図版を
示し、ゲルや羊について触れながら中央
ユーラシアの広大な草原における遊牧民
の生活への関心を高める。

❷ � p.40の「カナートの構造図」と「オア
シスの景観」の図版で水利構造を説明し、
オアシス国家への興味を高める。

導 入

板書例データ

第2章 中央ユーラシアと東アジア世界
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を進めたが、こうした集権的な政策は、匈
きょう

奴
ど

との戦いなどあいつぐ外征

による社会不安や財政難への対応でもあった。しかし、徳や礼を重んじ

る儒
じゅ

学
がく

がしだいに盛んになると、行き過ぎた集権的な政策を改めて、実

情の異なる各地域に配慮した政治を求める動きが高まった。これを受け

て、前 1 世紀末には、外
がい

戚
せき

（皇
こう

后
ごう

の親族）の王
おう

莽
もう

が儒学の理想にもとづく

新たな体制❶を築いた。

　王莽は、漢の皇帝から帝位を奪って新
しん

をおこしたが、さらに踏みこん

だ改革を進めたため、反発をまねいて支持を失った。匈奴との抗争や赤
せき

眉
び

の乱などの反乱によって新は滅亡し、豪
ごう

族
ぞく

を率いた漢の一族の 劉
りゅう

秀
しゅう

が、

皇帝（光
こう

武
ぶ

帝
てい

）となって漢を復興した（後
ご

漢
かん

）。光武帝は洛
らく

陽
よう

に都をおき、

前漢末の体制を継承した。しかしその後、皇帝側近の外戚・宦
かん

官
がん

❷が対

立を繰り返すようになり、 2 世紀後半には、こうした状況を批判した官

僚・学者が宦官によって大弾圧され（党
とう

錮
こ

の禁
きん

）、中央政府への信頼は失

われた。さらに 2 世紀末、宗教結
けっ

社
しゃ

の太
たい

平
へい

道
どう

が黄
こう

巾
きん

の乱をおこすと、各

地に軍事政権が割
かっ

拠
きょ

して、220年に後漢は滅んだ。

前45～後23

❶儒学が理想とする周
しゅう

の封
ほう

建
けん

制
せい

をまねて、天に仕える皇帝
が徳によって多様な地域を統
合するというもの。また、王
莽が整えた天をまつる儀式な
どは、その後の歴代の王朝に
受け継がれた。

8～23

18～27 前6～後57

在位25～57 25～220

❷後
こう

宮
きゅう

に仕える去
きょ

勢
せい

された男
性の呼称。

166、169

184

　そもそも秦
しん

・楚
そ

・燕
えん

・斉
せい

では、土地の肥
ひ

沃
よく

さや硬さが異なります。農具の大き
さや形状も地域ごとに違い、それぞれ適したものがあるのです。ところが国家が
鉄器の製造を一手に握り、規格を統一してしまったので、鉄製農具は使いにくく
なり、農民も不便を強いられることになりました。おかげで農民は耕作に疲れ、
土地は荒れ放題となって、みな困窮しております。 （著者訳）
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Q▶これは、武帝の死後に
役人と学者が塩・鉄の専

せん
売
ばい

の是
ぜ
非
ひ
を議論した記録であ

る。この一節から、鉄の専
売はどのような意味をもっ
ていたと考えられるだろう
か。
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漢代の社会と文化 Q▶  統一国家の出現は、社会や文化にどのような影響を
与えたのだろうか。

　戦国時代以降、小家族による戸
こ

が社会の基本単位となり、華
か

北
ほく

を中心

に鉄製農具や牛
ぎゅう

耕
こう

も広まった。しかし、自然災害や労
ろう

役
えき

の負担などで

人々は困
こん

窮
きゅう

し、土地を買い集めた豪族の奴
ど

隷
れい

や小
こ

作
さく

人
にん

となるものも多か

った❸ 。豪族の大土地所有を制限しようとする動きもあったが効果はあ

がらず、後漢時代には豪族が儒学を学んで官僚となり、国政に進出する

ようになった。

　漢代の初めは、秦で尊ばれた法
ほう

家
か

にかわり、ゆるやかな体制に適合す

る黄
こう

老
ろう

の政治思想 が重んじられた。武帝の時代には、董
とう

仲
ちゅう

舒
じょ

 の活躍など

で儒学の影響力が高まり、前漢末までに国家の学問としての地位を確立

し、経
けい

典
てん

も整理された❹ 。後漢時代には郷
きょう

挙
きょ

里
り

選
せん

において儒学が重視さ

れたので、儒学の研究・教育が盛んになり、経典の字句の解釈をおこな

う訓
くん

詁
こ

学
がく

が鄭
じょう

玄
げん

 らによって発展した。漢代には儒学のほかにも統一国家

を支える思想や技術が現れ、伝説の時代から武帝の治世までの歴史を紀
き

伝
でん

体
たい

❺ で記した司
し

馬
ば

遷
せん

 の『史
し

記
き

』が中国の歴史書の基本的なかたちをつく

ったほか、官吏の業務に必要な数学や公的な暦をつくる天文学の研究も

進み、さらに記録用の素材として紙が改良された。文学では、華北の古

い詩歌を集めた『詩
し

経
きょう

』が儒学の経典の 1 つとして重視されたほか、長江

流域の戦国時代以来の詩歌が『楚
そ

辞
じ

』にまとめられた。

　前漢末に儒学にもとづいた体制が定まると、以後これが中国の理想的

な国家像となった。今日でも用いられる「漢族」❻ 「漢語」「漢字」といった

表現は、漢王朝の歴史的な影響力を物語っている。中国外部の世界との

交流も盛んになり、中央アジアに派
は

遣
けん

された前漢の張
ちょう

騫
けん

 ・後漢の班
はん

超
ちょう

 ら

によって西方の事情が伝えられたほか、インドから仏教 も伝来した。ま

❸鉄製農具や牛耕の導入は費
用がかかるため、一般的な小
家族には導入しづらかったこ
とも、この背景にあった。

→p.34 前176頃～前104頃

❹当時重んじられた『易
えき

経
きょう

』
『書経』『詩経』『礼

らい

記
き

』『春秋』を
総称して「五

ご

経
きょう

」という。
127～200

❺王・皇帝など支配者の年代
記（本

ほん

紀
ぎ

）と臣下の伝記（列
れつ

伝
でん

）
を組み合わせて、歴史を叙述
する形式のこと。後漢時代に
班
はん

固
こ

（32～92）が編
へん

纂
さん

した『漢
かん

書
じょ

』によって定着した。一方、
年代順に記録するものは編

へん

年
ねん

体
たい

という。

前145頃～前86頃

❻現在の中国の人口の大多数
を占める民族。黄

こう

河
が

流域を中
心とした諸集団の長期にわた
る交流と融

ゆう

合
ごう

によって形成さ
れた。→p.41 32～102

→p.54

石経　後漢末期に洛陽の学校
に立てられた、儒学の経典を
刻
きざ

んだ石碑の一部。これによ
って、経典の字句の統一がは
かられた。写真は『春

しゅん

秋
じゅう

』の一
部で、囲みの部分には、宋を
盟
めい

主
しゅ

にして斉と楚（→p.33）が
会合を開いたことが刻まれて
いる。

牛耕　後漢時代につくられた墓室に刻まれた牛耕の様子（拓本）。
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『塩鉄論』禁耕　武帝の子・昭帝の時代、朝廷において専売制の是非を問う「塩
鉄会議」が開かれ、酒の専売が廃止された。『塩鉄論』はこの会議での官僚と

学者のやりとりを描いた書物で、昭帝に続く宣帝の時代に桓寛によって編まれた。こ
の一節は学者の発言である。
専売制は武帝の外征がまねいた財政窮乏を立て直すための経済政策として説明され
ることが多いが、実は南越・朝鮮の征服や河西への進出に先立って施行されたもので、
むしろ王国を経済的・軍事的に抑えこむ側面が強い。とくに鉄については、製鉄技術
の向上にともなって武器材料としての重要性が高まっていたため、その生産・流通を
国家が管理し、敵対勢力の手に渡ることを防ぐことには意義があった。一方で、地域
の実情を考慮せず画一的につくられた鉄製農具は、当時の人々の目に強引な統一政策
の象徴と映ることもあった。

秦・前漢時代のアジア　この地図では、
秦と比較して漢が西側に支配領域を拡大していっ
た理由を考えさせたい。パルティアの西方には大
国ローマがあり、漢は中央ユーラシアの交易ルー
トに沿って領土を広げた。張騫の報告により西域
の事情が判明すると、武帝は河西回廊と呼ばれた
オアシス地帯に武威（この都市は地図にはない）・
張掖・酒泉・教煌の4郡を設置し、拠点とした。
武帝が平定した南越や朝鮮半島の楽浪、後漢時代
に「大秦王安敦」の使節が到達した日南の位置な
ども確認できる。また遊牧国家の領域を図示する
ことは難しいが、新たに匈奴の最大領域を示して
ある。

武帝の外征　武帝の積極的な対外政策の
背景には、匈奴や南越との対抗関係だけでなく、
皇帝と王との対立、困窮した農民の増加といった
国内の諸課題があった。武帝は匈奴との戦争を口
実に王の権限を奪って集権化を進めつつ、匈奴を
撃退して獲得したオルドスに貧困者を開拓民とし
て送りこんだ。そのようにして高まった国力と精
強化した軍隊を利用して、南越や朝鮮を征服し、
東方・南方の安定化をはかったのである。

王莾が築いた新たな体制　p.62「留意
点：漢における儒教や王莾の扱い、評価など」参
照。

黄巾の乱はなぜ後漢を滅亡させたか　こ
の反乱は、特定の宗教の信徒集団が新政権を樹立
するという明確な意図をもって蜂起した、中国史
上最初のものである。張角が創始した太平道は、
病気治癒を柱とする道教系の教団で、「方」と呼
ばれる36の軍事集団に組織化されていた。王朝
側は台頭してきた当初から弾圧を試みたが、それ
は逆に信徒たちの結束を高め、呼応する農民反乱
や豪族の蜂起が続発する結果となった。政権は宦
官の専横排除を理由に地方豪族の軍事集団を洛陽
に招き入れたため、彼らが政治の主導権を奪い合
う混乱のなかで、後漢は滅亡した。

物価調整策　均輸・平準の政策が打ち出
されるまで、中央官府は地方から納められた銭に
よって、長安で物資を買いつけていた。当然、長
安一帯では物資が欠乏し、物価もひどく高かった。
物資の調達価格が高ければ、国家の支出は多くな
る。そこで、国家が地方から集める品目を銭以外
の物資にまで拡大し、物価を一定水準に保ったの
が平準である。同時に、物流を効率化して無駄な
輸送コストを削るため、全国各地に担当官を配置
し、管轄範囲内の郡県から集めた物資を長安に一
括して送らせるとともに、各地域で物資が不足し
た場合には、中央からだけでなく地域間でも融通
しあえるようにした。これが均輸である。大幅な
コストカットは財政改善に寄与したが、民間の遠
隔地交易と競合したので、人々からは不満の声も
上がった。

史料Ｑ解答例 　地域の実情を考慮せず画一的につくられた鉄製農具のように、国家
による集権的な政策であった。
〈補足〉塩・鉄の専売は南越国・衛氏朝鮮の征服や河西への進出に先立って施行され
たもので、財政再建策というよりも、諸王国の統治に干渉して国内の経済的統合をは
かる政策としての性格が強かった。またそれと同時に、武器材料に転化しうる鉄の生
産・流通を国家の管理下におくという意味で、軍事面における諸王国への「干渉」で
もあった。
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詳
説
世
界
史

関
連
教
材

『詳説世界史』を使った授業実践にご活用いただける材料を盛り込みました。

教師用指導書 授業実践編
詳説世界史

世探704準拠

❶章の目標　章ごとに、学習の柱となる目標を示しました。
❷�授業の進め方と指導上の留意点　授業展開の一例を節ごとに示し、その際の留意点も付しました。
❸�板書例　付属データ集DVD-ROMに収録しています。二次元コードからのダウンロードも可能です。
❹導入　授業導入時の展開の仕方などについて解説しています。
❺�「問い」の解答例　教科書本文中の節・小見出しの問いの解答例を示しています。また適宜、授業展
開の中で活用できる発問例とその解答例をプラスで示しています。
❻解説　教科書本文中の地図・図版に解説を付し、重要用語についても適宜解説しています。
❼教科書紙面画像　教科書本文の縮小画像を挿入しています。
❽�史料解説　教科書本文中の史料について、出典や詳細などを解説しています。また、史料に付いて
いる「問い」に対する解答も付しました。
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の称号である「皇帝」を名乗って（始
し

皇
こう

帝
てい

）、度
ど

量
りょう

衡
こう

・文字の統一

や思想の統制❷をおこなった。また、北方では戦国時代以来の

長
ちょう

城
じょう

を修築して匈
きょう

奴
ど

と戦い、南方では華
か

南
なん

に進出した。

　しかし、あいつぐ軍事行動や土木工事の負担に人々は苦しみ、

始皇帝が死去すると東方各地で反乱がおこって❸、秦は滅亡した。その

後の混乱のなかで、楚
そ

の名門出身の項
こう

羽
う

を破った農民出身の劉
りゅう

邦
ほう

が、諸

勢力から皇帝に推戴され（高
こう

祖
そ

）、漢
かん

王朝を開いた（前
ぜん

漢
かん

）。

漢代の政治 Q▶  漢の支配体制は、どのように変化していったのだろうか。

　漢は秦の制度の多くを引き継いだ。高祖は秦の都咸
かん

陽
よう

の近くに新都長
ちょう

安
あん

（現在の西
せい

安
あん

）を建設し、統一以前の秦の領域を郡県制によって直接支

配する一方、功
こう

臣
しん

や一族を王に任じて、かつての東方諸国の領域の支配

をゆだねた❹。対外的には、冒
ぼく

頓
とつ

単
ぜん

于
う

のもとで強大化した匈奴に敗れ、

こののち漢は匈奴に屈服して和平をはかった。

　高祖の死後、皇帝と諸王の対立が深まり、やがて軍事衝突に発展した

（呉
ご

楚
そ

七
しち

国
こく

の乱）。これに勝利した皇帝は、諸王国の統治に干渉するよう

になった。前 2 世紀後半に即位した武
ぶ

帝
てい

は、匈奴を撃退するとともに、

諸王の実権を奪い、南
なん

越
えつ

国❺や衛
えい

氏
し

朝鮮❻を滅ぼして、漢の支配下に入

れた。また、張
ちょう

騫
けん

を大
だい

月
げっ

氏
し

に派
は

遣
けん

したことをきっかけに、中央アジアの

交通路をおさえて、タリム盆地 一帯にまで勢力をのばした。

　武帝は、地方長官の推
すい

薦
せん

で官
かん

吏
り

を選任する人事制度（郷
きょう

挙
きょ

里
り

選
せん

）をとり、

諸王国にも中央から官吏を派遣し、さらに監察官を送って全国を監視し

た。経済面でも、塩・鉄の専
せん

売
ばい

や物価調整策❼などによって国内の統合

在位前221～前210

❷実用書以外の書物を焼却し
（焚

ふん

書
しょ

）、多くの学者を穴埋め
にした（坑

こう

儒
じゅ

）とされる。

→p.39

❸最初に陳
ちん

勝
しょう

・呉
ご

広
こう

による農
民反乱がおこった。陳勝の「王

おう

侯
こう

将
しょう

相
しょう

いずくんぞ種
しゅ

（家
いえ

柄
がら

）あ
らんや」という言葉は、戦国
時代以来の実力主義の世

せ

情
じょう

を
表している。

→p.33 前232～前202 前247～前195

在位前202～前195 前202～後８

❹漢の初期の支配体制を、郡
県制と封

ほう

建
けん

制
せい

（→p.32）を併用
したという意味で、「郡

ぐん

国
こく

制
せい

」
と呼ぶこともある。

→p.39

前154

在位前141～前87

❺秦末の混乱期に独立した国
家で、広

カン

東
トン

・広
こう

西
せい

・ベトナム
北部を中心に、その周辺にま
で勢力をおよぼした。

❻前 2 世紀に衛氏が朝鮮西北
部に建てた国家。武帝はこれ
を征服して楽

らく

浪
ろう

などの郡をお
いた。

？～前114 →p.39

→p.39

❼各地の特産品を国家がほか
の地方へ輸送して物価を均一
にする政策（均

きん

輸
ゆ

）と、貯蔵し
た産物の価格が上がると売り
出し、下がると買い入れて、
物価の水準を保つ政策（平

へい

準
じゅん

）
があった。

ス都市は連合して大きな国家をつくることは

なく、周辺の大国の支配下に入ることが多か

った。オアシス都市の資源や東西交
こう

易
えき

の利益

は、北方の草原地帯の遊
ゆう

牧
ぼく

国家にとっても重

要であり、たとえば、匈
きょう

奴
ど

はオアシス都市の

支配をめぐり漢と争奪戦を繰り広げた。

　中央アジアのオアシス民は、しばしば遊牧国家による略
りゃく

奪
だつ

や支配を受

けたが、両者の関係はつねに敵対的であったわけではなかった。オアシ

ス民の生み出す穀物や織物は、遊牧民のもたらす畜
ちく

産
さん

物
ぶつ

と日常的に交換

されたほか、遊牧国家が保障した隊商路の安全は双
そう

方
ほう

に経済的な利益を

もたらした。このように遊牧民とオアシス民との関係は、緊張をはらみ

つつも互
ご

恵
けい

的であり、それは中央ユーラシアにとどまらず、東アジアの

歴史の展開にも重要な役割を果たした。

2
秦・漢帝国

Q▶  秦・漢の時代に、地域間の結びつきはどのように変化したのだろうか。

「皇帝」の出現 Q▶  新たに現れた「皇帝」は、それまでの「王」とどのように
異なるのだろうか。

　前 4 世紀、「戦国の七
しち

雄
ゆう

」の一国であった西方の秦
しん

が、新しい政治制度

や技術を取り入れて強大化した。東方の諸国は他国と同盟を結んで自国

の防衛をはかったが❶、前221年、秦王の政
せい

に征服された。彼は国内を

郡・県にわけて官僚を派
は

遣
けん

する郡
ぐん

県
けん

制
せい

を征服地にも導入し、新たな君主

→p.33 前８世紀頃～前206

❶諸国が共同で秦に対抗する
蘇
そ

秦
しん

の合
がっ

従
しょう

策
さく

や、個別に秦と
同盟する張

ちょう

儀
ぎ

の連
れん

衡
こう

策
さく

がとら
れた（→p.34）。

オアシスの景観　現在の中国・新
しん

疆
きょう

ウイグル自治区に位置するトゥルファン。

中央アジアを通る「オアシス
の道」

カナート（カレーズ）の構造図　高温・乾燥のき
びしいところでは、水の蒸発を防ぐため図のよ
うな人工の地下水路（カナート）を利用した。竪

たて

坑
こう

を延々と掘り抜き、長さが数10kmにおよぶ
例もみられる。上は断面図、下は平面図。
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412．秦・漢帝国
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の称号である「皇帝」を名乗って（始
し

皇
こう

帝
てい

）、度
ど

量
りょう

衡
こう

・文字の統一

や思想の統制❷をおこなった。また、北方では戦国時代以来の

長
ちょう

城
じょう

を修築して匈
きょう

奴
ど

と戦い、南方では華
か

南
なん

に進出した。

　しかし、あいつぐ軍事行動や土木工事の負担に人々は苦しみ、

始皇帝が死去すると東方各地で反乱がおこって❸、秦は滅亡した。その

後の混乱のなかで、楚
そ

の名門出身の項
こう

羽
う

を破った農民出身の劉
りゅう

邦
ほう

が、諸

勢力から皇帝に推戴され（高
こう

祖
そ

）、漢
かん

王朝を開いた（前
ぜん

漢
かん

）。

漢代の政治 Q▶  漢の支配体制は、どのように変化していったのだろうか。

　漢は秦の制度の多くを引き継いだ。高祖は秦の都咸
かん

陽
よう

の近くに新都長
ちょう

安
あん

（現在の西
せい

安
あん

）を建設し、統一以前の秦の領域を郡県制によって直接支

配する一方、功
こう

臣
しん

や一族を王に任じて、かつての東方諸国の領域の支配

をゆだねた❹。対外的には、冒
ぼく

頓
とつ

単
ぜん

于
う

のもとで強大化した匈奴に敗れ、

こののち漢は匈奴に屈服して和平をはかった。

　高祖の死後、皇帝と諸王の対立が深まり、やがて軍事衝突に発展した

（呉
ご

楚
そ

七
しち

国
こく

の乱）。これに勝利した皇帝は、諸王国の統治に干渉するよう

になった。前 2 世紀後半に即位した武
ぶ

帝
てい

は、匈奴を撃退するとともに、

諸王の実権を奪い、南
なん

越
えつ

国❺や衛
えい

氏
し

朝鮮❻を滅ぼして、漢の支配下に入

れた。また、張
ちょう

騫
けん

を大
だい

月
げっ

氏
し

に派
は

遣
けん

したことをきっかけに、中央アジアの

交通路をおさえて、タリム盆地 一帯にまで勢力をのばした。

　武帝は、地方長官の推
すい

薦
せん

で官
かん

吏
り

を選任する人事制度（郷
きょう

挙
きょ

里
り

選
せん

）をとり、

諸王国にも中央から官吏を派遣し、さらに監察官を送って全国を監視し

た。経済面でも、塩・鉄の専
せん

売
ばい

や物価調整策❼などによって国内の統合

在位前221～前210

❷実用書以外の書物を焼却し
（焚

ふん

書
しょ

）、多くの学者を穴埋め
にした（坑

こう

儒
じゅ

）とされる。

→p.39

❸最初に陳
ちん

勝
しょう

・呉
ご

広
こう

による農
民反乱がおこった。陳勝の「王

おう

侯
こう

将
しょう

相
しょう

いずくんぞ種
しゅ

（家
いえ

柄
がら

）あ
らんや」という言葉は、戦国
時代以来の実力主義の世

せ

情
じょう

を
表している。

→p.33 前232～前202 前247～前195

在位前202～前195 前202～後８

❹漢の初期の支配体制を、郡
県制と封

ほう

建
けん

制
せい

（→p.32）を併用
したという意味で、「郡

ぐん

国
こく

制
せい

」
と呼ぶこともある。

→p.39

前154

在位前141～前87

❺秦末の混乱期に独立した国
家で、広

カン

東
トン

・広
こう

西
せい

・ベトナム
北部を中心に、その周辺にま
で勢力をおよぼした。

❻前 2 世紀に衛氏が朝鮮西北
部に建てた国家。武帝はこれ
を征服して楽

らく

浪
ろう

などの郡をお
いた。

？～前114 →p.39

→p.39

❼各地の特産品を国家がほか
の地方へ輸送して物価を均一
にする政策（均

きん

輸
ゆ

）と、貯蔵し
た産物の価格が上がると売り
出し、下がると買い入れて、
物価の水準を保つ政策（平

へい

準
じゅん

）
があった。

秦・漢の青
せい

銅
どう

貨
か

幣
へい

秦の半
はん

両
りょう

銭
せん

（左）と漢の武帝の時代に発
行された五

ご

銖
しゅ

銭
せん

（右）。円
えん

形
けい

・
方
ほう

孔
こう

の銅銭は、始皇帝の征服
活動によって東方に広まり、
漢に受け継がれて東アジアの
貨幣の基本形となった。

始皇帝陵
りょう

の兵
へい

馬
ば

俑
よう

兵
士と軍馬をかたどった
俑（陶

とう

製
せい

の像）。約8000

体すべての造形が異な
る。始皇帝の強大な権
力と、それを守る難し
さを伝えている。

兵馬俑
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秦・漢の青銅貨幣　秦の半両銭は7.5gの円形方孔銭で、
キャプションにあるように、その後の東アジア鋳造貨幣の基本形
となった。なお、従来は秦の始皇帝が貨幣を統一したと多くの教
科書で説明されていたが、こうした統一政策の実態については通
説が修正されつつある。前221年におこなわれた車軌・度量衡
の統一とは、秦が以前から使用していた規格を全国的に通用する
制度として再確認したもので、新規格がつくられたわけではな
かった。しかも、貨幣についてはそうした再確認すらおこなわれ
た形跡がなく、始皇帝自身が貨幣制度に手を加えたとの記録もな
い。このことから、始皇帝が貨幣統一をおこなったという従来の
説明は、今日では妥当でないと考えられている。そもそも、車軌
や度量衡にしても、あるいは文字にしても、その「統一」の直接
の影響を受ける範囲は、行政や徴税などに従事する官吏に限られ
る。このことから、始皇帝の統一政策の狙いはあくまでも行政シ
ステムの画一化にあり、商取引など民衆の生活に関する分野のこ
とは意識されていなかったとする見解もある。

始皇帝陵の兵馬俑　1974年 3月、陝西省西安郊外にある
西楊村の農夫が井戸を掘っている時に地下4～5mの所で発見した。
翌年からの本格的発掘で秦の始皇帝の陪葬墓の一つであることが判明
し、1号兵馬俑坑と呼ばれた。東西230m、南北62m、高さ5m余
りで、現在は保護のため全体をドームで覆っている。ついで2号・
3号が発見され、3カ所から車兵・騎兵・歩兵1400体以上、馬・戦
車など多くの出土品を数えた。これらの兵士は、1.8m前後で等身よ
りやや大きいが、一体一体の表情が異なり、極めて写実的である点が
人々を驚かせた。2009～12年の最新調査で発掘された多数の俑に
は、掲載した二次元コードで見ることのできる図版のように、紀元前
3世紀の塗料が色あせずに残っていることが判明した。肌はピンク
色が多いが、黄褐色のものもあり、目の色だけでも黒・灰褐色・赤な
どさまざまなものがある。以前に発掘された兵馬俑のなかにも多少色
が残っているものもあったが、顔料が酸化して色がほとんど失われて
しまっていた。しかし、今後は中国とドイツの専門家チームが開発し
た退色を防ぐ薬剤により鮮やかな色彩を保てるといわれている。二次
元コードの兵士像からは、それぞれの人物の顔や衣装が位階などに
よって異なっていることに気づかせたい。また3枚目の銅車馬は実
物の2分の1で製造された「安車」と呼ばれているもので、巡幸の
際には副官クラスが乗った馬車を再現したものである。

解答例 　漢の初期の支配では無為を尊ぶ黄老
の政治思想が重視され、「郡国制」と呼ばれるシ
ステムがとられたが、漢の諸王国への干渉がしだ
いに進み、武帝の時に実質的に郡県制へと移行し
た。儒学がしだいに盛んになると、行き過ぎた集
権的な政策は改められ、天に仕える皇帝が徳に
よって多様な地域を統合する体制が王莾によって
築かれた。

「郡国制」の捉え方　近年の研究によると、項羽を倒し
た漢王劉邦は、みずからを皇帝に推戴したほかの王（漢代の呼称
では「諸侯王」）たちとの「共天下」（天下の共同統治）を標榜し
た。各王国は独自の年号や財政・官僚組織をもつ、事実上の独立
国だった。この点を重視し、「郡国制」を漢の国内制度ではなく、
漢を盟主とする諸王国が形成した国際体制とみなす見解もある。

呉楚七国の乱ののち、漢は王国の内政への干渉を
強めたが、共天下の建前は武帝初期まで維持され
た。王が名実ともに漢の国内諸侯になったのは、
匈奴を退けて諸王国より優位に立った漢が王国の
特権を奪った武帝中期以降のことである。新課程
版では、このような新しい研究動向を盛り込んだ
記述とした。

南越国　南越国は秦の地方長官が自立し
て建てた国家であるが、制度や文化の面では、楚・
越など長江流域の伝統を受け継いでいた。たとえ
ば、1983年に広東省広州市で発見された「文帝
行璽」金印は、南越の支配者が「文帝」という美
称を生前から用いていたことを示している。黄河
流域においては、支配者の死後に臣下が称号を奉
る「諡号」の習慣が定着していたが、楚では支配
者がみずから美称を用いることになっていた。ま
た、「文帝行璽」の材質が金であったことも、玉
製の印を皇帝印と定めた秦や漢の制度と異なって
いる。劉邦に敗れた項羽の政権もこうした南方系
の制度・文化に根ざしていたと考えられているが、
南越はそれを長期的に維持し、現在の福建・貴州・
広西・雲南・ベトナム北部など広い範囲に影響を
与えた。なお、長江流域では、のちの呉や南朝に
おいても、皇帝印の材質として金が用いられた。

「文帝行璽」金印
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の称号である「皇帝」を名乗って（始
し

皇
こう

帝
てい

）、度
ど

量
りょう

衡
こう

・文字の統一

や思想の統制❷をおこなった。また、北方では戦国時代以来の

長
ちょう

城
じょう

を修築して匈
きょう

奴
ど

と戦い、南方では華
か

南
なん

に進出した。

　しかし、あいつぐ軍事行動や土木工事の負担に人々は苦しみ、

始皇帝が死去すると東方各地で反乱がおこって❸、秦は滅亡した。その

後の混乱のなかで、楚
そ

の名門出身の項
こう

羽
う

を破った農民出身の劉
りゅう

邦
ほう

が、諸

勢力から皇帝に推戴され（高
こう

祖
そ

）、漢
かん

王朝を開いた（前
ぜん

漢
かん

）。

漢代の政治 Q▶  漢の支配体制は、どのように変化していったのだろうか。

　漢は秦の制度の多くを引き継いだ。高祖は秦の都咸
かん

陽
よう

の近くに新都長
ちょう

安
あん

（現在の西
せい

安
あん

）を建設し、統一以前の秦の領域を郡県制によって直接支

配する一方、功
こう

臣
しん

や一族を王に任じて、かつての東方諸国の領域の支配

をゆだねた❹。対外的には、冒
ぼく

頓
とつ

単
ぜん

于
う

のもとで強大化した匈奴に敗れ、

こののち漢は匈奴に屈服して和平をはかった。

　高祖の死後、皇帝と諸王の対立が深まり、やがて軍事衝突に発展した

（呉
ご

楚
そ

七
しち

国
こく

の乱）。これに勝利した皇帝は、諸王国の統治に干渉するよう

になった。前 2 世紀後半に即位した武
ぶ

帝
てい

は、匈奴を撃退するとともに、

諸王の実権を奪い、南
なん

越
えつ

国❺や衛
えい

氏
し

朝鮮❻を滅ぼして、漢の支配下に入

れた。また、張
ちょう

騫
けん

を大
だい

月
げっ

氏
し

に派
は

遣
けん

したことをきっかけに、中央アジアの

交通路をおさえて、タリム盆地 一帯にまで勢力をのばした。

　武帝は、地方長官の推
すい

薦
せん

で官
かん

吏
り

を選任する人事制度（郷
きょう

挙
きょ

里
り

選
せん

）をとり、

諸王国にも中央から官吏を派遣し、さらに監察官を送って全国を監視し

た。経済面でも、塩・鉄の専
せん

売
ばい

や物価調整策❼などによって国内の統合

在位前221～前210

❷実用書以外の書物を焼却し
（焚

ふん

書
しょ

）、多くの学者を穴埋め
にした（坑

こう

儒
じゅ

）とされる。

→p.39

❸最初に陳
ちん

勝
しょう

・呉
ご

広
こう

による農
民反乱がおこった。陳勝の「王

おう

侯
こう

将
しょう

相
しょう

いずくんぞ種
しゅ

（家
いえ

柄
がら

）あ
らんや」という言葉は、戦国
時代以来の実力主義の世

せ

情
じょう

を
表している。

→p.33 前232～前202 前247～前195

在位前202～前195 前202～後８

❹漢の初期の支配体制を、郡
県制と封

ほう

建
けん

制
せい

（→p.32）を併用
したという意味で、「郡

ぐん

国
こく

制
せい

」
と呼ぶこともある。

→p.39

前154

在位前141～前87

❺秦末の混乱期に独立した国
家で、広

カン

東
トン

・広
こう

西
せい

・ベトナム
北部を中心に、その周辺にま
で勢力をおよぼした。

❻前 2 世紀に衛氏が朝鮮西北
部に建てた国家。武帝はこれ
を征服して楽

らく

浪
ろう

などの郡をお
いた。

？～前114 →p.39

→p.39

❼各地の特産品を国家がほか
の地方へ輸送して物価を均一
にする政策（均

きん

輸
ゆ

）と、貯蔵し
た産物の価格が上がると売り
出し、下がると買い入れて、
物価の水準を保つ政策（平

へい

準
じゅん

）
があった。

ス都市は連合して大きな国家をつくることは

なく、周辺の大国の支配下に入ることが多か

った。オアシス都市の資源や東西交
こう

易
えき

の利益

は、北方の草原地帯の遊
ゆう

牧
ぼく

国家にとっても重

要であり、たとえば、匈
きょう

奴
ど

はオアシス都市の

支配をめぐり漢と争奪戦を繰り広げた。

　中央アジアのオアシス民は、しばしば遊牧国家による略
りゃく

奪
だつ

や支配を受

けたが、両者の関係はつねに敵対的であったわけではなかった。オアシ

ス民の生み出す穀物や織物は、遊牧民のもたらす畜
ちく

産
さん

物
ぶつ

と日常的に交換

されたほか、遊牧国家が保障した隊商路の安全は双
そう

方
ほう

に経済的な利益を

もたらした。このように遊牧民とオアシス民との関係は、緊張をはらみ

つつも互
ご

恵
けい

的であり、それは中央ユーラシアにとどまらず、東アジアの

歴史の展開にも重要な役割を果たした。

2
秦・漢帝国

Q▶  秦・漢の時代に、地域間の結びつきはどのように変化したのだろうか。

「皇帝」の出現 Q▶  新たに現れた「皇帝」は、それまでの「王」とどのように
異なるのだろうか。

　前 4 世紀、「戦国の七
しち

雄
ゆう

」の一国であった西方の秦
しん

が、新しい政治制度

や技術を取り入れて強大化した。東方の諸国は他国と同盟を結んで自国

の防衛をはかったが❶、前221年、秦王の政
せい

に征服された。彼は国内を

郡・県にわけて官僚を派
は

遣
けん

する郡
ぐん

県
けん

制
せい

を征服地にも導入し、新たな君主

→p.33 前８世紀頃～前206

❶諸国が共同で秦に対抗する
蘇
そ

秦
しん

の合
がっ

従
しょう

策
さく

や、個別に秦と
同盟する張

ちょう

儀
ぎ

の連
れん

衡
こう

策
さく

がとら
れた（→p.34）。

オアシスの景観　現在の中国・新
しん

疆
きょう

ウイグル自治区に位置するトゥルファン。

中央アジアを通る「オアシス
の道」

カナート（カレーズ）の構造図　高温・乾燥のき
びしいところでは、水の蒸発を防ぐため図のよ
うな人工の地下水路（カナート）を利用した。竪

たて

坑
こう

を延々と掘り抜き、長さが数10kmにおよぶ
例もみられる。上は断面図、下は平面図。
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の称号である「皇帝」を名乗って（始
し

皇
こう

帝
てい

）、度
ど

量
りょう

衡
こう

・文字の統一

や思想の統制❷をおこなった。また、北方では戦国時代以来の

長
ちょう

城
じょう

を修築して匈
きょう

奴
ど

と戦い、南方では華
か

南
なん

に進出した。

　しかし、あいつぐ軍事行動や土木工事の負担に人々は苦しみ、

始皇帝が死去すると東方各地で反乱がおこって❸、秦は滅亡した。その

後の混乱のなかで、楚
そ

の名門出身の項
こう

羽
う

を破った農民出身の劉
りゅう

邦
ほう

が、諸

勢力から皇帝に推戴され（高
こう

祖
そ

）、漢
かん

王朝を開いた（前
ぜん

漢
かん

）。

漢代の政治 Q▶  漢の支配体制は、どのように変化していったのだろうか。

　漢は秦の制度の多くを引き継いだ。高祖は秦の都咸
かん

陽
よう

の近くに新都長
ちょう

安
あん

（現在の西
せい

安
あん

）を建設し、統一以前の秦の領域を郡県制によって直接支

配する一方、功
こう

臣
しん

や一族を王に任じて、かつての東方諸国の領域の支配

をゆだねた❹。対外的には、冒
ぼく

頓
とつ

単
ぜん

于
う

のもとで強大化した匈奴に敗れ、

こののち漢は匈奴に屈服して和平をはかった。

　高祖の死後、皇帝と諸王の対立が深まり、やがて軍事衝突に発展した

（呉
ご

楚
そ

七
しち

国
こく

の乱）。これに勝利した皇帝は、諸王国の統治に干渉するよう

になった。前 2 世紀後半に即位した武
ぶ

帝
てい

は、匈奴を撃退するとともに、

諸王の実権を奪い、南
なん

越
えつ

国❺や衛
えい

氏
し

朝鮮❻を滅ぼして、漢の支配下に入

れた。また、張
ちょう

騫
けん

を大
だい

月
げっ

氏
し

に派
は

遣
けん

したことをきっかけに、中央アジアの

交通路をおさえて、タリム盆地 一帯にまで勢力をのばした。

　武帝は、地方長官の推
すい

薦
せん

で官
かん

吏
り

を選任する人事制度（郷
きょう

挙
きょ

里
り

選
せん

）をとり、

諸王国にも中央から官吏を派遣し、さらに監察官を送って全国を監視し

た。経済面でも、塩・鉄の専
せん

売
ばい

や物価調整策❼などによって国内の統合

在位前221～前210

❷実用書以外の書物を焼却し
（焚

ふん

書
しょ

）、多くの学者を穴埋め
にした（坑

こう

儒
じゅ

）とされる。

→p.39

❸最初に陳
ちん

勝
しょう

・呉
ご

広
こう

による農
民反乱がおこった。陳勝の「王

おう

侯
こう

将
しょう

相
しょう

いずくんぞ種
しゅ

（家
いえ

柄
がら

）あ
らんや」という言葉は、戦国
時代以来の実力主義の世

せ

情
じょう

を
表している。

→p.33 前232～前202 前247～前195

在位前202～前195 前202～後８

❹漢の初期の支配体制を、郡
県制と封

ほう

建
けん

制
せい

（→p.32）を併用
したという意味で、「郡

ぐん

国
こく

制
せい

」
と呼ぶこともある。

→p.39

前154

在位前141～前87

❺秦末の混乱期に独立した国
家で、広

カン

東
トン

・広
こう

西
せい

・ベトナム
北部を中心に、その周辺にま
で勢力をおよぼした。

❻前 2 世紀に衛氏が朝鮮西北
部に建てた国家。武帝はこれ
を征服して楽

らく

浪
ろう

などの郡をお
いた。

？～前114 →p.39

→p.39

❼各地の特産品を国家がほか
の地方へ輸送して物価を均一
にする政策（均

きん

輸
ゆ

）と、貯蔵し
た産物の価格が上がると売り
出し、下がると買い入れて、
物価の水準を保つ政策（平

へい

準
じゅん

）
があった。

秦・漢の青
せい

銅
どう

貨
か

幣
へい

秦の半
はん

両
りょう

銭
せん

（左）と漢の武帝の時代に発
行された五

ご

銖
しゅ

銭
せん

（右）。円
えん

形
けい

・
方
ほう

孔
こう

の銅銭は、始皇帝の征服
活動によって東方に広まり、
漢に受け継がれて東アジアの
貨幣の基本形となった。

始皇帝陵
りょう

の兵
へい

馬
ば

俑
よう

兵
士と軍馬をかたどった
俑（陶

とう

製
せい

の像）。約8000

体すべての造形が異な
る。始皇帝の強大な権
力と、それを守る難し
さを伝えている。

兵馬俑
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カナート（カレーズ）の構造図　カナー
トとは地下トンネル式水路のことで、まず水源に
あたる井戸を掘り、そこから水を必要とする地点
まで20～30mおきに竪坑を掘り、次に各坑底を
緩やかに傾斜するトンネルで結びつける。やがて
地表に出た水は、いく筋にも分かれる水路によっ
て耕地全体に分配される。カナートは、東は右図
版に示したトゥルファンなど中国の新疆ウイグル
自治区から、西は北アフリカのモロッコにいたる
まで、アジア・アフリカの乾燥地帯全域に分布す
るが、その起源はイランにあると考えられている。
イランではカナートの数は2万～ 3万にのぼ
り、大規模なものでは、水源井戸の深さが
300m以上、地下水路の長さが90km近いもの
が報告されている。また表記に関しては、起源と
されるイラン地域のカナート（アラビア語）、新
疆からアフガニスタンなどの中央アジア地域の呼
称カレーズ（ペルシア語）の順としてある。

❶ � p.41の始皇帝陵兵馬俑（二次元コード
を利用）、万里の長城の教材などを示し、
その絶大な権力に対する感想などを発問
してみる。

❷ �国語で扱われることのある中島敦の『李
陵』や、司馬遷の『史記』における項羽
と劉邦の記述などを紹介し、漢の成立や
その展開についての関心を掘り起こす。

導 入

中央アジアを通る「オアシスの道」　天
山山脈の北側を走る天山北路は、現在東側は中国
領、西側はカザフスタン領のタラス、キルギス領、
ウズベキスタン領のタシケントやサマルカンドな
どを通っている。天山山脈の南麓を走る天山南路
はカシュガルまで、タクラマカン砂漠の南を通る
西域南道もパミール（高原）までが中国の新疆ウ
イグル自治区に属している。唐代にはトゥルファ
ン（のちにクチャ）に安西都護府がおかれ、西域
支配の最前線となった。

2 節Ｑ解答例 　中国を統一した秦は、征
服した諸地域にも郡県制を施行して官僚を
派遣し、画一的に支配した。漢は一部の地
域を王国とするなどして、諸地域をゆるや
かに結びつける体制を確立し、さらにその
範囲を中国の近接地域にまで拡大した。

解答例 　戦国時代に多数の王が乱立したこと
を受け、新たに現れた皇帝は、王のさらに上位に
ある「王のなかの王」であった。

（1）�「皇帝」の出現…新たな君主の称号「皇帝」を名乗った始皇
帝による統一事業と郡県制を柱とする支配体制を理解させ、
制度の多くを引き継いだ（2）の学習につなげる。

（2）�漢代の政治…前漢武帝期の対外戦争や集権的な政策、王莾の
儒学の理想にもとづく政治体制、後漢の再統一とその衰亡の
過程を理解させる。

（3）�漢代の社会と文化…豪族の台頭とともに（1）の支配理念であっ

授業の進め方と指導上の留意点第 2節

た法家思想にかわり、儒教にもとづく国家体制が確立したこ
と、皇帝を中心に多様な地域が統合されて冊封体制の原型が
成立したことを理解させる。

〔留意点〕（1）で扱う皇帝を中心とした巨大国家が誕生した意義
を強調することにとどまらず、（2）（3）で扱う武帝時代や王莾の
改革、統一国家を支える文化の発展が中国に約2千年続くことに
なる儒教的な支配を形づくっていったことに留意して指導すること。

オアシスの景観（トゥルファン）　オアシスは水利施設であるカナー
トによって獲得できる水量によって規模が定められる。本図のトゥルファンは
ほとんどの場所が海抜0m以下で、年間降水量は20mmにも満たないが、上
部に見える北方の天山山脈からの雪解け水を引いているため、水路に沿って緑
が茂っているのがわかる。オアシスの発展はその規模と発展過程により以下の
4つに分類できる。まず基本となるのが①オアシス農村で、そこの貯水池広
場などに定期市場をもったものが②バザール = オアシスとなる。さらに、居住
地内に城壁で囲まれた要塞があり、神殿や常設市場をもったものが③オアシス
都市、この規模が拡大して居住地域が発展し、幾重にも城壁が築かれたものが
④オアシス都市国家となる。
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第 2章の視点
中央ユーラシアと東アジアの叙述のしかた
近年、中央ユーラシア東部と東アジアの歴史を一体と
して捉える見方が強まり、両者を総称した「東部ユーラ
シア」「ユーラシア東方」などの用語も定着しつつある。
その背景には、新史料の発見や利用される史料の多様化、
考古学・人類学・言語学など隣接分野との協働の深化に
よって、漢文典籍に依拠した旧来の中国中心主義的な史
観が揺らいでいることがある。並行して、漢文史料その
ものの史料批判も急速に進められ、いわゆる「中国史」
の理解にも著しい変化がおこっている。新課程版の第 2
章では、中央ユーラシア東部・東アジア両地域それぞれ
の歴史展開だけでなく、双方の関係が深まり、やがて一
体化されていくプロセスを俯瞰できるよう、関連する記
述や図版を増やし、地図にも情報を盛り込んだ。
本章でおもに扱われる前 3世紀から後 9世紀にかけて
の、中央ユーラシア東部と東アジアの関係史を捉えるに
は、おおよそ 4世紀・ 7世紀頃を境として、 3つの時期
に分けて考えるのがわかりやすい。
❶並立の時代（前 3世紀～後 3世紀）　　前 3世紀後半、
モンゴル高原に匈奴帝国、中国に秦という広域政権が現
れ、中央ユーラシア東部と東アジアがそれぞれ大きくま
とめられた。秦による中国支配が崩れたのち、匈奴の冒
頓単于が漢の高祖を大破した前200年の白登山の戦いを
機に、匈奴は漢を属国とした。前 2世紀後半、漢の武帝
は匈奴から自立して反撃を開始し、他方で中国全域に支
配を広げた。一方、匈奴は内紛により東西に分裂し、前
1世紀半ばに東匈奴は漢に服属した。このように、匈奴
も漢も相手を屈服させることこそあったが、中央ユーラ
シア東部と東アジアが一つの世界として意識されるには
いたらなかった。両地域の勢力が一定の距離を保ちつつ
並立する形勢は、 4世紀初めまで続く。
❷二重の南北朝時代（ 4～ 6 世紀）　　 3世紀頃から、
中央ユーラシア東部から華北への遊牧民族の移住が増加
した。北半球の寒冷化傾向が著しくなって高緯度地帯で
の遊牧経営がきびしくなったことに加え、 2世紀末から
華北で顕著になった軍閥の抗争も、軍事力に長けた遊牧
民族を傭兵として呼び込む要因となった。華北では 4世
紀初頭まで漢人が主導権を握っていたが、八王の乱を契
機に南匈奴の劉淵が西晋から自立し、310年代には洛陽・
長安が陥落して（永嘉の乱）、華北を喪失した漢人政権

は長江流域に拠った。これ以降、華北では諸民族の協働・
融合が進行した。一方、モンゴル高原では 5世紀に柔然
が台頭し、華北の北魏と対峙した。北魏の君主は遊牧世
界と農耕世界の双方を意識しており、可汗・皇帝という
二つの称号を併用したこともあった。 4～ 6世紀はモン
ゴル高原と華北、華北と長江流域の動向が相互に密接に
関係しながら展開した時代で、とくに 5～ 6世紀は、柔
然・北魏からなる「北の南北朝」と北魏・南朝という「南
の南北朝」とが複合した「二重の南北朝」の形勢によっ
て、 3地域が形づくる構造が顕在化した時期であった。
❸一体化の時代（ 7世紀～）　　 6世紀後半、モンゴル
高原で突厥の力が急速に強まった。 7世紀初め、唐の太
宗は東突厥を倒し、遊牧諸民族から「天可汗（てんかが
ん／テングリ・カガン）」に推戴されたのち、さらに西
突厥をも屈服させ、「二重の南北朝」を統一した。玄宗
もまた天可汗とされ、安史の乱後の760年代にいたるま
で、唐の皇帝は天可汗を称した。重要なのは、「天可汗」
が「皇帝」の訳語（あるいはその逆）であるというので
はなく、中国の君主号と遊牧の君主号の双方を、唐（ト
ルコ系民族の呼称では「タブガチュ（拓跋）」）の君主が
一身に兼ねていたことである。この「統一」は 8世紀後
半に崩れるが、遊牧世界と農耕世界を一体化させた国家
像・世界観は、唐の二重王権や分割統治システムを継承
したキタイ、キタイの制度を模倣しつつ「統一」を再生
したモンゴル（大元ウルス）、皇帝とハーンを兼ねた清
朝へと受け継がれた。そうした観点からみると、唐以降
のユーラシアの東部は、中央ユーラシア東部と東アジア
がそれぞれの独自性を保ちつつも、両者をまとめた一つ
の巨大な単位のなかで分裂と統一が繰り返される、新し
い歴史的段階に入ったともいえる。宋がキタイを北朝と
呼び、みずからを南朝と称していたことは、いわゆる中
国王朝もまた、こうした「巨大な単位」に対する意識と
無縁ではなかったことを物語る。
日本の歴史についても、上述のようなユーラシア東部

の大きな動きと関連づけて理解したい。たとえば白村江
の戦いは、漢人によって築かれた漢・晋・南朝を中心と
する世界秩序に組み込まれていた朝鮮半島南部や日本
が、拓跋国家の創った新秩序に組み込まれる転換点で
あった。国際色豊かな天平文化が、唐による中央ユーラ
シアと東アジアの統合の影響を受けたものであることは
いうまでもない。

留意点
地域名称「中央ユーラシア」の採用
これまで使われてきた地域名「内陸アジア」を、新課
程版では「中央ユーラシア」に改めた。これは、近年国
内外の学界において「中央ユーラシア」の使用が広がっ

ていることに対応するとともに、この地域が「内陸」と
いう内に閉ざされた地域のイメージとは異なり、世界史
の展開に果たした役割の大きさを重視したためである。
中央ユーラシアでは古代の匈奴や突厥、そしてモンゴ

中央ユーラシアと東アジア世界第2章
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各章の冒頭には、とくに
章全体に関わる解説や注
意すべき変更点の解説を
設けました。

教科書本文において従来の説が変更されたり、新説が採用さ
れた箇所については、とくに詳細な解説を付しました。
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324 第 18章　冷戦と第三世界の台頭

5

10

15

軍事同盟の広がり
と核兵器開発

Q▶  アメリカ合衆国はどのような同盟網を構築し、また
核
かく

兵
へい

器
き

開発競争はどのように進んだのだろうか。

　1940年代末から50年代にかけてアメリカ合衆国は、北大西洋条約機構

（N
ナトー

ATO）以外にも、社会主義陣営を包
ほう

囲
い

するように諸地域に軍事同盟

を構築した。まず、1948年に中南米諸国とともに米州機構（OAS）を発
ほっ

足
そく

させた。ついで、51年にオーストラリア・ニュージーランドと太平洋安

全保障条約（A
アンザス

NZUS）を締結し、54年には東南アジア条約機構（S
シアトー

EATO）

を発足させた。翌55年には、トルコ・イラク・イラン・パキスタン・イ

ギリスからなる、バグダード条約機構（中東条約機構〈M
メトー

ETO〉）も発足さ

せた❶。また、合衆国はこれらの同盟を補完する二国間条約として、

→p.317

→p.320

❶1958年に革命がおこってイ
ラクは王政から共和政となり、
59年にはバグダード条約機構
から脱退したため、以降、同機
構は中央条約機構（C

セントー

ENTO）
と改称した。

1940年代末以降、冷
れい

戦
せん

が本格的に展開し、世界の多くの地域が東西両陣
じん

営
えい

のいずれかに
組み込まれた。他方、第三世界と呼ばれる新

しん

興
こう

諸国も存在感を発揮した。

冷戦と第三世界の台頭

Q▶  冷戦のもとではどのような問題が発生し、国際社会はどのように対応したのだろうか。

1
冷戦の展開

Q▶  冷戦のもとで、東西両陣営の社会はどのような変化をとげたのだろうか。

第18章

赤道

（         　　）

●2

●6

●12

●10
●11

●7
●9●8

●4
●5
●3

●1

米州機構
（OAS）

米比相互防衛条約

1948年
発足

ワルシャワ条約機構

（1949年発足） （         　　）（         　　）（         　　）（         　　）（         　　）（         　　）（         　　）（         　　）（         　　）（         　　）（         　　）（         　　）（         　　）（         　　）（         　　）（         　　）（         　　）（         　　）（         　　）（         　　）（         　　）（         　　）（         　　）（         　　）（         　　）（         　　）（         　　）（         　　）（         　　）（         　　）（         　　）（         　　）（         　　）（         　　）（         　　）（         　　）（         　　）（         　　）（         　　）（         　　）（         　　）（         　　）（         　　）（         　　）（         　　）（         　　）1955年発足
1991年解消

東南アジア条約機構
（SEATO）

（1954年発足・1977年解消）

（               ）
中央
条約機構
（CENTO）
1955年発足
1959年改称
1979年解消

（         　　）
日米安全保障条約
1951年成立
1960年改定

（         　　）
中ソ友好同盟
相互援助条約
1950年成立
1980年解消

（　　 ）
（　　 ） 太平洋安全

保障条約
（ANZUS）

（　　 ）（　　 ）（　　 ）（　　 ）（　　 ）（　　 ）（　　 ）（　　 ）（　　 ）（　　 ）（　　 ）（　　 ）（　　 ）1951年
成立

米韓相互
防衛条約

米華相互
防衛条約

北大西洋条約機構
（NATO）

（1953年成立）

（1951年成立）

（         　　）1954年成立
1979年解消

●１キューバ危機 ●２ベルリン封鎖　
●３ハンガリー反ソ運動
●４ポーランド民主化運動
●５チェコスロヴァキアの自由化運動
●６パレスチナ戦争 ●７スエズ戦争　
●８第 3次中東戦争 ●９第 4次中東戦争
●10インドシナ戦争 ●11ベトナム戦争　
●12 朝鮮戦争

おもな紛争地点  

資本主義陣営の国家・地域　　　
社会主義陣営の国家・地域
非同盟諸国

植民地（1960年末現在）

（ ）1961年非同盟諸国の
ベオグラード会議に
出席した国を含む

冷戦の時代に結ばれた世界の
諸同盟とおもな紛争地点
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3251 .　冷戦の展開

1951年に日米安全保障条約を締結し、同年にフィリピン、

53年には韓国とも相互防衛条約を結んだ。

　核開発で先行していたアメリカ合衆国は、当初、圧倒的

な軍事上の優位を誇っていた。しかし、1949年にソ連が原

子爆弾 の開発に成功して、合衆国による核兵器の独占を崩

した。52年にはイギリスも原子爆弾を保有した。同年、合

衆国は原子爆弾よりも強大な破壊力をもつ水素爆弾（水爆）の実験に成功

したが、翌53年にはソ連も水爆を保有した❷。核開発競争の過熱ととも

に、核戦争の脅
きょう

威
い

が高まり、またあいつぐ核実験は、「死の灰」と呼ばれ

た放射能による犠
ぎ

牲
せい

者
しゃ

を生んだ。こうした事態に対して、核兵器廃
はい

絶
ぜつ

と

平和を訴える運動も世界各地に広がった❸。

戦後のアメリカ社会 Q▶  冷戦の進展は、アメリカ社会にどのような影響を
与えたのだろうか。

　冷戦の進展は、アメリカ合衆国の国内情勢にも深い影響をおよぼした。

1947年には、国内の共産主義者などへの監
かん

視
し

を強化するために中央情報

局（CIA）が設置され、労働組合の活動を規制する タフト・ハートレー法

も制定された。ソ連が核兵器開発に成功すると、反共主義の気
き

運
うん

がいっ

そう強まり、50年頃から左
さ

翼
よく

運動や共産主義者を攻撃する「赤
あか

狩
が

り」が始

まった❹。53年に大統領に就任した アイゼンハワー は、朝鮮戦争の休戦

協定を実現し、ソ連との緊張緩
かん

和
わ

をめざしたが、東側に対抗する軍事同

盟網
もう

の構築も進めた。一方で、核開発競争の過熱に危機感を覚えたアイ

ゼンハワーは、原子力の平和利用を推進するために、原子力発電の開発

を本格化させた。

　1950年代から60年代にかけてのアメリカ合衆国は、平時でも巨額な軍

事費を支出するようになり、原子力・ミサイル・航空機・電子機器など

の分野で、軍部と軍
ぐん

需
じゅ

企業が癒
ゆ

着
ちゃく

した「軍産複合体」の形成が進んだ。そ

の一方で、工場労働者よりも「ホワイトカラー」❺と呼ばれる事務職の人

口が上まわったことは、大衆消費社会をいっそう発展させる要因となっ

た。郊外に暮らす白人中間層が、自家用車でスーパーマーケットに買い

物に行くといった、アメリカ式の豊かな生活様式は、西側諸国の人々に

とって理想のモデルとなった。

→p.313

❷こののち、1960年にフラン
スが、64年には中華人民共和
国が核兵器開発に成功した。

❸科学者たちは、アインシュ
タイン（→p.358）やバートラ
ンド = ラッセル（1872～1970）
らの呼びかけにより、1957年
にカナダのパグウォッシュで
核兵器廃絶を求める会議を開
催した。会議はその後も継続
し、各地で開かれた。

1947

❹共和党上院議員マッカーシ
ー（1908～57）が、知識人や公
務員の思想追及活動の先頭に
立ったので、こうした傾向は
マッカーシズムとも呼ばれた。

在任1953～61 →p.312

❺白い襟
えり

（カラー）の服を着て
働く事務労働者をいう。他方、
肉体労働者は「ブルーカラー」
と呼ばれる。 

ビキニ環
かん

礁
しょう

での水爆実験（1954

年）　中部太平洋のマーシャ
ル諸島のビキニ環礁で、合衆
国は1954年 3月に原爆1000個
分の威

い

力
りょく

をもつ水爆実験をお
こなった。近

きん

隣
りん

の島民や、近
海でマグロ漁をしていた日本
の第五福

ふく

竜
りゅう

丸
まる

などが被
ひ

爆
ばく

し、
その船員が死亡した。実験の
跡
あと

地
ち

は2010年に世界遺産に登
録された。
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冷戦の時代に結ばれた世界の諸同盟とおもな紛争地点　これは冷戦開始から
1950年代半ばまでに結成された集団安全保障体制の諸機構を整理した地図である。
アメリカ合衆国は早くも48年に米州機構を結成して西半球を勢力圏とした。東西冷
戦の舞台となったユーラシア大陸で結成された対ソ封じ込めの諸同盟を時系列で追っ
てみる。ヨーロッパで49年に北大西洋条約機構（ p.317）が結成された後、社会
主義圏で50年に中ソ友好同盟相互援助条約（ p.318）が成立した。この後、朝鮮
戦争が勃発したため合衆国および西側陣営は、アジア地域で51年に太平洋安全保障
条約・日米安全保障条約（ p.319）、54年に東南アジア条約機構（ p.320）、
55年にバグダード条約機構（59年：中央条約機構に改称）を成立させた。ヨーロッ
パで西ドイツが主権を回復して北大西洋条約機構に加入すると、55年に東側陣営が
ワルシャワ条約機構を結成して対抗し、冷戦下での緊張関係が続いた。
　一方、冷戦下で生じたおもな紛争は、いくつかの地域に限定される。アジア地域で
は、二つの分断国家を生み出した朝鮮半島（朝鮮戦争： p.319）、ベトナム（イン
ドシナ戦争： p.320とベトナム戦争： p.332）、エジプトを含む西アジア地域（4
回の中東戦争： p.321、329、340、342）である。なお地図に記載されていな
い紛争として、現在まで継続されているインド・パキスタン地域がある。ヨーロッパ
地域での紛争は、東西対立を象徴したベルリン封鎖（ p.317）以外は、東側陣営
内での対ソ自由化運動のポーランド民主化運動（ p.327、）ハンガリー反ソ運動（
p.328）、チェコスロヴァキアの自由化運動（ p.335）である。
　アフリカでは、ケニア・タンザニア・モザンビークが植民地として残っていた。タ
ンザニアは、1964年にタンガニーカ（61年自治領として独立）とザンジバル（63
年独立）が合邦して誕生したため、この地図（61年末）では植民地に区分した。

「赤狩り」　「赤狩り」というヒステリー
状態がおこった背景には、中華人民共和国の成立
やソ連による原爆実験の成功などによる、アメリ
カ合衆国内での共産主義に対する社会的緊張が
あった。喜劇映画俳優チャップリンは、この時期
のアメリカ合衆国を嫌い、スイスに移住した。
　日本でも、朝鮮戦争勃発直前にGHQ（連合国
〈軍〉最高司令官総司令部）の指令で共産党排除
政策がおこなわれ、その影響は報道機関・民間主
要企業・公務員へと拡大した（レッドパージ）。

軍産複合体　軍事組織と軍需産業の相互
依存関係を指す軍産複合体という言葉は、1961
年にアイゼンハワー大統領が告別演説のなかでそ
の危険性を指摘したことで一般的に知られるよう
になった。元来、アメリカ合衆国では大規模な常
備軍の存在に対しては強い忌避感が存在した。ま
た、1934年に第一次世界大戦下での企業活動を
調査するために組織された連邦議会委員会（ナイ
委員会）での軍需産業批判のように、産業界によ
る戦時利得についても否定的な意見が強かった。
しかし、第二次世界大戦を契機として、軍を中心
とする行政府と軍需産業の結びつきが大幅に強化
されるとともに、大学を中心とした研究・教育機
関も戦争遂行のための技術開発に動員された。
　冷戦の開始でこうした体制は強固なものとな
り、行政府と一部の軍需企業にとどまらず、産業
界全体、さらには労働組合をも包含するものと
なった。また、軍事と教育の結びつきは、政府や
産業界からの潤沢な研究・開発費によっていっそ
う緊密化し、多くの学術機関が直接的・間接的に
国家安全保障に関連する研究に参加するように
なった。冷戦体制のもとで継続される巨額の軍事
支出に支えられ、軍産複合体は合衆国の社会経済
構造に組み込まれ、制度化されていった。※研究
編p.434「アメリカの軍産複合体」参照

パグウォッシュ会議　国際的な原水爆禁
止運動に影響を与えたのが、1955年、イギリス
の哲学者ラッセルとアメリカ合衆国の物理学者ア
インシュタインが核兵器・核戦争の危機を訴えた
宣言である。この宣言にもとづき、世界的な科学
者たちによる平和運動として、57年にカナダの
パグウォッシュで「科学と国際問題に関する会議」
が開かれた。以後、科学者たちが科学的知識をも
とに平和や軍縮などの問題を話し合い提言する会
議は、この時の名前を用いてパグウォッシュ会議
の名称で、今日まで随時開かれている。

解答例 　反共産主義の気運が高まり、1950年
頃から「赤狩り」が始まる一方、軍部と軍需産業
が癒着した「軍産複合体」の形成が進んだ。

ビキニ環礁での水爆実験　1954年 3
月、マーシャル諸島のビキニ環礁でアメリカが水
爆実験をおこなった際、危険水域外でマグロ漁を
おこなっていた日本の第五福竜丸が「死の灰」を
浴び、船員の一人が死亡した事件は、世界にも衝
撃を与えた。55年 9月、この事件を機に東京都
杉並区の主婦グループの署名運動がもとになって
原水爆禁止日本協議会（原水協）が結成された。
その後、政党の組織利益が優先されて、65年に
原水爆禁止日本国民会議（原水禁）が結成され、
原水協は分裂した。現在、第五福竜丸は東京都江
東区の夢の島公園にある都立第五福竜丸展示館で
見ることができる。
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324 第 18章　冷戦と第三世界の台頭

5

10

15

軍事同盟の広がり
と核兵器開発

Q▶  アメリカ合衆国はどのような同盟網を構築し、また
核
かく

兵
へい

器
き

開発競争はどのように進んだのだろうか。

　1940年代末から50年代にかけてアメリカ合衆国は、北大西洋条約機構

（N
ナトー

ATO）以外にも、社会主義陣営を包
ほう

囲
い

するように諸地域に軍事同盟

を構築した。まず、1948年に中南米諸国とともに米州機構（OAS）を発
ほっ

足
そく

させた。ついで、51年にオーストラリア・ニュージーランドと太平洋安

全保障条約（A
アンザス

NZUS）を締結し、54年には東南アジア条約機構（S
シアトー

EATO）

を発足させた。翌55年には、トルコ・イラク・イラン・パキスタン・イ

ギリスからなる、バグダード条約機構（中東条約機構〈M
メトー

ETO〉）も発足さ

せた❶。また、合衆国はこれらの同盟を補完する二国間条約として、

→p.317

→p.320

❶1958年に革命がおこってイ
ラクは王政から共和政となり、
59年にはバグダード条約機構
から脱退したため、以降、同機
構は中央条約機構（C

セントー

ENTO）
と改称した。

1940年代末以降、冷
れい

戦
せん

が本格的に展開し、世界の多くの地域が東西両陣
じん

営
えい

のいずれかに
組み込まれた。他方、第三世界と呼ばれる新

しん

興
こう

諸国も存在感を発揮した。

冷戦と第三世界の台頭

Q▶  冷戦のもとではどのような問題が発生し、国際社会はどのように対応したのだろうか。

1
冷戦の展開

Q▶  冷戦のもとで、東西両陣営の社会はどのような変化をとげたのだろうか。

第18章

赤道

（         　　）

●2

●6

●12

●10
●11

●7
●9●8

●4
●5
●3

●1

米州機構
（OAS）

米比相互防衛条約

1948年
発足

ワルシャワ条約機構

（1949年発足） （         　　）（         　　）（         　　）（         　　）（         　　）（         　　）（         　　）（         　　）（         　　）（         　　）（         　　）（         　　）（         　　）（         　　）（         　　）（         　　）（         　　）（         　　）（         　　）（         　　）（         　　）（         　　）（         　　）（         　　）（         　　）（         　　）（         　　）（         　　）（         　　）（         　　）（         　　）（         　　）（         　　）（         　　）（         　　）（         　　）（         　　）（         　　）（         　　）（         　　）（         　　）（         　　）（         　　）（         　　）（         　　）（         　　）1955年発足
1991年解消

東南アジア条約機構
（SEATO）

（1954年発足・1977年解消）

（               ）
中央
条約機構
（CENTO）
1955年発足
1959年改称
1979年解消

（         　　）
日米安全保障条約
1951年成立
1960年改定

（         　　）
中ソ友好同盟
相互援助条約
1950年成立
1980年解消

（　　 ）
（　　 ） 太平洋安全

保障条約
（ANZUS）

（　　 ）（　　 ）（　　 ）（　　 ）（　　 ）（　　 ）（　　 ）（　　 ）（　　 ）（　　 ）（　　 ）（　　 ）（　　 ）1951年
成立

米韓相互
防衛条約

米華相互
防衛条約

北大西洋条約機構
（NATO）

（1953年成立）

（1951年成立）

（         　　）1954年成立
1979年解消

●１キューバ危機 ●２ベルリン封鎖　
●３ハンガリー反ソ運動
●４ポーランド民主化運動
●５チェコスロヴァキアの自由化運動
●６パレスチナ戦争 ●７スエズ戦争　
●８第 3次中東戦争 ●９第 4次中東戦争
●10インドシナ戦争 ●11ベトナム戦争　
●12 朝鮮戦争

おもな紛争地点  

資本主義陣営の国家・地域　　　
社会主義陣営の国家・地域
非同盟諸国

植民地（1960年末現在）

（ ）1961年非同盟諸国の
ベオグラード会議に
出席した国を含む

冷戦の時代に結ばれた世界の
諸同盟とおもな紛争地点

324-338_05世界史探究_第18章1-3節(3).indd   324324-338_05世界史探究_第18章1-3節(3).indd   324 2022/09/21   13:132022/09/21   13:13

5

10

15

20

25

30

3251 .　冷戦の展開

1951年に日米安全保障条約を締結し、同年にフィリピン、

53年には韓国とも相互防衛条約を結んだ。

　核開発で先行していたアメリカ合衆国は、当初、圧倒的

な軍事上の優位を誇っていた。しかし、1949年にソ連が原

子爆弾 の開発に成功して、合衆国による核兵器の独占を崩

した。52年にはイギリスも原子爆弾を保有した。同年、合

衆国は原子爆弾よりも強大な破壊力をもつ水素爆弾（水爆）の実験に成功

したが、翌53年にはソ連も水爆を保有した❷。核開発競争の過熱ととも

に、核戦争の脅
きょう

威
い

が高まり、またあいつぐ核実験は、「死の灰」と呼ばれ

た放射能による犠
ぎ

牲
せい

者
しゃ

を生んだ。こうした事態に対して、核兵器廃
はい

絶
ぜつ

と

平和を訴える運動も世界各地に広がった❸。

戦後のアメリカ社会 Q▶  冷戦の進展は、アメリカ社会にどのような影響を
与えたのだろうか。

　冷戦の進展は、アメリカ合衆国の国内情勢にも深い影響をおよぼした。

1947年には、国内の共産主義者などへの監
かん

視
し

を強化するために中央情報

局（CIA）が設置され、労働組合の活動を規制する タフト・ハートレー法

も制定された。ソ連が核兵器開発に成功すると、反共主義の気
き

運
うん

がいっ

そう強まり、50年頃から左
さ

翼
よく

運動や共産主義者を攻撃する「赤
あか

狩
が

り」が始

まった❹。53年に大統領に就任した アイゼンハワー は、朝鮮戦争の休戦

協定を実現し、ソ連との緊張緩
かん

和
わ

をめざしたが、東側に対抗する軍事同

盟網
もう

の構築も進めた。一方で、核開発競争の過熱に危機感を覚えたアイ

ゼンハワーは、原子力の平和利用を推進するために、原子力発電の開発

を本格化させた。

　1950年代から60年代にかけてのアメリカ合衆国は、平時でも巨額な軍

事費を支出するようになり、原子力・ミサイル・航空機・電子機器など

の分野で、軍部と軍
ぐん

需
じゅ

企業が癒
ゆ

着
ちゃく

した「軍産複合体」の形成が進んだ。そ

の一方で、工場労働者よりも「ホワイトカラー」❺と呼ばれる事務職の人

口が上まわったことは、大衆消費社会をいっそう発展させる要因となっ

た。郊外に暮らす白人中間層が、自家用車でスーパーマーケットに買い

物に行くといった、アメリカ式の豊かな生活様式は、西側諸国の人々に

とって理想のモデルとなった。

→p.313

❷こののち、1960年にフラン
スが、64年には中華人民共和
国が核兵器開発に成功した。

❸科学者たちは、アインシュ
タイン（→p.358）やバートラ
ンド = ラッセル（1872～1970）
らの呼びかけにより、1957年
にカナダのパグウォッシュで
核兵器廃絶を求める会議を開
催した。会議はその後も継続
し、各地で開かれた。

1947

❹共和党上院議員マッカーシ
ー（1908～57）が、知識人や公
務員の思想追及活動の先頭に
立ったので、こうした傾向は
マッカーシズムとも呼ばれた。

在任1953～61 →p.312

❺白い襟
えり

（カラー）の服を着て
働く事務労働者をいう。他方、
肉体労働者は「ブルーカラー」
と呼ばれる。 

ビキニ環
かん

礁
しょう

での水爆実験（1954

年）　中部太平洋のマーシャ
ル諸島のビキニ環礁で、合衆
国は1954年 3月に原爆1000個
分の威

い

力
りょく

をもつ水爆実験をお
こなった。近

きん

隣
りん

の島民や、近
海でマグロ漁をしていた日本
の第五福

ふく

竜
りゅう

丸
まる

などが被
ひ

爆
ばく

し、
その船員が死亡した。実験の
跡
あと

地
ち

は2010年に世界遺産に登
録された。
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・�冷戦下では世界の多くの地域が東西両陣営のいずれかに組み込まれ、影響力が低下したヨーロッパもソ連
やアメリカの勢力圏となったことを理解することができる。
・�アジア・アフリカを中心とする非同盟諸国が存在感を増したが、植民地支配の負の遺産は今日でも解消さ
れていないことを多角的に考察したり、文章にまとめたりする。
・�ベトナム戦争に対する反対運動は既存の価値観の見直しにつながり、また国際的威信を低下させた米ソ両
国は、緊張緩和（デタント）を推進したことを考察することができる。

 第18章の目標

（1）�軍事同盟の広がりと核兵器開発…アメリカ合衆国による軍事
同盟の構築や、核兵器拡散の実態を把握させる。また、「冷
戦終結」後の現在でもとなえられる「核抑止論」がもつ国際
政治上の役割と問題点について考察させ、（2）・（3）・（4）
の学習につなげる。

（2）�戦後のアメリカ社会…「冷戦」激化後の国際情勢が、「赤狩り」
や「軍産複合体」の形成など、アメリカ合衆国の国内状況に

授業の進め方と指導上の留意点第 1節

1 節 Ｑ 解答例 　アメリカ合衆国では反
共産主義の動きが強まり、「軍産複合体」
の形成も進んだ。また、西ヨーロッパでは
主権国家の枠をこえた地域統合の基礎がつ
くられた。一方ソ連は、スターリンの死後
にフルシチョフが平和共存を掲げ、西側諸
国との関係改善をめざした。

も大きな影響をおよぼしていた事実を理解させる。
（3）�西欧・日本の経済復興…アメリカに対する自立性の確保など

西ヨーロッパ諸国がEC結成に向かった背景や、地域統合が従
来の「主権国家」のあり方に対する新しい政治・経済・社会
的な試みであった点を考察させる。

（4）�ソ連の「雪どけ」…ソ連による「平和共存」と「スターリン
批判」が、ソ連国内のみならず、東欧諸国や国際政治にも影
響を与えたことを、（1）とも関連づけながら理解させる。

〔留意点〕（1）で扱う冷戦期の軍事同盟の構築
や核兵器の拡散について、軍事的な側面だけ
を強調するのではなく、（2）のアメリカ合衆
国の国内状況や（3）で扱う西ヨーロッパ諸国
の地域統合、（4）で扱う国際政治への影響に
ついても留意して指導すること。

❶ � p.324の地図を示し、「冷戦」開始後の
軍事同盟の様子を考察させ、導入とする。

❷ �戦後のアメリカ合衆国で「赤狩り」がお
こり、チャップリンが追放された事例な
どを紹介し、生徒の関心を引き出す。

❸ � p.326の表を示し、西欧諸国と日本の
経済復興を読み取らせる。また、現在の
EUに関して発問し、ヨーロッパ統合の出
発点への生徒の関心を引き出す。

導 入

解答例 　アメリカ合衆国は社会主義陣営を包
囲するための軍事同盟を構築した。その一方で、
ソ連やイギリスなどが核兵器開発に成功するな
ど、開発競争が進んで合衆国による核の独占が崩
れ、核戦争の脅威が高まった。

発問例 　アメリカ合衆国は、冷戦の時代にど
のような国と個別に同盟を結んだのだろうか。
解答例 　日本（日米安全保障条約）・大韓民国
（米韓相互防衛条約）・中華民国（米華相互防衛条
約）・フィリピン（米比相互防衛条約）。

板書例データ

冷戦と第三世界の台頭第18章
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第11章　近世ヨーロッパ世界の動向 233232

義の用語法では，1８世紀末以降確立していく近代資本主義社
会において，労働者階級たるプロレタリアートと対立する資
本家階級を指す言葉としてブルジョワが用いられた。

プロト工業化　　近世ヨーロッパの工業生産の形態は，ギル
ド制が支配する中世の都市工業とも，近代以降の工場制工業
とも異なっている。製造過程の多くが農村に進出し，素朴な
技術水準にとどまりながら，大量の需要にこたえて生産が行
われていたのである。近世の農村工業の意義は，わが国でも
長らく西洋経済史家の間で論じられてきたが，この現象を把
握するための理論として，世界的に受け入れられているのが，
1９70年代にF = メンデルスにより提唱された「プロト工業化」
論である。これによれば，プロト工業化とは遠隔地需要向け
の農村工業の興隆を指し，こうした工業地帯への供給を行う
特化的農業地域の成立も伴う。また生産編成のカギとなるの
が問屋制度で，概して都市に住む資本家が，原料や半加工品
の前貸しを通して農村生産者を統制した。都市は仕上げなど
高度な工程を受け持つことが多く，都市と農村との分業関係
を重視するのが，プロト工業化論の特色である。さらに，わ
けても初期の論者たちが，雇用，市況が人口動態に与える影
響に強い関心を持っていたのも特徴的であった。鉱山業や
様々な都市工業といった，明らかに近世において繁栄してい
た諸工業に対しては，この理論の適用が困難な面もある。た
だ，数々の批判にさらされながらも，「プロト工業化」/「プ
ロト工業」はヨーロッパ経済史上の必須概念となって久しく，
さらにヨーロッパ史以外，とりわけアジア史にも応用されて
いる。（斎藤修『プロト工業化の時代─西欧と日本の比較史』〈日本評

論社，1９８5年〉，斎藤修『比較経済発展論─歴史的アプローチ』〈岩波書

店，200８年〉，F・メンデルスほか〈篠塚信義ほか編訳〉『西欧近代と農村

工業』〈北海道大学図書刊行会，1９９1年〉，L・A・クラークソン〈鈴木健夫

訳〉『プロト工業化─工業化の第一局面？』〈早稲田大学出版部，1９９3年〉

参照）

レンブラント（Harmenszoon van Rijn Rembrandt 1606～
6９）　 17世紀を代表するオランダの画家。明と暗を強調す
るルミニズムの技法にすぐれ，「光の画家」とも呼ばれる。
絵画技巧史上では，ベラスケス（Diego Rodríguez de Silva y
Velázquez 15９９～1660）とともに特筆される。宗教画家とし
てことにすぐれているが，風俗・風景・肖像画にも幾多の名
作を残し，「テュルプ博士の解剖学講義」（1632年），「夜警」

（1642年）など我々に親しい作品がある。

東インド会社　　イギリス・オランダ・フランスなどでは，
出資者を募って資金を調達し，独占権を与えられて国際商業
に従事する貿易会社が設立された。その代表的なものが東イ
ンド会社である。中世末以来，商業資本主義の発達に伴い，
各企業間の競争が激しくなり，合同して合名会社・合資会社
のような形態を経て株式会社が成立した。それは社員（株主）
が株式による出資額を限度とする有限責任をとる企業形態で，
1602年設立のオランダ東インド会社をもってはじめとする

（イギリス東インド会社は1662年に株式会社の形をとった）。
各国の東インド会社は17世紀より1９世紀にかけて，東イン

ーマンスを示した。例えば農業では，干拓により土地を造成
しながら，園芸農業などで高い生産性を発揮した。製造業で
はライデンの毛織物業やザーンダム地域の造船業などが全ヨ
ーロッパ的な評判を獲得し，さらに漁業（特にニシン漁）でも
他国を大きく引き離した。とりわけオランダの優勢が顕著だ
ったのが，海運・貿易の分野である。バルト海などヨーロッ
パ周辺海域にとどまらず，オランダの海運・貿易業者はグロ
ーバルに活動を展開した。南北アメリカや東インドにおいて
は，先行者であるスペイン・ポルトガルの権益を侵食しつつ，
イギリスなどの競争相手をよく抑えこんでいた。こうした遠
隔地の冒険的事業は独占的特許会社により運営され，その代
表格が1602年に設立されたオランダ東インド会社である。ア
ムステルダムも，スペイン軍の侵攻を受けて陥落したアント
ウェルペンの経済的・人的遺産を引き継ぎつつ，世界市場と
しての地位を確立していく。17世紀のオランダは，経済面に
とどまらず，文化・学芸上でも「黄金時代」を迎えた。レン
ブラント，フェルメールに代表される17世紀オランダ美術は，
世界美術史上独自の地位を占めている。加えて言論・出版の
自由が認められていた当時のオランダでは，グロティウスや
スピノザのようなオランダ人のほか，デカルトなども活発な
知的活動を展開した。
　I = ウォーラ―ステインの「近代世界システム論」によれば，
1625～75年頃のオランダは，生産・商業・金融で全ての中核
国に対して優位を誇る，史上初の「ヘゲモニー国家」と位置
づけられる。またJ = ド = フリースとA = ファン = デァ = ワ
ウデによれば，近世オランダは世界史上初めて持続的経済成
長を達成した「最初の近代経済」であったとされている。し
かし，オランダ黄金時代の繁栄も，17世紀末には陰りをみせ
る。1650～70年代の 3 次にわたる英蘭戦争や，1672年のフラ
ンスの侵攻が打撃になったのはいうまでもない。加えて，イ
ギリスの航海法やフランスの保護主義政策も，オランダ海運
業の優位性を効果的に掘り崩した。他方，オランダ国内にも
構造的問題を抱え，高賃金や重税による経済の高コスト体質，
連邦国家ゆえの過度な分権的体制も，ヨーロッパの大国間競
争からオランダを徐々に脱落させる要因になったといわれる。

（C・ウィルソン〈堀越孝一訳〉『オランダ共和国』〈平凡社，1９71年〉，J・ド・

フリース，A・ファン・デァ・ワウデ〈大西吉之，杉浦未樹訳〉『最初の近

代経済─オランダ経済の成功・失敗と持続力　1500-1８15』〈名古屋大学

出版会，200９年〉，P・J・リートベルゲン〈肥塚隆訳〉『オランダ小史─

先史時代から今日まで』〈かまくら春秋社，201８年〉，I・ウォーラーステ

イン〈川北稔訳〉『重商主義と「ヨーロッパ世界経済」の凝集〈近代世界シ

ステムII〉』〈名古屋大学出版会，1９９3年〉参照）

ブルジョワジー　　中世ラテン語の「城塞」を意味する
burgusに語源のあるブルジョワは，市の開催される町に住
む人という意味から，市民や市民身分を指す言葉として用い
られた（ブルジョワジーは，ブルジョワの集合名詞）。中世以
来，都市の正規の市民と認められるには一定の租税や権利金
を払うことが必要だったが，それが可能な者は富裕な商工業
者や財産収入で生活できる者に限られていた。それゆえにブ
ルジョワは有産者および有産者が構成する身分を指すように
なり，現在ではこの意味が主流である。かつてのマルクス主

革を促した社会・経済上の要因が注視された。その結果，
社会経済史の分野では，封建制廃棄の基礎過程の分析と
して，わけても土地（財産）問題をめぐる研究が進んだ。
また政治・思想史の分野では，水平派などの推進した人
民による民主主義運動が，フランス革命におけるジャコ
バン主義等との対比において関心の的となった。
　しかし，実証研究の進展とともに，近代市民社会を終
着点とする単線的な発展図式の中にイギリス革命を無批
判におく見方は大きな批判にさらされることとなった。
例えば，王党派も議会派も社会的には同じジェントリ層
を代表するものであり，党派形成に大きな影響を与えた
のは地方ないし血縁によるつながりだとみる説，あるい
は，16世紀以来宮廷官職と結びついて勃興したジェン
トリと，宮廷から排除された地方ジェントリの対立から
内乱を説明する見解などがある。また，およそ1970年
代から，既存のグランド ＝セオリーを排し，詳細な史料
検証に依拠しつつ歴史の偶発性を重視する「修正主義」
的研究が盛んになり，その浸透とともに，革命は必然的
な歴史過程とはみなされなくなった。すなわち，ジェー
ムズ１世（James I 在位1603～25）期までのイギリスが統
治において十分な安定をみせていたことが明らかとなり，
これまで想定されていたような，長期的で不可避的な革
命の原因は否定された。現在では，革命への道はむしろ，
議会との妥協を拒否し，広く臣民の支持を得ることなく
大権主導の革新的な諸政策（「イノヴェイション」と呼ば
れる）を断行したチャールズ１世（Charles I 在位1625～
49）の失政によって短期的に準備されたとする解釈が有
力である。また，革命の多様な側面が分析されるにつれ
て，ピューリタンによる国教会への抵抗・打倒という宗
教的側面のみを強調する「ピューリタン革命」という呼
称は，それに付加されてきた進歩史観的な響きに対する
抵抗感もおそらくは手伝って，近年あまり用いられない
傾向にある。それにかわり，「内戦」ないし「内乱」が
より包括的，中立的な表現として使われるようになった。
　さらに，修正主義による見直しの最大の成果は，革命
をイングランドのみならず，スコットランド，アイルラ
ンドを含めた三王国の枠組みの中で理解する必要性を喚
起した点にある。そもそも，イングランドにおいて国王
と議会の対立を武力衝突へと至らしめた最大の要因は，
スコットランドとアイルランドで反乱が生じ，チャール
ズ１世がそれに効果的な対応をとれなかった点にあり，
革命の戦局も，両王国の軍事状況に大きな影響を受けた。
この点を踏まえ，現在ではイギリス革命を「三王国戦争」
という言葉で表現する研究者もいる。
　こうした動向は，長らく批判が続けられてきたイング
ランド中心史観の克服という点で重要な意味を持つ。し
かし一方で，革命像は複雑さを増し，またグランド・セ
オリーの崩壊によって，17世紀半ばの諸変革を前後の
時代と関連づけて明確に説明することはますます難しく
なっている。高度に細分化された研究を統合し，改めて
イギリス史全体の中で革命の位置付けを問うことが現在

ド・ヨーロッパ間の交易や，さらには南アジア・東南アジア
における植民地の経営に従事した。この場合「東インド」と
は，特許状によれば喜望峰以東，マゼラン海峡に至る全海域
を指すもので，したがって「西インド」は喜望峰以西の新大
陸全般を指した。本来の目的は，「東インド」物産のヨーロ
ッパへの輸入を独占し，高い利潤をあげることであったが，
各国間の競争により，各地の伝統的政治権力と結びつくこと
により現地の政治的・軍事的支配権把握が必要となった。そ
のため，東インド会社間の争いが植民地戦争に発展した。そ
の結果，東インド会社は本国の政策と密接に結びつき，「国
家内の国家」として，出先官庁のような性格を帯びるに至っ
た。

アンボイナ事件　　インドネシア東部の小島アンボイナで
1623年に起こった事件。同島は，1512年以来ポルトガル領と
なっていたが，1605年オランダがポルトガル人を一掃して拠
点とした。これに対しイギリスもまもなく商館を設けてオラ
ンダと激しく争うようになった。かくして引き起こされたの
が，アンボイナ事件である。当時オランダの居城であったニ
ューヴィクトリア城付近をうろついていた挙動不審の日本人
傭兵を捕らえて厳しく詰問した結果，イギリスがオランダ商
館襲撃を企てていたことを自供した。オランダ商館長はイギ
リス商館員を捕らえ，結局イギリス人10人，日本人 ９ 人，ポ
ルトガル人 1 人を処刑した。ただし，自供の信頼性は疑問と
される。本国間の対立を惹起し，オランダ側は賠償金を支払
った。事件を機にイギリスは東・東南アジアから手を引き，
インド進出に力を注ぐようになった。

王権神授説　　絶対主義時代の諸君主は，宗教的にはロー
マ = カトリック教会の普遍的権威からの自立をはかり，世俗
的には封建諸侯を抑え，国家の集権化を進めたが，そのよう
な国王を頂点とする統治体制を理論的に支えたのが王権神授
説である。王の権力は神から授けられたもので，したがって
王は神に対してのみ責任を負い，法には拘束されず，人民の
反抗も許されないとした。例えば，イギリスのジェームズ 1
世は，自ら執筆した『自由な君主国の真の法』（15９８年）にお
いて，国王を神の地上における姿であると論じた。またフラ
ンスにおいても，ルイ14世期の高名な神学者・司教にして王
太子ルイの家庭教師でもあったボシュエ（Jacques-Bénigne
Bossuet 1627～1704）が，神の使者たる王の神聖性を説き，
典型的な王権神授説を唱えた。

イギリス革命の歴史的性格 　日本におけるイギリス革
命研究は，近代化ならびに民主化の達成という，第二次
世界大戦後の課題に大きく規定される中で始まった。そ
れはまずもって国教会体制と結びついた絶対王政を打倒
することによって「市民」による立憲主義的政体が実現
される市民革命と位置づけられ，その過程における政治
史，およびその背後に存在した政治思想の動向が検証さ
れた。さらに，ヒルやホブズボームらイギリスのマルク
ス主義史家から多大な影響を受けて，そのような政治変
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２ 古代オリエント文明とその周辺

Ｑ 古代オリエント文明は、世界の歴史にどのような
影響を与えたのだろうか。

第１章 文明の成立と古代文明の特質

詳説世界史 ～

メソポタミアの統一と周辺地域の動向
Ｑ 復讐法の原則がみられる条文はどれだろうか。また

被害者の身分によって刑罰に差があるのはなぜだろ
うか。

１－２ 古代オリエント文明とその周辺

ハンムラビ法典

❽授業用スライド   PowerPoint

⚫�教科書全ページの紙面PDF、本文・史料のテキストデータ、地図・図表データを収録して
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18 第 1章　文明の成立と古代文明の特質

5
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1
文明の誕生
Q▶  自然環境の変化をきっかけに、人々の生活や社会はどのように変化したの
だろうか。

農耕と牧畜のはじまり Q▶  農耕 ･牧畜は、自然環境のどのような変化から
生まれたのだろうか。

　約 1万年前に氷
ひょう

期
き

が終わると地球は温暖化し、自然環境が大きく変化

したため、新
しん

人
じん

は地域ごとの多様な環境に適応していった。そのなかで

もっとも重要だったできごとは、約9000年前の西アジアで、麦の栽培と

ヤギ・羊
ひつじ

・牛などの飼育が始まったことであった。これが農耕・牧畜の

開始である。これにより人類は積極的に自然環境を改変する能力を身に

つけ、食料を生産する生活を営みはじめた。人類史は、狩
しゅ

猟
りょう

・採集を中

心にした獲得経済から、農耕・牧畜による生産経済に移るという重大な

変革をとげたのである。その結果、人口は飛躍的に増え、文明誕生の基

礎が築かれた。

　農耕・牧畜が始まると、人類は集落に住み、織物や土器をつくり、ま

た石
いし

斧
おの

・石
いし

臼
うす

などの磨
ま

製
せい

石器を用いた。新石器時代の始まりである。こ

→p.6

→p.5

農耕・牧
ぼく

畜
ちく

が始まると、大
たい

河
が

流域を中心にエジプト文明・メソポタミア文明・インダス
文明・中国文明などが栄えた。アメリカ大陸中・南部にも独自の古代文明が生まれた。

文明の成立と古代文明の特質

Q▶  各地の古代文明はどのような特徴をもっていたのだろうか。また、それらに共通する特質は何だろうか。

第1章

農耕をおこなう男女 牡
お

牛
うし

に犂
すき

を
牽
ひ

かせて土地を耕す男性と、その
後に続いて種をまく女性。前1200

年頃のエジプトの壁
へき

画
が

より。

彩文土器　赤・黒・茶などの
彩色文様をつけた土器。良質
の粘土を用いて器体が薄く、
メソポタミアを中心に東西に
伝
でん

播
ぱ

した。

磨製石器　新石器時代を特徴
づける、砂や砥

と

石
いし

で磨いた石
器。写真は磨製石

せき

斧
ふ

で、マル
タ島出土のもの。
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191．文明の誕生

5

10

15

20

のような初期農耕民の新石器文化は、アジア・ヨーロッパ・アフリカの

各大陸に広がった❶。

文明の誕生 Q▶  文明が生まれるためには、どのような条件が必要だったのだ
ろうか。

　初期の農耕は雨水だけに頼り、ま

た肥料を用いない方法がとられてい

たため、収穫が少なく、耕地も替え

ていかなくてはならなかった。しか

し、メ
Mesopotamia

ソポタミア❷をはじめとする

地域で灌
かん

漑
がい

農業が始まると、食料生

産が発達してより多くの人口をやし

なうことが可能になり、多数の人間

を統一的に支配する国家という仕組みが生まれた。こうしてナイル川 、

ティグリス川・ユーフラテス川 、インダス川 、黄
こう

河
が

・長
ちょう

江
こう

などの流域に

文明が誕生し❸、やや遅れてアメリカ大陸 にも独自に文明が形成された。

　こうした文明においては、宗教や交
こう

易
えき

の中心である都市が生まれ、支

配する人とされる人とのあいだに階級の差が生じた。また、武器や工具

などの金属器がつくられ、多くの文明では政治や商業の記録を残すため

の文字も発明された。文字の使用によって、人類は過去の記録を参考に

将来に備え、複雑で抽
ちゅう

象
しょう

的
てき

な思考をすることもできるようになった。こ

こから人類史は、歴史時代に入っていった。さらにそれぞれの文明は、

その地域の自然環境によって様々な特色をみせた❹。

❶アメリカ大陸には「新石器
時代」という時代区分は用い
られないが、農耕は古くから
おこなわれていた。

❷ギリシア語で「川と川のあ
いだ」という意味で、ティグ
リス川とユーフラテス川に挟

はさ

まれた地域（ほぼ現在のイラ
クにあたる）をいう。

→p.23

→p.20 →p.28 →p.31

❸アフリカでは、ナイル川の
ほかにも西アフリカのニジェ
ール川、中央アフリカのコン
ゴ（ザイール）川、南部アフリ
カのザンベジ川の流域で、そ
れぞれ古くから農耕がおこな
われていた。

→p.35

❹16世紀頃にはじまる「世界
の一体化」（→p.161）の以前に
も、世界各地では言語や宗教
を共通の基

き

盤
ばん

として、独自の
特徴をもつ文化的なまとまり
が形成されていた。本書では、
こうしたまとまりを「東アジ
ア世界」「地中海世界」などの
表現を用いて示している。

おもな古代文明とその遺跡

ユーフラテス川沿岸の灌漑水路を表した
粘
ねん

土
ど

板（前17世紀）

長

黄
河 りゅうざん

竜山

ぎょうしょう
仰韶

いんきょ
殷墟

江
ハラッパー

モエンジョ＝ダーロ

メンフィス

ナ

ル
イ

川

テーベ
ウル
バビロン
ニネヴェ

テオティワカン チチェン＝イツァ

アステカ文明

マチュ＝ピチュ クスコ

インカ文明

イ　ン　ド 洋洋

マヤ文明
エジプト文明

インダス文明

中国文明
メソポタミア文明

ユーフラテス川

コンゴ（ザイール）川

ニジェール川

ザンベジ川

インダス川インダス川

ティグリス川ティグリス川

太

平

洋

太

平

洋

大

西

エーゲ文明

赤道
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詳説世界史 p.20～28 
第Ⅰ部 諸地域の歴史的特質の形成 
第１章 文明の成立と古代文明の特質 

２ 古代オリエント文明とその周辺 
 
【Q 古代オリエント文明は、世界の歴史にどのような影響を与えたのだろうか。】 
 
オリエントの風土と人々 
Q オリエントの風土は、その文明の特質とどのような関係にあるのだろうか。 
 
  オリエント  ：ヨーロッパからみた「日ののぼるところ、東方」 

西アジアからエジプトにかけての地域 
ティグリス川 
ユーフラテス川 
ナイル川など大河の流域 
 …定期的な増水を利用した灌漑農業 
  高度な文明が発達 
 
  メソポタミア   
 ティグリス川・ユーフラテス川流域 
 →周辺からセム語系・インド＝ヨーロッパ語系の遊牧民が富を求めて移住→興亡を繰り返す 
  エジプト  
 砂漠と海に囲まれた地形…ナイル川のめぐみを享受 
 →エジプト語系の人々…長期にわたる高度で安定した文明 
 
  シリア・パレスチナ地方   
 メソポタミア・エジプト両地方を結ぶ位置 
 →メソポタミアと「肥沃な三日月地帯」を形成 
  …小麦・オリーヴ栽培 
 →セム語系の人々…地中海・内陸交易で活躍  
オリエントの社会・文化の特色 
 大河を利用した治水・灌漑 
  …宗教の権威による強力な  神権政治   
 →独自の信仰生活と文化の誕生 
 
  地中海  地域の特色 
 地中海の役割…オリエントの西方に位置：重要な交通路 

→周辺に１つの文化的なまとまりを形成 

オリエントの風土と人々
オリエント：ヨーロッパからみた「日ののぼるところ、東方」

西アジアからエジプトにかけての地域
ティグリス川
ユーフラテス川
ナイル川など大河の流域
…定期的な増水を利用
した灌漑農業
高度な文明が発達

１－２ 古代オリエント文明とその周辺

古代のオリエント

 22 / 1133 
 

 風土と生業 
  沿岸部…都市を中心に文明が発達 
  山がちな陸地…夏：暑く乾燥、冬：少量の降雨 
      →大河・肥沃な大平野にめぐまれない 
       土壌：やせた石灰岩質 
 生業…果樹栽培（オリーヴ・ブドウ）・牧畜（ヤギ・羊） 
 
Q オリエントの風土は、その文明の特質とどのような関係にあるのだろうか。 
乾燥地域が多く、大河の氾濫を利用した大規模な治水・灌漑をおこなうために、宗教の権威による強力 
な王権が生まれた。 
 
 

 
  

28 29



 11 / 88 
 

B 問題 
詳説世界史 p.18～36 

第 1 章 文明の成立と古代文明の特質 
 
第 1 問 つぎの会話文を読み、下の問いに答えよ。 
先 生：今日は文字から世界史を学ぶことにしましょう。知っている文字には何がありますか。 
生 徒：ひらがな、カタカナ、漢字、①アルファベット、ハングル、②ヘブライ文字……。 
先 生：いいですね。世界には様々な文字がほかにもあります。 
生 徒：先生、文字は普段何気なく使っているもので、コミュニケーションをとるうえでは大変重要なも

のですが、どのようにして文字は誕生したのでしょうか。 
先 生：いい疑問ですね。文字は言語を記録する手段として発明されたもので、徴税記録や王統の記録な

ど国家権力にとって必要なものでした。しかし、世界には未だに解読されていない文字もありま

す。たとえば( i )文明の線文字 A やインダス文明のインダス文字が未解読の文字としてあげ

られます。 
生 徒：文字が解読されていないということはその文明の詳細がわかっていないということですか。 
先 生：その通りです。解読が進めば新たな歴史の扉が開いていくので、今後に期待ですね。さて、今日

は前回の授業で予告した通り、世界史かるたをつくります。 
生 徒：先生、考えてきました。みてください。 
 
文字札 1        文字札 2        絵札 1         絵札 2 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
問 1 会話文中の下線部①について、アルファベットの原型となった文字として正しいものを、つぎのア

～エから 1 つ選べ。【知識・技能】 
   ア．アラム文字  イ．アラビア文字  ウ．フェニキア文字  エ．ソグド文字 
 
問 2 会話文中の下線部②について、ヘブライ人は選民思想や救世主の出現を待望する信仰を生み出した

が、その信仰を生み出すに至った経緯を説明せよ。【思考・判断・表現】 
 
問 3 会話文中の空欄( i )について、( i )文明にもっとも関連する資料 1・2 と資料から読み取れる

事柄 X・Y との組合せとして正しいものを、下のア～エから 1 つ選べ。【思考・判断・表現】 

最
古
文
字 

葦
で
刻
ま
れ
た 

粘
土
板 

解
読
へ 

一
役
買
っ
た 

ギ
リ
シ
ア
文
字 
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詳説世界史 p.18～36 
 

第 1 章 文明の成立と古代文明の特質 

 

  Ａ 十分満足 Ｂ おおむね満足 Ｃ 努力を要する 

知
識
・
技
能 

各地の古代文明の特徴と、

それらに共通する特質につ

いて総合的にとらえて理解

しているとともに、複数の

資料から情報を適切かつ効

果的に調べまとめる技能を

身につけている。 

各地の古代文明の特徴と、

それらに共通する特質につ

いて理解しているととも

に、複数の資料から情報を

調べまとめる技能を身につ

けている。 

各地の古代文明の特徴と、そ

れらに共通する特質につい

ての理解や、資料から情報を

調べまとめる技能が十分に

身についていない。 

思
考
・
判
断
・
表
現 

各地の古代文明の特徴と、

それらに共通する特質に関

わる諸事象の意味や意義な

どを、時期や年代、推移、比

較、相互の関連や現代世界

とのつながりなどに着目

し、資料を通して読み取れ

る情報から多面的・多角的

に考察し、表現している。 

各地の古代文明の特徴と、

それらに共通する特質に関

わる諸事象について、資料

を通して読み取れる情報か

ら多面的・多角的に考察し、

表現している。 

各地の古代文明の特徴と、そ

れらに共通する特質に関わ

る諸事象について、資料の読

み取りが不十分で、適切な考

察にもとづき表現していな

い。 

主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度 

各地の古代文明の特徴と、

それらに共通する特質につ

いて、みずから関心をもっ

て学習に取り組み、振り返

りを効果的に活用し、課題

を主体的に探究しようとし

ている。 

各地の古代文明の特徴と、

それらに共通する特質につ

いて、みずから関心をもっ

て学習に取り組み、振り返

りを活用し、課題を探究し

ようとしている。 

各地の古代文明の特徴と、そ

れらに共通する特質につい

て、学習への取り組みが不十

分で、振り返りを活用できて

いない。 

 

  

詳
説
世
界
史

関
連
教
材

⚫教科書の章ごとに構成されています。
⚫小問ごとに観点別評価を明記しています。
⚫様々なパターンの出題形式を用意しています。

⚫�準拠テスト例に対応した「ルーブリック（評
価規準表）例」を収録しました。

　A・B・Cの具体的な規準を例示しています。

　〈１章ごとにA4約10枚収録〉
⓫準拠ノート   PDF   Word❿準拠テスト例  Word

⓬白地図集  JPEG

⚫『詳説世界史整理ノート』の紙面データは、PDFとWordの2種類を収録しました。
　※PDFデータには、一部を除き写真も掲載しています。

⚫�プリントなどの作成に便利な白地図データは、プリント用・黒板用の2種類を収録しました。
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第２章 中央ユーラシアと東アジア世界 

１ 中央ユーラシア――草原とオアシスの世界 

教 p.37～40 

▶１ 中央ユーラシアの風土 

 ① 中央ユーラシア（内陸アジア）……乾燥地帯・大陸性気候（寒暖差大きい） 

  ⓐ 北半：広大な草原（黒海北岸～モンゴル高原）……遊牧民の活動  周辺諸勢力との多様な関係 

  ⓑ 南半：砂漠地帯（オアシスの点在）……オアシス定住民の活動 

▶２ 遊牧民の社会と国家 

 ① 遊牧民……遊牧・狩猟（草原地帯を季節的に移動） 

  ⓐ 家畜（羊・ヤギ・馬・牛・ラクダなど）の飼育……食料：乳製品・肉類、衣服：毛皮中心 

  ⓑ 住居……ゲル（パオ、フェルト製の移動式天幕） 

 ② （１ 騎馬遊牧民     ）の登場（前９～前８世紀）……世界史に大きな影響 

  ⓐ 騎馬技術（青銅製の馬具・武器使用）→機動性にすぐれた軍事力→定住農耕地帯への侵入 

  ⓑ 遊牧国家の形成……部族集団の連合により成立――統率力をもつ強力な君主の出現 

  ⓒ 東西交易や文化交流に貢献……「（２ 草原  ）の道」を利用 

▶３ スキタイと匈奴 

 ① 遊牧国家の出現 

  ⓐ （３ スキタイ    ）（前７世紀頃）……最初の遊牧国家――黒海北岸の草原地帯を支配 

  ⓑ 中央ユーラシア東部の遊牧国家（前３世紀以降）←スキタイの影響 

      月氏（タリム盆地東部）・（４ 匈奴  ）（モンゴル高原） 

 ② 匈奴の台頭……単于のもとに遊牧国家形成 

  ⓐ ［５ 冒頓単于    ］の出現（位前 209～前 174） 

      月氏を甘粛から駆逐（→大月氏）→中央アジアのオアシス地帯支配 

      漢の高祖を破る→のち武帝の反撃（匈奴を北方に撃退） 

  ⓑ 匈奴の東西分裂（前１世紀半）→南北分裂（後１世紀半）→北匈奴、西方へ移動 

 ③ ユーラシア東西の大変動（後３世紀以降） 

  ⓐ 東部……（６ 鮮卑  ）などの「五胡」、華北に進出→政権樹立（五胡十六国） 

  ⓑ 西部……（７ フン  ）人の西進・圧迫→ゲルマン人の大移動 

▶４ オアシス民の社会と経済 

 ① オアシス都市の発達 

  ⓐ 乾燥した砂漠・草原地帯→オアシスの利用〈カナート（カレーズ）〉→定住生活 

  ⓑ 独立した生活・経済圏……都市部と周辺農村部（集約的な灌漑農業）からなる 

 ② 手工業生産・隊商交易の拠点として繁栄……「（８ オアシス    ）の道」 

  ⓐ 東部……（９ タリム   ）盆地周縁部――敦煌・クチャ（亀茲）・ホータン（于闐） 

  ⓑ 西部……（10 ソグディアナ      ）――ブハラ・サマルカンド 

 ③ 遊牧国家とオアシス都市……敵対的（略奪・支配）←→互恵的（交易・隊商路の安全保障） 

 ④ 遊牧国家（匈奴など）と周辺帝国（漢など）の抗争……オアシス都市（東西交易の利）支配をめぐ

る 
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第2章 中央ユーラシアと東アジア世界

		 中央ユーラシアの風土
　❶　中央ユーラシア（内陸アジア）……乾燥地帯・大陸性気候（寒暖差大きい）
　　ⓐ　北半：広大な草原（黒海北岸〜モンゴル高原）……遊牧民の活動　
　　ⓑ　南半：砂漠地帯（オアシスの点在）……オアシス定住民の活動
		 遊牧民の社会と国家
　❶　遊牧民……遊牧・狩猟（草原地帯を季節的に移動）
　　ⓐ　家畜（羊・ヤギ・馬・牛・ラクダなど）の飼育……食料：乳製品・肉類、衣服：毛皮中心
　　ⓑ　住居……ゲル（パオ、フェルト製の移動式天幕）
　❷　（　　　　　　　　 ）の登場（前 ９〜前 ８世紀）……世界史に大きな影響
　　ⓐ　騎馬技術（青銅製の馬具・武器使用） → 機動性にすぐれた軍事力 → 定住農耕地帯への侵入
　　ⓑ　遊牧国家の形成……部族集団の連合により成立　　統率力をもつ強力な君主の出現
　　ⓒ　東西交易や文化交流に貢献……「（　　　　 ）の道」を利用
		 スキタイと匈奴
　❶　遊牧国家の出現
　　ⓐ　（　　　　　　　）（前 ７世紀頃）……最初の遊牧国家　　黒海北岸の草原地帯を支配
　　ⓑ　中央ユーラシア東部の遊牧国家（前 ３世紀以降） ← スキタイの影響
　　　　　　月氏（タリム盆地東部）・（　　　　 ）（モンゴル高原）
　❷　匈奴の台頭……単

ぜん

于
う

のもとに遊牧国家形成
　　ⓐ　［　　　　　　　 ］の出現（位前20９〜前174）
　　　　　　月氏を甘粛から駆逐（→大月氏） → 中央アジアのオアシス地帯支配
　　　　　　漢の高祖を破る → のち武帝の反撃（匈奴を北方に撃退）
　　ⓑ　匈奴の東西分裂（前 1世紀半） → 南北分裂（後 1世紀半） → 北匈奴、西方へ移動
　❸　ユーラシア東西の大変動（後 ３世紀以降）
　　ⓐ　東部……（　　　　　）などの「五胡」、華北に進出 → 政権樹立（五胡十六国）
　　ⓑ　西部……（　　　　　）人の西進・圧迫 → ゲルマン人の大移動
		 オアシス民の社会と経済
　❶　オアシス都市の発達
　　ⓐ　乾燥した砂漠・草原地帯 → オアシスの利用〈カナート（カレーズ）〉 → 定住生活
　　ⓑ　独立した生活・経済圏……都市部と周辺農村部（集約的な灌

かん

漑
がい

農業）からなる
　❷　手工業生産・隊商交易の拠点として繁栄……「（　　　　　　）の道」
　　ⓐ　東部……（　　　　 ）盆地周縁部　　敦

とん

煌
こう

・クチャ（亀
き

茲
じ

）・ホータン（于
う

闐
てん

）

　　ⓑ　西部……（　　　　　　　　）　　ブハラ・サマルカンド
　❸　遊牧国家とオアシス都市……敵対的（略奪・支配）   互恵的（交易・隊商路の安全保障）
　❹　遊牧国家（匈奴など）と周辺帝国（漢など）の抗争……オアシス都市（東西交易の利）支配をめぐる

1 中央ユーラシア――草原とオアシスの世界 � 教 p.37〜40
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周辺諸勢力との多様な関係
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問題ごとに【知識・技
能】【思考・判断・表
現】【主体的に学習に
取り組む態度】のいず
れに相当するのかを
示しています。
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1　西ヨーロッパの封建社会とその展開　　87

	 2	十字軍とその影響 

⑴十字軍の背景…西ヨーロッパ封
ほう

建
けん

社会の安定と成長
ⓐ（　13　）制の普及、犂

すき

・水車の改良など農業技術の進歩
→この時期は気候も温暖で、人口が飛躍的に増大

ⓑ西ヨーロッパの拡大…�修道院を中心とする（　14　）運動、オランダの干拓、
（　15　）川以東への東方植民、（　16　）半島の国土
回復運動、巡礼の流行

　　　　　　　　　　→最大規模のものが十字軍
ⓒ十字軍提唱…イェルサレムを支配するセルジューク朝が（　17　）に進出

→�ビザンツ皇帝の救援要請
→教皇（　18　）が（　19　）会議を招集し、聖地回復の聖戦提唱（1095）

⑵十字軍の経過

⑶十字軍の影響…中世の西ヨーロッパ世界の転換点となる
ⓐ宗教面…失敗により教皇権がゆらぎ、宗教的情熱が冷める
ⓑ政治面…諸

しょ

侯
こう

や（　26　）が没落←→遠征を指揮した国王の権威が高まる
ⓒ経済面…都市・交通の発達→地中海で（　27　）貿易が発達

十字軍はその後の西ヨーロッパにどのような影響を与えたのだろうか。

ロンドン

第3回

第1回

第4回

第6回

第7回

リヨン
ジェノヴァ

ウィーン

ローマ
セルジューク朝
　（1038～1194）

黒　海

ビザンツ帝国

アイユーブ朝（1169～1250）

ムラービト朝（1056～1147）
ムワッヒド朝（1130～1269）

地

中
海

大　西　洋

ラテン帝国の領域

イスラーム勢力の
地域

十字軍の遠征路
第1回（1096～99）
第3回（1189～92）
第4回（1202～04）
第6回（1248～54）
第7回（1270）

アラゴン

リスボン

ドイツ騎士団領

神聖ローマ帝国

マルセイユ
ポ
ル
ト
ガ
ル

カ
ス
テ
ィ
リ
ャ

ファーティマ朝（909～1171）

レコンキスタ
ドイツの東方植民

ルベ
川

エ

（　c　）

（　 f　）

（　b　）

（　a　）

（　d　）

（　e　）

回 年　代 結　果
１ 1096～99 聖地を回復→（　20　）王国を建設
２ 1147～49 イスラームが勢力を回復したことに対して結成
３ 1189～92 独帝・仏王・英王が参加→�アイユーブ朝の（　21　）と交戦、

聖地奪回は成功せず
12世紀―ドイツ騎士団などの（　22　）が結成され、巡礼者の保護などで活躍
４ 1202～04 教皇（　23　）が提唱、（　24　）商人の要求でコンスタンテ

ィノープル攻略→（　25　）帝国（1204～61）建国
５ 1228～29 独帝の交渉で聖地を一時回復
６ 1248～54 仏王がエジプトを攻撃→失敗
７ 1270　　 仏王がチュニスを攻撃→失敗
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86　　第7章　ヨーロッパ世界の変容と展開

	 1	教会の権威 

⑴ローマ＝カトリック教会…西ヨーロッパ世界全体に普遍的権威をおよぼす
⑵（　1　）組織…聖職者の序列を定めるピラミッド型の組織
⑶教会・聖職者の世俗化
ⓐ大司教・修道院長…荘

しょう

園
えん

をもつ大領主
ⓑ�教会…�農民から（　4　）税を徴収、教

会法にもとづく裁判権をもつ
ⓒ�皇帝・国王などの世俗権力が俗人を聖
職者に任命→（　5　）などの弊害

⑷教会の改革運動
ⓐ（　6　）修道院…�フランス中東部、10

世紀以降に改革運動
ⓑ教皇（　7　）…聖職売買や聖職者の妻帯を禁じ、聖職叙

じょ

任
にん

権
けん

の奪回をめざす
（　8　）闘争…ドイツ国王（のち神聖ローマ皇帝）（　9　）と対立
（　10　）の屈辱（1077）…改革を無視する国王を破門→（　9　）が謝罪

⑸教皇の指導権確立
ⓐ（　11　）協約（1122）…教皇と皇帝が妥協し、叙任権闘争が終結
ⓑ教皇権の絶頂…13世紀、（　12　）の時代

図  カノッサの屈辱
Ｑ▶ なぜハインリヒ４世は謝罪せねばならなかった

のだろうか。

Ａ▶

中世の西ヨーロッパでは、なぜローマ＝カトリック教会が普遍的な権威をふるっ
たのだろうか。

教皇庁

　　　  区

司教区

教 区

修道院長

教皇

司 教

・

（  3  ）

（  2  ） （  2  ）

 117～136頁ヨーロッパ世界の変容と展開第	7	 章

西ヨーロッパの封建社会とその展開1  117～122頁

十字軍をきっかけにして、西ヨーロッパにはどのような変化が生まれたのだろうか。
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第2章 中央ユーラシアと東アジア世界
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		 スキタイと匈奴
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　　ⓐ　（　　　　　　　）（前 ７世紀頃）……最初の遊牧国家　　黒海北岸の草原地帯を支配
　　ⓑ　中央ユーラシア東部の遊牧国家（前 ３世紀以降） ← スキタイの影響
　　　　　　月氏（タリム盆地東部）・（　　　　 ）（モンゴル高原）
　❷　匈奴の台頭……単

ぜん
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う

のもとに遊牧国家形成
　　ⓐ　［　　　　　　　 ］の出現（位前20９〜前174）
　　　　　　月氏を甘粛から駆逐（→大月氏） → 中央アジアのオアシス地帯支配
　　　　　　漢の高祖を破る → のち武帝の反撃（匈奴を北方に撃退）
　　ⓑ　匈奴の東西分裂（前 1世紀半） → 南北分裂（後 1世紀半） → 北匈奴、西方へ移動
　❸　ユーラシア東西の大変動（後 ３世紀以降）
　　ⓐ　東部……（　　　　　）などの「五胡」、華北に進出 → 政権樹立（五胡十六国）
　　ⓑ　西部……（　　　　　）人の西進・圧迫 → ゲルマン人の大移動
		 オアシス民の社会と経済
　❶　オアシス都市の発達
　　ⓐ　乾燥した砂漠・草原地帯 → オアシスの利用〈カナート（カレーズ）〉 → 定住生活
　　ⓑ　独立した生活・経済圏……都市部と周辺農村部（集約的な灌

かん

漑
がい

農業）からなる
　❷　手工業生産・隊商交易の拠点として繁栄……「（　　　　　　）の道」
　　ⓐ　東部……（　　　　 ）盆地周縁部　　敦

とん

煌
こう

・クチャ（亀
き

茲
じ

）・ホータン（于
う

闐
てん

）

　　ⓑ　西部……（　　　　　　　　）　　ブハラ・サマルカンド
　❸　遊牧国家とオアシス都市……敵対的（略奪・支配）   互恵的（交易・隊商路の安全保障）
　❹　遊牧国家（匈奴など）と周辺帝国（漢など）の抗争……オアシス都市（東西交易の利）支配をめぐる

1 中央ユーラシア――草原とオアシスの世界 � 教 p.37〜40

1

周辺諸勢力との多様な関係
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EXERCISE
　�　　中央ユーラシアの自然に関して、地図
中のⓐ〜ⓙの名称を答えよ。

　ⓐ　（　　　　　　　　　　　　　　）高原
　ⓑ　（　　　　　　　　　　　　　　）湖
　ⓒ　（　　　　　　　　　　　　　　）山脈
　ⓓ　（　　　　　　　　　　　　　　）山脈
　ⓔ　（　　　　　　　　　　　　　　）盆地
　ⓕ　（　　　　　　　　　　　　　　）砂漠
　⃝g　（　　　　　　　　　　　　　　）高原
　ⓗ　（　　　　　　　　　　　　　　）川
　ⓘ　（　　　　　　　　　　　　　　）川
　ⓙ　（　　　　　　　　　　　　　　）海

設問

 　　 中央ユーラシアの草原地帯　　　 オアシスの点在する地域

ゴビ砂漠

高原

盆地
砂漠

アラル海

イラン高原

カラコルム山脈

黒海

ヒンドゥークシュ山脈

クンルン（崑崙）山

山脈

脈

ｆ

山脈
ヒ

ヤラマ

ヴォ
ルガ

川

カフカス山脈

海
黄黄
河河

長
江

ヤ
ブ
ロ
ノイ

山
脈

大
興
安
嶺

バルハシ湖
アルタイ山脈

川

川

パミール

ｇ

高原

山
脈

湖  湖  
ｃ

ｂ

i
j

h
ｄ
ｅ

ａ

100　　第7章　ヨーロッパ世界の変容と展開

Ｑ▶	中世ヨーロッパの社会はどのように変化したのだろうか。十字軍を中心に、ここでは①・②・③から
考えてみよう。

①十字軍は教皇権と各国の王権にどのような影響を与えたのだろうか。�

②十字軍以降、ヨーロッパの都市と農村はそれぞれどのように変化したのだろうか。�

③十字軍を含めたイスラームとの交流は、ヨーロッパの文化にどのような変化をもたらしたのだろう
か。�

７章まとめ

� ２　秦・漢帝国　　21
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EXERCISE
　�　　次の史料を読んで、文中の下線部に関する問いに答えよ。

問①　下線部ⓐのような政治制度を何というか。� （　　　　　　　　　　　）
問②　下線部ⓑについて、前 5世紀の後半から、中国は動乱期に入ったが、この時代を何というか。�　（　　　　　　　　　　　）
問③　下線部ⓒのような政治制度を何というか。� （　　　　　　　　　　　）
問④　空欄ⓓは首都名が入るが、何という都市か。� （　　　　　　　　　　　）
問⑤　上記史料は古代中国最大の歴史家の著書からの抜粋である。空欄ⓔに入る歴史家は誰か。� ［　　　　　　　　　　　］

設問

……廷
てい

尉
い

の李斯は、「ⓐ周の文武は、子弟や同族を多数封じ
て、王としました。しかし後世になると、みな皇室と疎遠に
なり、攻撃すること仇

きゅう

敵
てき

のように、またⓑ諸侯同士もたがい
に誅

ちゅう

伐
ばつ

して、周の天子は抑えることができませんでした。い
ま海内は陛下の御

ご

稜
りょう

威
い

に頼って一統し、みな郡県となりまし
た。……天下に異心を抱く者の無いのが安寧の術、諸侯を設
けるのは上策ではありません」と論じた。始皇は、「天下が共
に戦争に苦しみ、安息の日がないのは諸侯王がいるためであ
る。いま宗廟の威霊に頼り、天下が初めて定まったとき、ま

た国を立てるのは、兵をたてると同じ。それで天下の安寧を
求めてもむずかしいことではないか。廷尉の議論が正しい」
と言い、「ⓒ天下を分って三十六郡とし、郡ごとに守・尉・
監を置いた。……天下の武器を出させて（　ⓓ　）に集め、
……また法

ほう

度
ど

・衡
こう

石
せき

・丈
じょう

尺
しゃく

を統一し、車は軌を同じく、文字
は書体を同じくした。
（（　ⓔ　）「秦始皇本紀」〈木村尚三郎監修『世界史資料　上』東
京法令出版〉）

詳
説
世
界
史

関
連
教
材
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⚫自学自習用の書込式ノートです。大学受験なども想定して、様々な要素を取り入れました。
⚫�穴埋め形式で知識を確認するほか、教科書本文の豊富な図版や史資料も盛り込み、学力の
定着を図ります。

⚫授業用の書込式ノートです。様々な授業スタイルを想定して、シンプルな構成にしました。
⚫�左頁では、思考のベースとなる知識を確認します。右頁には自由に書き込めるノート欄と
学習内容を確認する「EXERCISE」コーナーを設けました。

詳説世界史ノート 詳説世界史授業用整理ノート
詳説世界史 詳説世界史

世探704準拠 世探704準拠

章末には、学習内容のまと
めとなる「まとめの問い」を
設けました。

教科書本文・節の「問い」の解答欄を設けています。
左頁では、教科書の内容をわかりやすくまとめています。
穴埋め形式で、重要語句の確認ができます。

右頁は、自由に書き込めるノート欄
と、学習内容を確認する「EXERCISE」
で構成しています。「EXERCISE」には、
図表・地図・史料問題など様々なパ
ターンをご用意しています。

見開き両脇を解答欄としています。

教科書本文の地図や図版、史資料を豊富
に盛り込み、読み解きや論述のポイント
にもなる「問い」を設けました。

ご採用特典として
❶本文テキストデータ（Word）
❷解答あり＆解答なしの書籍紙面データ（PDF）
※書籍紙面データには、許諾上の理由から写真は掲載しておりません。
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PDFWord ご採用特典として
❶本文テキストデータ（Word）
❷解答あり＆解答なしの書籍紙面データ（PDF）
※一部を除き、書籍紙面データにも写真を掲載しています。
をご提供いたします。

PDFWord

※書店店頭での販売は致しません

教科書本文をわかりやすく整理し、
図解も取り入れています。
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38 39南アジアの古代文明

第
Ⅰ
部

第
1
章

詳説世界史 p.28-30

南
ア
ジ
ア
・

東
南
ア
ジ
ア

前6 世紀

南
ア
ジ
ア
・

東
南
ア
ジ
ア

前2600頃～ インダス文明
都市遺跡： モエンジョ =ダーロ、 

ハラッパー
インダス文字（未解読）使用

前1500頃　 アーリヤ人、パンジャーブ地方進入
前1200頃　『リグ =ヴェーダ』成立
前1000頃　 アーリヤ人、ガンジス流域に進入

　ヴァルナ（種姓）の形成
　ヴェーダ文献の成立
　バラモン教の成立

ヴ
ェ
ー
ダ

本
集

リグ =ヴェーダ（神々の賛
さん

歌
か

・最古の歌集）

サーマ =ヴェーダ（古典音楽の基本・詠
えい

歌
か

集）
ヤジュル =ヴェーダ（祭式で唱えられる詞・散文）

アタルヴァ =ヴェーダ（儀式での呪
じゅ

術
じゅつ

・最古の医学書）

ブラーフマナ（祭式の手順など）、 
ウパニシャッド（奥

おう

義
ぎ

）など

副
本
アーユル =ヴェーダ（医学・生命）

ガンダルヴァ =ヴェーダ（音楽・音階）など

世界の古代文明
エーゲ海 オリエント 南アジア 中国 中南米

文
明
発
祥
の

お
お
よ
そ
の
時
期

前5000年頃～ 仰韶文化（黄河）前3000年頃～ シュメール人の 
都市国家 前3300年頃～ 良渚文化（長江）

前2700年頃～ エジプト古王国 前2600年頃～ インダス文明 前2500年頃～ 竜山文化（黄河）
前2000年頃～ クレタ文明 前2000年紀～ アッシリア王国 前2000年頃～ 三星堆文化（長江） 前1200年頃～ オルメカ文明（メキシコ）
前1260年頃～ ミケーネ文明 前1894年頃～ バビロン第一王朝 前1000年頃～ チャビン文化（アンデス）

前10世紀頃～ マヤ文化（ユカタン半島）
後14世紀頃～ アステカ文明（メキシコ）
後15世紀頃～ インカ帝国（アンデス）

各
地
域
の
風
土
と
農
業 ●  夏乾燥・冬少雨

●  土壌はやせた石灰岩質で、
山がちなため大平野にめ
ぐまれず、果樹栽培や牧
畜が営まれる

●  乾燥・高温
●  砂漠や草原が多く、羊や
ラクダの遊牧生活に加え、
大河の流域で定期的な増
水を利用して、灌漑農業
が営まれる

●  季節風の影響により雨季
と乾季が明確

●  雨を利用した稲、乾季には
麦が栽培され、馬や羊の
飼育もともにおこなわれる

●  黄河流域は比較的降水量
が少なく畑作が中心となる

●  長江流域は季節風の影響
により湿潤で、稲作がおこ
なわれる

●  雨水を利用して丘陵・山岳
に都市が築かれ、トウモロコ
シやジャガイモが主食として
生産される

●  馬などの大型家畜が存在し
ない

鉄
器
の
使
用

ミケーネ文明崩壊（前1200年
頃）後の暗黒時代に鉄器の使
用が始まる

インド =ヨーロッパ語族のヒッ
タイト（前17世紀半ば頃～）に
より、鉄器の使用が始まる

アーリヤ人がガンジス川流
域へ移動し（前1000年頃）鉄
器の使用が始まる

春秋時代（前770年～）に鉄
器の使用が始まる

鉄器は使用されなかった
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Mギリシアのオリーヴ畑 M灌漑を利用したティグリ
ス川流域の農業地帯

Mインド西岸（ゴア）の稲作
地帯

M黄河下流域（河南省）の
小麦畑

Mペルーのトウモロコシ畑

南アジアの気候と地形は、どのような文明を生み出したのだろうか。？

2  南アジアの風土と人々 4  アーリヤ人の進入と社会制度

3  インダス文明の形成

Nインダス文字と踊り子　押
おう

印
いん

用の印
章には聖獣や神像がデザインされてい
る。文字は未解読。モエンジョ=ダー
ロ出土の青銅製「踊り子」像は、先住
民の容

よう

貌
ぼう

とされる。（デリー国立博物館蔵）

Pカイバル峠　中央アジアと南アジアを結ぶ標高1000mほど
の峠で、手前がパキスタン側、奥がアフガニスタン方面。前
4世紀後半のアレクサンドロス大王、後10世紀後半のガズ
ナ朝のマフムード、16世紀前半のバーブルなどは、ここを通っ
てインドにはいった。また 5世紀初めの法

ほっ

顕
けん

、 7世紀前半の
玄
げん

奘
じょう

もここを通っている。

Oモエンジョ=ダーロ　「死者の丘」と
いう意味の名称で呼ばれるが、本来の
都市名はインダス文字が未解読で不明
である。上下水道や沐

もく

浴
よく

場
じょう

、道路など
整然と計画されている。地下水位の上
昇にともなう塩害にさらされている。

解説  「ヴェーダ」とは知識の意味で、前1000頃～前500年頃に編
へん

纂
さん

されたバラモン教の聖典。中心となっているのは「サンヒター」（本
集）の 4つで、狭

きょう

義
ぎ

にはこれらを「ヴェーダ」というが、祭官や学
派によって分類化され、現存する文献だけで膨大な量になる。な
かでも『リグ =ヴェーダ』にはイラン・インド共通の古い神話が収
録されており、言語的にもゾロアスター教の「アヴェスター語」と
共通するところが多い。メコン川

スマトラ島

ベンガル湾

ガ

ヤ

プラマプ
トラ川

ル ツン ァンポ

ンジス川

川

イ ン ド 洋 マラッカ海峡

インドシナ半島

川ス
ダ
ン
イ

カイバル峠

山 脈

山崙崑
脈

マ
ヒ

デカン高原

ヤ
ラ

アラビア海

イ　ン　ド

パキスタン
ブータン

バングラデシュ
ムンバイ
（ボンベイ）

コルカタ（カルカッタ）

カンボジア

スリランカ

中国

マレーシア

タイ

ミャンマー

シンガポール

ベトナム
ラオス

ネパール

アフガニスタン
イラン

1000km0

タイ湾

トンキン湾

紅
河

サル
ウィ
ン
川

チ
ャ
オ
プ
ラ
ヤ
川

山山
脈脈

ム
カカララココルル

セイロン島

シンド

パンジャーブ チベット高原チベット高原

ヒンドゥスターン平 原
ヴィンディヤ山脈

西
ガ
ー
ツ
山
脈

マ コ
ロ
マ
ン
デ
ル
海
岸

ラ
バ
ー
ル
海
岸

ヒンド
ゥーク

シュ山
脈

ヒンド
ゥーク

シュ山
脈

100°90°80°

20°

10°

0°

70°60° 110°

30°

マ
レ
ー
半
島

ス
レ
イマン

山
脈

ス
レ
イマン

山
脈

ー
東
ガ

ツ山脈

（
イ
ラ
ワ
デ
ィ
）

エ
ー
ヤ
ワ
ディ
ー
川

0 500km

75°E 90°E

30°N

15°N
ベンガル湾

ガ
ン
ジ
ス
川

イ
ン
ダ
ス
川シンド

パンジャーブ

ハラッパーモエンジョ＝ダーロ

ロータル

カイバル峠

インダス文明の
遺跡分布地域
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前1500年頃
前1000年頃以降
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解説  ヴァルナ（「色」を意味する）は『リグ =ヴェーダ』に由
来し、アーリヤ人が先住民を差別化したことをもとにする。ド
ラヴィダ人で従属した人々をシュードラに位置づけたが、のち
にヴァイシャとともに大衆化され、逆に不可触民（自称ダリト）
への差別が強化された。ジャーティ（出自、帰属集団）は職業
と結びつき、ヴァルナとともに複雑で多様なカーストを構成
してきた。➡p.61

職業の独占・
内婚制・共食

隷属民：被征服民、農牧業従事
平民：商業、農牧・製造業従事

王族・戦士：政治・軍事従事

司祭者：神聖視される

不可触民（ダリット）の職業集団

職業集団

アシュート
（不可触民、ダリット）

シュードラ

ヴァイシャ

クシャトリヤ

バラモン
ヴ
ァ
ル
ナ（
種
姓
制
度
）

ジ
ャ
ー
テ
ィ

地縁・血縁集団

ふ　か しょくみん けが

れいぞくみん

ヴァルナに属さない人々、
汚れとされる職に従事

1  古代文明の成立

Mインドラ　白い巨象に乗り天空を往
来して雷をあやつる神。（西インド、バー
ジャー石窟）

Q  同類の印章がメソポタミアでも
多く発見されているが、このことは
何を示しているのだろうか。

解説  熱帯モンスーン気候では
冬季に弱い乾季となるが、ムン
バイ（旧ボンベイ）では降水量が
極端に少なく、気候区分ではサ
バナ気候となる。夏季に南西の
風、冬季に北東の風が吹き、古
くから海上交易で栄えた。

2・1 南アジアの風土 4・1 ヴェーダの成立 4・2 カースト制度

3・1 インダス文明とアーリヤ人の進入

P綿
めん

花
か

の収穫（デカン高
原）と稲作（カルナータカ
州）　インドの綿花栽培
はデカン地方と西北部地
方が主力である。稲作は
耕作、種

たね

籾
もみ

の散
さん

播
ば

、除
じょ

草
そう

、
脱
だっ

穀
こく

など多様な場面で牛
に依存する伝統農法が
残っている。

北回帰線

南西モンスーン
赤道

北回帰線

赤道

0
月降水量

北東モンスーン

1月 7月

100 200 300 400mm

解説  冬に北東風。夏に吹く南西風は大量の雨をもたらす。

2・2 南アジアのモンスーン

114 115
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明代の中国と隣接諸地域①

14 17 世紀

日
本

日
本

東
ア
ジ
ア

東
ア
ジ
ア

明の制度
　洪武14年（1381）、天下に詔

みことのり

を下して、
賦役黄冊を作成させた。110戸をもって
1里とし、丁糧の多い者10戸を選んで
長とし、残りの100戸を10甲に編成した。
…毎年、里長1人、甲首1人を役にあ
たらせ、 1里・1甲内のことをつかさど
らせ…10年で1巡するようにした。…里
ごとに冊（帳簿・台帳）を編集し…10年
ごとに有司（役人）は、その冊を改定し、
丁糧の増減によって、戸の上下関係を
改めた。…戸部におくる冊は、黄色の
表紙をつけたので、これを黄冊といった。
…ここにおいて、魚鱗図は、縦

たて

糸
いと

として、
土田に関する訴

そ

訟
しょう

の解決に役立ち、黄
冊は、横

よこ

糸
いと

として、賦役の法を確立した。
（江上波夫監修『新訳世界史史料・名言集』山川
出版社より）

1

　父
母
に
孝こ

う

順じ
ゅ
ん

な
れ

2

　目め

上う
え

を
尊
敬
せ
よ

3

　郷
里
に
和わ

睦ぼ
く

せ
よ

4

　子
孫
を
教
訓
せ
よ

5

　

 

お
の
お
の
生せ

い

理り（
生
業
）に

安
ん
じ

6

　

 

非ひ

為い

を
な
す
こ
と
な
か
れ

六り
く

諭ゆ

北虜南倭

14世紀の東アジア

中
国

元

高
麗

紅
巾
の
乱

混乱期倭寇の活動期 収束期

明
の
建
国

（
洪
武
帝
）

ペ
ス
ト
の
流
行

朝
鮮

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸

反元派
vs.
親元派

北朝
vs.
南朝

日
本

1351～66 1368

鎌
倉
幕
府
滅
亡

建
武
の
新
政

室
町
幕
府
成
立

３
代
将
軍

足
利
義
満

南
北
朝
合一

1333 1334 1336 1392

朝
鮮
の
建
国

1392

海
禁
令

1371

（李成桂）

地球規模の
   寒冷化

●自然災害
●飢饉
●疫病の流行 倭寇

カンボジア
インドシナ半島

スマトラ島

南
太　平　洋

シ

ナ

海

東

黄海

シ
ナ

海

シャム（邏羅）
アユタヤ朝

琉球王国

堺

博多

那覇

釡山

（応天府）

北京

南京

安南

広東
福州

ルソン
アユタヤ

パタニ

アチェー マラッカ

ジャンビ
パレンバン

カラパー グレシク

（スマトラ）

朝鮮

マジャパヒト
王国

日本

明

琉球王国への交易ルート
明への朝貢

東南アジア諸国
の朝貢

（1368～1644）

（1392～1910）

詳説世界史 p.150-154明の統治を元代と比較してみよう。？

Q  モンゴルの諸集団が長城
をこえて侵入してくる目的は
何だろうか。
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イ ン ド 洋

カシュガル

トゥルファン

ラサ
デリー

オイラト

ウイグル

チベット

カリカット

コロンボ

明の最大領域
15世紀初めの
永楽帝時代

16世紀半ばの
明の領域
16世紀半ばの
おもな衛所
永楽帝の
モンゴル遠征路

倭寇の侵略地

オイラトの最大領域
（1454年）
オイラトの圧力
女真の圧力
韃靼の領域
韃靼の圧力

明

バイカル湖

カラコルム

沙州

甘州嘉峪関
か よくかん

さんかいかん
女真

朝鮮
日本漢城

鎌倉

京都南京
杭州

寧波
福州

泉州

広州

雲南

交州

ヴィジャヤアユタヤ
アユタヤ朝

チャンパー

マラッカ

パレンバン

スラバヤ

タタール（韃靼）
だったん

　朝

鄭和の艦隊の航海路
航路全体はp.104-105
の「15世紀の世界」
の地図を参照

太  平  洋

南シナ海

黄 河

ベンガル湾

長
江

マジャパヒト

デリー゠
スルタン朝

北京

土木堡

山海関

琉球

小琉球

ニンポー

●

土木の変（1449）

0 1000km

瀋陽

ヴィジャヤナガル

ランサン

カンボジア

スマトラ

ルソン

ジャワ

ボルネオ

朝貢関係

明の制度・
朱子学導入

科挙・朱子学導入

明の支配

明

オイラト モンゴル
女真

琉球

マラッカ

黎朝
アユタヤ朝

日本

朝鮮

1410～24
永楽帝
5 回の遠征

1404
室町幕府の足利義満
勘合貿易開始

O洪
こう

武
ぶ

帝　貧しい農民から
一代で皇帝となり、建国の
功労者を謀

む

反
ほん

の罪で粛
しゅく

清
せい

し
独裁体制をつくった。端

たん

整
せい

な肖像画も伝わっているが、
冷酷さのうかがえるこの肖
像が実相に近いといわれる。

N万
ばん

里
り

の長城 　外敵の侵入にそなえて中国北方に築かれた城壁。すでに戦国時代
から列国によって築かれ、秦

しん

の始
し

皇
こう

帝時代、漢代にさらに延長された。現存する万里
の長城は明代に修築されたもので、西の嘉

か

峪
よく

関
かん

から東の山
さん

海
かい

関
かん

にいたり、秦
しん

漢
かん

時代よ
り南に位置している。

Mコロンブスの旗艦帆船サンタ =マリア号（右）と
鄭和の旗艦宝船（左）の大きさ比較　

P明に献
けん

上
じょう

されたキリン　
鄭和の艦隊が向かったアフリ
カ東海岸のマリンディの使節
は、ソマリ語で「ギリン」とい
う動物を貢

みつぎ

物
もの

として献上した。
聖世にあらわれるとされた麒

き

麟
りん

と発音が似ているため、永
えい

楽
らく

帝は大変喜んだという。

10 0
（単位：m）

元1351 紅
こう
巾
きん
の乱

（
元
）
室
町
時
代 

前
期
倭
寇 

後
期
倭
寇

英
仏
百
年
戦
争

明 

建
国
期

1368 明
みん
建国（首都・南

ナン
京
キン
）

洪
こう
武
ぶ
帝（朱

しゅ
元
げん
璋
しょう
）（位1368～98）

　中書省廃止、六
りく
部
ぶ
の皇帝直属

　魚
ぎょ
鱗
りん
図
ず
冊
さつ
・賦

ふ
役
えき
黄
こう
冊
さつ

　里甲制　
　六
りく
諭
ゆ

　衛所制（兵農一致の兵制）
　一世一元の制

高
麗

1399 靖
せい
難
なん
の役（～1402）

朝
鮮
王
朝

全
盛
期

1402 永
えい
楽
らく
帝（位1402～24）

　鄭
てい
和
わ
の南海遠征

　陳朝大越国（ベトナム）併合
　 5回におよぶモンゴル遠征
　北
ペ キ ン
京遷都（1421）

　内閣大学士設置

1435 正
せい
統
とう
帝（位1435～49、57～64）

1448 鄧
とう
茂
も
七
しち
の乱

エセンの侵入 バ
ラ
戦
争衰

退
期

1449 土
ど
木
ぼく
の変（正統帝とらわれる）

（
北
虜
南
倭
）

1501 ダヤン =ハーン、オルドス侵入 ル
タ
ー
95
カ
条

1517 ポルトガル人、広州付近に来航
1550 アルタン =ハーン、北京包囲
1557 ポルトガル人のマカオ居住を許す

中
興
期
　
　
　

1572 万
ばん
暦
れき
帝（位1572～1620）➡p.125

●張
ちょう
居
きょ
正
せい
の改革（1573～82）

●一
いち
条
じょう
鞭
べん
法
ぽう
が広まる

●  マテオ =リッチ、マカオに来航（1582）
●朝鮮に援軍派遣
●東林派・非東林派の党争

安
土
・
桃
山
時
代
　
　

ユ
グ
ノ
ー
戦
争

1616 ヌルハチ、後
こう
金
きん
建国（首都：瀋

しん
陽
よう
）

江
戸
時
代

1619 サルフの戦い（後金、明を破る）

三
十
年
戦
争

崩
壊
期

1627 崇
すう
禎
てい
帝（位1627～44）

1631 李
り
自
じ
成
せい
の乱

1636 後金、清と改称
1644 李自成、北京を攻略、明滅亡

清

朝
鮮
日
本

ヨ
ー
ロ
ッ
パ

勘合貿易（1404～1547）

豊
臣
秀
吉

 

足
利
義
満

1・1 明の変遷 2・1 明の対外政策

2・3 明初の朝貢世界

地方

皇帝

農民

中央

工
部

刑
部

兵
部

礼
部

戸
部

吏
部

布
政
使（
行
政
）

ふ

　
せ
い

　
し

按
察
使（
司
法
）

あ
ん  

さ
つ

　
し

都
指
揮
使（
軍
事
）

と

　し

　き

　し

六
部（
行
政
）

都
察
院（
監
察
・
司
法
）

五
軍
都
督
府（
軍
事
）

り
く
ぶ

  

と  

と
く  

ふ

内
閣
大
学
士

六
諭
明
律

魚
鱗
図
冊

賦
役
黄
冊

里甲制 衛所制

M魚
ぎょ

鱗
りん

図
ず

冊
さつ

　明代に整備
された土地台帳。

Q  明初の統治の特徴は何だ
ろうか。

解説  「六諭」は民衆教化のため、
1397年に洪

こう

武
ぶ

帝が公布した教訓。
里
り

老
ろう

人
じん

と呼ばれる村の有徳者が、
月に 6度木

もく

鐸
たく

を叩きながらこれ
を唱えて里甲をまわった。

1・2 明の政治の仕組み

1  明初の政治 2  明朝の朝貢世界

Mアルタン = ハーン（1507頃～
82）　16世紀半ば、モンゴル勢
力を統率したアルタンは明と対
立するようになり、一時北

ペ キ ン

京を
包囲した。また、チベット仏教
の教主に「ダライ =ラマ」の称
号をおくって関係を強化した。

2・2 鄭和の遠征 Q  このような大艦隊を率いた遠
征の目的は何だったのだろうか。

O永
えい

楽
らく

帝　明の第 3代皇
帝。洪武帝の第 4子で燕

えん

王
おう

として北
ほく

平
へい

（北
ペキン

京）で防備
にあたっていたが、甥の建
文帝が諸王抑圧策をとった
のに対抗して挙兵し（靖

せい

難
なん

の役
えき

）、帝位を奪い即位した。

解説  明は洪
こう

武
ぶ

帝以後、漢民族による中華帝国の再
編をめざして海禁政策をとり、冊

さく

封
ほう

・朝貢体制をし
いた。永

えい

楽
らく

帝は鄭
てい

和
わ

など宦
かん

官
がん

を各地に派遣し、各国
と朝貢関係を結んだが、永楽帝の死後、オイラトや
モンゴルが長城をこえてしばしば侵入（北

ほく

虜
りょ

）、沿岸
地域では密貿易が増加し後期倭寇（南

なん

倭
わ

）に発展した。

皇帝
【北京】

【寧波】

皇帝の代替りごとに
100通の本字勘合
1通の日字底簿を賜与

商人

勘合確認

勘合確認

上
表
文
・
朝
貢
品

付搭品 付搭品
商人

商人
付搭品
（唐物） 利益

勅
書
・
頒
賜
品

勘合
北京
底簿

寧波
底簿

勘合・上表文
朝貢品・付搭品

滞
在
費
は
明
が
負
担

将軍 =国王
【京都】
勅
書
・
頒
賜
品
・
抽
分
銭

勘
合
・
朝
貢
品ち

ゅ
う
ぶ
ん
せ
ん

からもの
ふ 　   とう ひん

ち
ょ
く
し
ょ

は
ん

　
し

　

 

ひ
ん

ニンポー

O張
ちょう

居
きょ

正
せい

（1525～82）　万
ばん

暦
れき

帝のもと、行財政改革を断行
し財政赤字を解消、徴税の簡
素化である一

いち

条
じょう

鞭
べん

法
ぽう

を定着さ
せた。また外政ではモンゴル
のアルタン = ハーンと和議を
結び、北辺の脅威を除いた。

解説  賦役黄冊とは戸籍・租税台帳で、洪武
帝が里甲制の施行とあわせて作成させた。史
料からは里甲制・賦役黄冊・魚鱗図冊は相互
に密接に関連していることがうかがえる。

N皮
ひ

弁
べん

冠
かん

　中
国皇帝から冊
封下の琉球に
授与された冠。

オイラト

明

【北虜】

【南倭】
モンゴル

エセン アルタン＝ハーン

土木の変 北京包囲

前期倭寇
（日本人中心）

後期倭寇
（中国人中心）

15世紀 16世紀

15501449

14世紀

16世紀

O足
あし

利
かが

義
よし

満
みつ

と勘
かん

合
ごう

貿易　明朝は1371年に南朝の懐
かね

良
よし

親王を「日本国
王」として冊

さく

封
ほう

しており、足利義満が1380年「日本国征夷将軍源義満」
の名で交渉するも天皇の家臣とは交渉しないとして入貢を拒んだ。
1394年義満は太

だ

政
じょう

大臣を辞して出家し、天皇の臣下をはなれて1401
年に明に使節を送り「日本国王」に冊封された。返礼の使者を送っ
た時には建文帝に代わって永楽帝が皇帝となっていたが、1404年、
勘合貿易が始まり、義満は明の要請により倭寇を鎮圧した。

Q  永楽帝が「キリン」の
献上を喜んだ背景を、即位
の経緯から推測してみよう。

2・4 アジア海域で活躍した琉球王国 9

第
1
章

文
明
の
成
立
と
古
代
文
明
の
特
質
（2）

❶　神権政治

❷　アムル人

❸　カッシート人

❹　ミタンニ王国

❺　粘土板

❻　クフ王

❼　テーベ

❽　ミイラ

❾　シャンポリオン

❿　測地術

ⓐ　〔　　　　　　〕
ⓑ　〔　　　　　　〕
ⓒ　〔　　　　　　〕
ⓓ　〔　　　　　　〕
ⓔ　〔　　　　　　〕
ⓕ　〔　　　　　　〕
ⓖ　〔　　　　　　〕
ⓗ　〔　　　　　　〕
ⓘ　〔　　　　　　〕
ⓙ　〔　　　　　　〕

⑩
③
⑤
①
⑥
④
⑦
⑧
②
⑨

シドン

次の地図中のⓐ～ⓙの都市の名称を、下記の語群から選べ。

① イェルサレム　　② ウル　　③ ダマスクス　　④ テーベ　　
⑤ ティルス　　　　⑥ テル = エル = アマルナ　　 ⑦ ニネヴェ　　
⑧ バビロン　　　　⑨ ペルセポリス　　　　　　 ⑩ ボアズキョイ（ハットゥシャ）

［
語
群
］

□ 	❶ オリエント社会に出現した、宗教の権威によって統治する
強力な政治を何というか。

□ 	❷ 前 19 世紀初めにバビロン第 1 王朝を建設した、セム語系
民族を何というか。

□ 	❸ ザグロス山脈方面から南メソポタミアに侵入して、バビロ
ン第 1 王朝滅亡後のバビロニアを支配した民族を何というか。

□ 	❹ 前 2 千年紀後半、北メソポタミアに成立し、西方のシリア
に領土を広げ、のちヒッタイトに服属した国家は何か。

□ 	❺ シュメール人が創始した楔形文字は、どのような書写材料
に刻まれたか。

□ 	❻ ギザの 3 大ピラミッドのなかで最大のものは、古王国第 4
王朝の何という王によって建造されたものか。

□ 	❼ エジプトの中王国・新王国時代における政治の中心地はど
こか。

□ 	❽ 霊魂不滅の思想から、古代エジプトでは死体を長く原形保
存したが、これを何というか。

□ 	❾ ロゼッタ = ストーンをもとに神聖文字を解読したフランス
人は誰か。

□ 	❿ ナイル川氾濫後の土地復元のために発達した技術で、幾何
学の起源とされるものを何というか。
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8

第 1章 文明の成立と古代文明の特質（2）
 オリエントの風土と人々～エジプトの統一国家2 p.20-24教教

1 2ⓐ ⓑ

3 4ⓐ ⓑ

5 6 7ⓐ

ⓑ 8 9

10 11 12

13 14 15

16 17 18

19 20

□ 1  メソポタミア下流域に、もっとも早く都市国家を形成した民族を何というか。
□ 2  ⓐⓑ上記 1 の都市国家のうち、代表的なものを 2 つあげよ。
□ 3  上記 1 を征服し、メソポタミア最初の統一国家をつくったセム語系民族を何というか。
□ 4  ⓐバビロン第 1王朝の第 6 代の王で、全メソポタミアを支配したのは誰か。
　　　ⓑこの王が定めた法典の原則を答えよ。
□ 5  アナトリアのボアズキョイを拠点として活動し、早くから鉄器を使用していたインド =

ヨーロッパ語系の民族を何というか。
□ 6  上記 1 の民族が創始した象

しょう

形
け い

文字を何というか。
□ 7  ⓐ上記 1 の時代に始まり、バビロニアで確立した暦を何というか。
  ⓑ同じく、角度・時間の単位となり、度

ど

量
りょう

衡
こ う

の基準となった記数法を何というか。
□ 8  古代ギリシアの歴史家ヘロドトスが残した、古代エジプト文明の特徴を示す名言を記せ。
□ 9  ｢大きな家」という意味をもつ、古代エジプトの専制君主のことを何というか。
□ 10 エジプト古王国時代の政治の中心地はどこか。
□ 11  古王国時代につくられた代表的建造物で、王の絶大な権力を象徴するものは何か。
□ 12 中王国時代の末期に、馬と戦車の優位でシリア方面から流入した遊牧民を何というか。
□ 13 エジプト人の宗教は多神教であったが、その中心となった太陽神を何というか。
□ 14 テーベの守護神アメンなどの従来の神々の崇拝を禁止して、アテンの一神教を強制し、

アクエンアテンとみずから改名した第 18 王朝の王は誰か。
□ 15 上記 14 の王は、都を中部エジプトのどこに定めたか。
□ 16 古代エジプト人の死後の世界の案内書で、その来

ら い

世
せ

観を知るのに貴重な絵文書を何とい
うか。

□ 17 古代エジプト人が使用した象形文字で、碑文や墓室・石棺に刻まれたものを何というか。
□ 18 上記 17 の解読のきっかけとなった、ナポレオンのエジプト遠征中にナイル川デルタで

発見された遺物を何というか。
□ 19 古代エジプトで紙として使用された、カヤツリ草の一種を何というか。
□20 ナイル川の定期的氾

は ん

濫
ら ん

をもとにして、古代エジプト人が作成した暦を何というか。

シュメール人 ウル ウルク（順不同）

アッカド人 ハンムラビ王 復讐法

ヒッタイト人 楔形文字 太陰暦

六十進法 「エジプトはナイルのたまもの」 ファラオ

メンフィス ピラミッド ヒクソス

ラー アメンヘテプ 4世 テル =エル =アマルナ

「死者の書」 神聖文字（ヒエログリフ） ロゼッタ =ストーン

パピルス 太陽暦
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詳
説
世
界
史

関
連
教
材

⚫�『詳説世界史』（世探704）に準拠した図録です。教科書の章・節に
沿って構成されています。
⚫�巻頭にまとめた「同時代の世界」で時間軸と空間軸を整理！世界地図、
年表、関連資料で、時期ごとの世界の変化やつながりを確認できます。
⚫�文字資料の点数を増やし、各資料に読み解く視点を示す問いをつけました。
⚫�より分かりやすいデザインにリニューアル！レイアウトも見直し、図
版を大きく掲載しています。

⚫�『詳説世界史』（世探704）の内容を81テーマに分け、1テーマにつき
見開き2ページでまとめたテスト集です。
⚫�左頁の「10分間テスト」で基礎的な用語を確認し、右ページの
「advanced」（発展問題）と「exercise」（図版・地図問題など）で理
解の定着をはかります。
⚫�探究的な学習の前提となる知識をコンパクトに整理しています。

山川詳説世界史図録　第5版 詳説世界史10分間テスト
詳説世界史 詳説世界史

世探704準拠 世探704準拠

ご採用特典として
生徒用には別冊「地図問題＆白地図」「解答
例・解説」をご提供します。また、先生向
けには、掲載文字資料（Word）／別冊「地
図問題＆白地図」の問題・地図（Word・
JPEG）／別冊「解答例・解説」（Excel）／
紙面 PDF　をご用意しています。

PDFJPEGWord

問題文中の重要用語を赤ゴ
チ ッ ク で 示 し て い ま す。赤
シートで隠すことができます。

時代のインデックス。

文字資料・グラフ・表を豊富に掲
載しています。

単元全体やポイントを整理・図式化した「まとめ」
を設定しました。

地域と時代のインデックスを追加しました。自分が学習
している場所を確認できます。

※書店店頭での販売は致しません

ご採用特典として
❶簡単な操作で小テストが作成できる「小テスト作成用データ」（Excel）

※問題文のシャッフルや、解答の表示／非表示も可能です。写真・地図・図版問題は収録しておりません。

❷解答あり＆解答なしの書籍紙面データ（PDF）※書籍紙面データには、許諾上の理由から写真は掲載しておりません。

❸タブレット等への配信と、解答の集計が可能な「Google Forms 版解答欄」
　※ご使用に際して Google アカウントの取得が必要です。

をご提供いたします。

PDFExcel Google
Forms

左ページの「10分間テスト」で
は、約20個の基本的な用語を
おさえることができます。

Step1
「advanced」では、「10分間テスト」を発展させた問題や、理解を深める問題を中
心に取り上げ、より知識の定着をはかります。また、『詳説世界史』中で扱われて
いないけれど重要な用語も、＊マークを付して取り上げています。

Step2

「exercise」では、図や表、地図を用い
た問題を取り上げています。知識の整
理に役立てることができます。

Step3
「10分間テスト」と「advanced」にはチェック欄
を設けました。解けた箇所・解けなかった箇所
を把握することで、効率的な復習が可能です。

Step4

小テスト作成用データ ご紹介動画▶

34 35
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174 第 12 章　産業革命と環大西洋革命

解答 近世ヨーロッパ経済の動向▶①世界の一体化　❷東西の地域差　③農場領主　❹拡大　⑤銀　
❻17世紀の危機　❼消費　❽農業革命

1
産業革命
Q▶  産業革命期のイギリスは、世界経済とどのように結びついていたのだろうか。

近世ヨーロッパ経済の動向 Q▶  近世ヨーロッパ経済の動向に、海外貿易はどのような影響をおよ
ぼしたのだろうか。

　ヨーロッパは近世に「① 　 　 　 　 　 」を進めたが、その内部でも
大きな経済的変化がおこっていた。その第一が、❷ 　 　 　 　 　 の拡
大である。商業革命で台

たい

頭
とう

したオランダなどの大西洋岸諸国は、プロイセン・ポー
ランド・ロシアなどのバルト海沿岸地域から穀

こく

物
もつ

を輸入するようになった。その結
果、これらの地域では領主が大農場を経営して輸出向け穀物を生産する③ 　 　

　 制が広まり、農
のう

奴
ど

制も強化された［一方、西ヨーロッパの国々では農奴制は廃止さ
れており、領主は農地を自由身分の農民に貸して収入を得ていた］。
　第二に、近世のヨーロッパ経済は❹ 　

と停
てい

滞
たい

を繰り返した。16世紀は、14
世紀の黒

こく

死
し

病
びょう

（ペスト）の打撃からの復興期であり、人口が増加した。これにアメリ
カ大陸からの⑤ の流入による物価上昇［16世紀の急激な価格上昇は「価格革命」と呼ば
れることもある］が加わり、生産全般が刺激された。しかし17世紀に入ると、天候不
順で凶

きょう

作
さく

が続くとともに疫
えき

病
びょう

が流行し、人口増加率は鈍化した。銀の流入も減って、
経済は低調になった（「❻ 　 　 　 　 　 」）。18世紀には再び全般的な好
況へと転じ、人口増加と価格上昇を受けて農業・商業・工業が活発化した。
　第三が、経済の活性化による❼ 　

の増大である。ヨーロッパ人の海洋進出
以降、様々な異国の産品が到来するようになって、ヨーロッパは、都市の王

おう

侯
こう

・貴
族やブルジョワを中心に高い消費需

じゅ

要
よう

をもつ社会へとかわった。これが顕
けん

著
ちょ

だった
のがオランダ・イギリス・フランスであり、とくにイギリスは、18世紀に❽ 　

　 　
［⑧ 　 　 　 を推進したのが、「囲

かこ

い込
こ

み」と呼ばれる土地制度改革であり、

近世の「世界の一体化」の一環として成立した大西洋世界では、18世紀半ば以降、経済的に
は産業革命、政治的にはアメリカ独立革命・フランス革命がおこった。

産業革命と環大西洋革命

Q▶  産業革命や環大西洋革命はどのように展開し、またおたがいにどのような関係にあったのだろうか。

第12章
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1．産業革命　　175

解答 ⑨都市
イギリス産業革命と資本主義▶①インド　②七年　❸三角　④石炭　❺産業革命
地図 ㋐リヴァプール　㋑マンチェスター　㋒バーミンガム　㋓ロンドン
表 ①ジョン =ケイ　②ハーグリーヴズ　③ワット　④アークライト　⑤クロンプトン　
⑥蒸気船　⑦蒸気機関車

これにより全土で村の共有地が私有地に転
てん

換
かん

されて、集約的な農業が可能となった］によって農
業生産が拡大して、大量の非農業人口をやしなえるようになり、これが⑨ 　

化を促進した。さらにイギリスは、オランダ・フランスとの競争に勝利して世界各
地に交

こう

易
えき

網
もう

を広げた結果、高度に商業化した社会に変質した。

イギリス産業革命と資本主義 Q▶  イギリス産業革命は、世界経済や社会にどのような影響を与
えたのだろうか。

スコットランド

イングランドイングランド

エディンバラ

リーズ ヨーク
ハル

シェフィールシェフィールド
リンカン

ノッティンガム

ブリストル

ケンブリッジ

ヨークシャー

ハンバ川

北　海

世界初の旅客鉄道
（1830年）
炭鉱（1800年頃）
鉄の産地
運河（1800年頃）

テムズ川

セヴァン川

グラスゴー
ニューキャッスル

ラ
ン
カ
シャー

100km0

20～50％　　
囲い込まれた土地の比率

50％以上

発明・改良・実用車 発明品 種別 発明年
ニューコメン 蒸

じょう
気
き
機
き
関
かん
、ポンプ 動力装置 18世紀初め

ダービー コークス製鉄法 製錬 1709年
① 　 　 　 　 　 飛び杼

ひ
織布機 1733年

② 　 　 　 　 　 　

多
た
軸
じく
紡
ぼう
績
せき
機
き

（ジェニー紡績機） 紡績機 1764年頃

③ 　 　 蒸気機関の改良 動力装置 1769年
④ 　 　 　 　 　 水力紡績機 紡績機 1769年
⑤ 　 　 　 　 　 ミュール紡績機 紡績機 1779年
カートライト 力

りき
織
しょっ
機
き

織布機 1785年
フルトン ⑥ 　 　 交通手段 1807年
スティーヴンソン ⑦ 　 　 　 　 交通手段 1814年

地図 産業革命時代のイギリス

表 綿工業・交通手段におけるおもな技術革新

　イギリスでは、17世紀に華やかな模様
の① 　 　 産綿

めん

織
おり

物
もの

が輸入され、
人気商品となった。これにより主要工業
の毛

け

織
おり

物
もの

業が打撃を受けると、18世紀初
めにはインド産綿織物の輸入が禁止され
た。しかし、綿織物の人気は衰えず、原
料の綿

めん

花
か

をインドから輸入して国内で綿
織物を生産する動きも始まった。また、
当時イギリスは広大な海外市

し

場
じょう

を獲得し
ており、とくに② 　 戦争後には、
綿織物の輸出をその一環とする❸ 　

貿易を大西洋で大規模に展開してい
た。
　こうして国内外で綿織物への
需要が高まったことに加えて、
イギリスでは科学革命を背景と
する機械工学の伝統があり、さ
らに鉄

てっ

鉱
こう

石
せき

や④ 　 などの
資源にもめぐまれていた。これ
らの条件が重なって、18世紀後
半のイギリスで種々の技術革新
が生まれ、❺ 　 　 　

が始まることになった。

第
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♳　次の文の〔　　〕に適する語句を入れ、問に答えなさい。
　₁₉₂₉年₁₀月、ウォール街

がい

のニューヨーク株
かぶ

式
しき

市
し

場
じょう

で〔　　〕1 したことから、アメリカ合衆国は空
くう

前
ぜん

の恐慌
におちいった。工業生産の急落や企業の倒

とう

産
さん

、商業・貿易の不
ふ

振
しん

が広がり、金
きん

融
ゆう

機関の閉
へい

鎖
さ

・倒産があい
ついで、労働者の ₄人に ₁人が〔　　〕2 した。世界経済・金融の中心であるアメリカでおこった恐慌は世界
恐慌に発展し、とくにヨーロッパでは、アメリカ資本が支えていた〔　　〕3 経済の悪化でさらに深

しん

刻
こく

化
か

した。
世界恐慌がおこった当初、アメリカ合衆国では、市場になるべく介

かい

入
にゅう

すべきでないという〔　　〕4 主義の考
えが強く、政府は十分な対応をとれなかった。₁₉₃₁年には共和党出身の〔　　〕5 大統領が、賠

ばい

償
しょう

・戦
せん

債
さい

支払
いの ₁年間停止（〔　〕5 ＝モラトリアム）を宣言したが、回復への効果はなかった。しかし、₁₉₃₂年の選挙で
当選した民主党の〔　　〕6 大統領は、積極的な市場への介入を打ち出して、〔　　〕7 （新

しん

規
き

まき直し）と呼ばれ
る経済政策を実行した。〔　〕6 政権は、銀行の救

きゅう

済
さい

をはかるとともに、金の流出を防ぐために〔　　〕8 から離
り

脱
だつ

した。また、〔　　〕9 （AAA）で農産物の価格を引き上げて農民の生活を安定させ、〔　　〕10 （NIRA）では
工業製品の価格協

きょう

定
てい

を公認し、産業の復
ふっ

興
こう

をうながした。さらに〔　　〕11 （TVA）に代表される公共事業に
よって、〔　〕2 者を減らそうとした。他方、₁₉₃₅年の〔　　〕12 によって労働者の団結権と団体交

こう

渉
しょう

権
けん

を認め、
労働組合の結成をうながした結果、₃₈年に〔　　〕13 （CIO）が成立した。これらの政策による経済復興の効果
は限られていたが、〔　〕6 は強力なリーダーシップを発

はっ

揮
き

して国民の不安を和らげ、民主主義を堅
けん

持
じ

した。
　イギリスでは、緊

きん

縮
しゅく

財政を提案し、労働党から除名されたマクドナルドが、保守党などの協力を得て
〔　　〕14 内閣を改めてつくり、財政削

さく

減
げん

を実
じっ

施
し

し、〔　〕8 から離脱した。さらに、₁₉₃₂年の〔　　〕15 会議では、
イギリス連

れん

邦
ぽう

内の関
かん

税
ぜい

を下げ、連邦外の国には高関税を課す〔　　〕16 が形成された。これは、自国通
つう

貨
か

を軸
じく

にして植
しょく

民
みん

地
ち

と経済圏
けん

をつくり、他国の商品を排
はい

除
じょ

する〔　　〕17 経済の先がけとなった。フランスも自国の
植民地を囲い込んでフラン＝〔　〕17 を築き、経済の安定をはかった。アメリカ合衆国の〔　〕6 政権は、〔　　〕18

への内政干
かん

渉
しょう

をひかえるとともに、ラテンアメリカ諸国を〔　　〕19 経済圏に組み入れ、さらに₁₉₃₄年には
〔　〕18 のプラット条

じょう

項
こう

も廃
はい

止
し

した。これは「〔　　〕20 外交」と呼ばれた。
問 ₁ 　アメリカが空前の恐慌におちいった背

はい

景
けい

を述べた文として誤っているものを①～④から一つ選び、
記号で答えなさい。

　①計画経済の失敗により財政が困
こん

窮
きゅう

していた。　②過
か

剰
じょう

生産により商品供給の過
か

多
た

が生じていた。
　③株や債

さい

権
けん

などの投
とう

機
き

ブームが過熱していた。　④世界的な農業不況により農民の購
こう

買
ばい

力
りょく

が落ちていた。
問 ₂ 　①〔　　〕20 外交のほか、アメリカの外交には②宣

せん

教
きょう

師
し

外交　③ドル外交　④棍
こん

棒
ぼう

外交の呼称がある。
₄ つの外交政策を時代の古いものから順に①～④の記号で正しく並べなさい。

1 2 3 4 5

6 7 8 9

10 11 12 13

14 15 16 17

18 19 20 問 ₁＊

問 ₂＊ � （3点×20＝60点、問1・問2は3点×2＝6点）
→ → →

世界恐
きょう

慌
こう

とヴェルサイユ体制の破
は

壊
かい

１
� 　 p.300〜303

Ａ Ｂ＊ 計

� /80点 � /20点 � /100点教60
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♴　次の文の〔　　〕に適する語句を入れ、問に答えなさい。
　アメリカ合衆国についで恐慌の被

ひ

害
がい

が大きかったドイツでは、₁₉₃₀年の選挙でヴァイマル共和国の議会
政治を攻

こう

撃
げき

する　　　（国民社会主義ドイツ労働者党）と共産党が伸
しん

張
ちょう

した。　　は、第一次世界大戦後に
〔　　〕2 を指導者として発展した政党で、イタリアのファシズムなどに学び、ユダヤ人排

はい

斥
せき

を掲
かか

げる人種差
別主義、ヴェルサイユ条約の破

は

棄
き

、民族共同体の建設による国民生活の安定をとなえた。₁₉₃₂年の選挙で
〔　〕1 は第一党になり、翌₁₉₃₃年 ₁ 月、〔　〕2 は〔　　〕3 大統領によって首相に任

にん

命
めい

された。新政府は〔　　〕4 事
件を利用して共産党を弾

だん

圧
あつ

し、国会も圧
あっ

倒
とう

的
てき

多数で〔　　〕5 を成立させ、政府に立法権をゆだねた。数カ月
のうちに、〔　〕1 以外の政党や労働組合は解散させられ、一

いっ

党
とう

独
どく

裁
さい

が実現した。教育や文化を含む社会の全
領域がきびしく統制されて、政治的反対派は秘密警察（ゲシュタポ）や親

しん

衛
えい

隊
たい

（SS）によって強制収
しゅう

容
よう

所
じょ

に
送られ、ユダヤ人も激しい暴力や差別にさらされた。₁₉₃₄年、〔　〕3 が死去すると、〔　〕2 は大統領の権限も
あわせもつ〔　　〕6 （フューラー）を名乗り、独裁者となった。ナチス ＝ ドイツは、〔　　〕7 などソ連の社会主
義から学んだ四

し

カ年
ねん

計画によって軍
ぐん

需
じゅ

工業を拡
かく

張
ちょう

し、〔　　〕8 （自動車専用道路）建設などの大
だい

規
き

模
ぼ

な公共事
業で失業者を急速に減らした。また、イタリアのファシズムにならって団体旅行などのレクリエーション
を組織したほか、福

ふく

祉
し

事業の整備やラジオ放送など大
たい

衆
しゅう

娯
ご

楽
らく

の拡
かく

充
じゅう

につとめた。一般のドイツ国民は、こ
れらの政策を歓

かん

迎
げい

した。
　ソ連は〔　〕7 を採用し、 A 、世界恐慌の打

だ

撃
げき

をさほど受けず、工業化に邁
まい

進
しん

した。ソ連の工業化は量
を重視したため、その製品の質は低かったが、世界恐慌に苦しむ資本主義諸国に強い印象を与えた。市場
経済は予測不可能で不安定なため、〔　〕7 を取り入れるべきとする考え方は、ナチス ＝ ドイツ、アメリカ合
衆国のローズヴェルト政権、日本などで受け入れられた。₁₉₃₆年にソ連は、信教の自由や〔　　〕9 など、民
主的な内容を盛り込んだ〔　　〕10 憲法とよばれた新憲法を制定した。しかし、〔　〕10 崇

すう

拝
はい

のもと、住民は低
てい

水
すい

準
じゅん

の生活環境に苦しみ、政治的自由もなかった。さらに、ドイツや日
本のスパイと疑われた無実の市民が大量に逮

たい

捕
ほ

され、銃
じゅう

殺
さつ

されるか、
収容所での強制労働に従事させられた。
問 ₁ 　ソ連が世界恐慌から受けた打撃が相

そう

対
たい

的
てき

に小さかった理由とし
て、空欄 A に当てはまる文を₂₀字程度で書きなさい。

問 ₂ 　右のグラフは、〔　　〕1 の国会議席数と得票率の推移を示したも
のである。このグラフから読み取れることを述べた文として適切な
ものを①～④のうちから一つ選んで記号で答えなさい。

　①〔　　〕1 は世界恐慌の前年に ₂ 番目に多い議席を獲
かく

得
とく

している。
　②〔　　〕1 が初めて国会議席数で第一党となったのは₁₉₃₃年である。
　③ 〔　　〕1 が₁₉₃₂年 ₇ 月の選挙で獲得した議席は過半数に達していな

い。
　④〔　　〕1 が警

けい

戒
かい

したのは急
きゅう

伸
しん

してきたドイツ人民党であった。

〔　　〕1 〔　〕1

1 2 3 4 5

6 7 8 9 10

問 ₁ ＊

問 ₂ ＊ � （2点×10＝20点、問1・問2は7点×2＝14点）
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〔 1 〕

1

�　1　46　2　気候　3　疫
えき

病
びょう

　4　文字　5　先
せん

史
し

　
6　直

ちょく

立
りつ

二
に

足
そく

歩行　7　道具　8　猿
えん

人
じん

　9　サヘラントロ
プス　10　打

だ

製
せい

　11　原
げん

人
じん

　12　火　13　旧
きゅう

人
じん

　14　新
しん

人
じん

　15　骨
こっ

角
かく

器
き

　16　洞
どう

穴
けつ

絵画　17　旧石器　18　人種
19　民族　20　語

ご

族
ぞく

　問 １　12月31日　問 ２　〔解答例〕
発生した火

か

山
ざん

灰
ばい

や火山ガスが大気圏
けん

に拡散し、日光をさ
えぎるため。　問 ３　フランス　問 ４　インド＝ヨーロ
ッパ語族
�　1　氷

ひょう

期
き

　2　農耕・牧
ぼく

畜
ちく

　3　獲
かく

得
とく

　4　生産　
5　磨

ま

製
せい

石器　6　新石器　7　メソポタミア　8　灌
かん

漑
がい

　
9　文明　10　都市　11　階級（身

み

分
ぶん

）　12　金属器　
13　文字　14　先史　問 １ⅰ）　ｃ　ⅱ）　ｅ　
ⅲ）　〔解答例〕大

たい

河
が

の流域に発達した文明であること。
　�問 ２　　p.7、33行目からの、アイスランド

のラキ火山や浅間山の例を参照のこと。�問 １ⅲ）　ア
メリカ大陸の古代文明（ａ～ｃ）は、大

だい

河
か

川
せん

を利用するこ
となく、農耕定住とほぼ同時に都市文明が出現してい
る。これとｄ～ｇを比較する。
　�問 ２　火山活動が気候に与える影響は完全に解

明されていないが、日本では2003年に火山噴火予知連絡
会が「概

おおむ

ね過去 1万年以内に噴火した火山及
およ

び現在活発
な噴

ふん

気
き

活動のある火山」を活火山と定義し直して活火山
の数を108とし、2017年 6 月には111となっている。
�問 １　アフリカの古代文明は、ナイル川のほかニジェ
ール川、コンゴ川、ザンベジ川流域に発生した。

�　1　日ののぼるところ　2　メソポタミア　3　シリ
ア　4　肥

ひ

沃
よく

な三
み

日
か

月
づき

地帯　5　地中海　6　神
しん

権
けん

政治　
7　シュメール　8　都市国家　9　アッカド　10　バビ
ロン第 1王朝　11　ハンムラビ　12　ハンムラビ法典　
13　ヒッタイト　14　カッシート　15　ミタンニ　
16　多

た

神
しん

教
きょう

　17　楔
くさび

形
がた

　18　粘
ねん

土
ど

板
ばん

　19　六十　20　太
たい

陰
いん

太陽暦　問 １　②　問 ２　ⅰ）　196（条）　ⅱ）　〔解答
例〕階級があり、身

み

分
ぶん

差のある社会だったため。
問 ３　〔解答例〕時間の単位や角度の単位　問 ４　〔解答
例〕実際の季節とのずれを補正し、農業などの人間生活
に活用した。
�　1　ヘロドトス　2　ファラオ　3　古王国　4　中王
国　5　新王国　6　クフ　7　ピラミッド　8　テーベ　
9　ヒクソス　10　アメンヘテプ 4世（アクエンアテン）
11　アマルナ　12　ラー　13　死者の書　14　神

しん

聖
せい

文字
（ヒエログリフ）　15　パピルス　16　太陽暦　問 １　③

　�問 ２　「目には目を、歯には歯を」といわれ
る部分。一方、196条と199条の比

ひ

較
かく

により、奴
ど

隷
れい

が被
ひ

害
がい

を受けた場合は対価によって償
つぐな

うことから、この社会が
階級社会であることがわかる。�問 １　オシリス神の審

しん

判
ぱん

を受けるにあたって生
せい

前
ぜん

の善
ぜん

行
こう

を伝えていることが読

1 人類の進化と文明の誕生

教

2 古代オリエント文明とその周辺 １

み取れる。
　�　13ヒッタイト語の文書には鉄製品の記

き

載
さい

がみ
られるが、鉄製武器や騎

き

馬
ば

戦術の本格的な導入と普
ふ

及
きゅう

は
アッシリアの台

たい

頭
とう

と関係が深い（➡テーマ ３参照）。
問 ４　暦

こよみ

の作成や改
かい

訂
てい

をおこない、時間的に人々を支配
することは統

とう

治
ち

の重要な要素であったと考えられる。統
治者は、自然に働きかける農耕などのスケジュールを的
確に指示し、管理する必要があった。

�　1　アラム　2　フェニキア　3　ヘブライ　4　ダマ
スクス　5　ティルス　6　カルタゴ　7　アルファベッ
ト　8　新王国　9　イスラエル　10　ユダ　11　バビロ
ン捕

ほ

囚
しゅう

　12　ヤハウェ　13　メシア　14　イェルサレム
15　ユダヤ教　16　旧

きゅう

約
やく

聖
せい

書
しょ

　問 １　〔解答例〕エジプト
とメソポタミアを結ぶ通路として、また地中海への出入
り口として、海陸交通の要

よう

地
ち

であったため。　
問 ２　A　③　B　①　問 ３　〔解答例〕神により選

せん

民
みん

と
して特別の恩

おん

恵
けい

を与えられているという思想。
�　1　エーゲ　2　クレタ　3　クノッソス　4　ミケー
ネ　5　トロイア（トロヤ）　6　ヴェントリス　7　海の
民　8　アッシリア　9　クシュ　10　新バビロニア（カ
ルデア）　11　メロエ　12　アクスム　問 １　①　
問 ２　〔解答例〕鉄製の武器と戦車・騎

き

兵
へい

隊
たい

などを用いた
ため。　問 ３　リディア　問 ４　ｄ　問 ５　③

　�問 １　シリア・パレスチナはその位置する
ところから、近現代に至るまで周辺で強勢をほこる領域
国家の係

けい

争
そう

地
ち

となる。問 ３　バビロン捕囚という苦難の
歴史を経て、ヘブライ人だけが選民として救

きゅう

済
さい

されると
いう信

しん

仰
こう

が生まれた。�問 １・問 ４　クレタ文明はエヴ
ァンズ、ミケーネ文明はシュリーマンらによる発

はっ

掘
くつ

や解
明の歴史も注目に値

あたい

する。19世紀は近代化の進行ととも
に古代への関心が高まった。問 ２　鉄器や戦車はヒッタ
イト人が使用し、強力な国家を建設していた（➡テーマ
２参照）。
　�問 １　現代国家のシリアの領域より、歴史的概

がい

念
ねん

のシリアの範囲は広い。� 7「海の民」は前13世紀末～
前12世紀初めにかけて東地中海一

いっ

帯
たい

で活動をしていた諸
民族の混

こん

成
せい

集団とされる。

�　1　アーリヤ　2　ドラヴィダ　3　インダス　4　モ
エンジョ＝ダーロ　5　ハラッパー　6　印

いん

章
しょう

　7　リグ＝
ヴェーダ　8　ガンジス　9　鉄　10　バラモン　11　ク
シャトリヤ　12　ヴァイシャ　13　シュードラ　14　ヴ
ァルナ　15　ジャーティ　問 １　ａ　
問 ２　〔解答例〕牛を神

しん

聖
せい

なものとみなしている。
�　1　雑

ざっ

穀
こく

　2　稲
いね

　3　仰
ぎょう

韶
しょう

　　 　4　麦
むぎ

　
5　竜

りゅう

山
ざん

　　 　6　殷
いん

　7　邑
ゆう

　8　青
せい

銅
どう

器
き

　9　甲
こう

骨
こつ

文字

3 古代オリエント文明とその周辺 ２

4 南アジアの古代文明、中国の古代文明 １

（ヤンシャオ）

（ロンシャン）

詳
説
世
界
史

関
連
教
材

学習の内容や目的に応じた章・節・小見出しの
「問い」を掲載しています。

解答はページごとに下段にまとめています。
スムーズな答え合わせが可能です。

重要用語は解答番号の数字を白抜き
で示しています。

地図問題を充実させ、それぞれ2色刷で大きく掲載
しています。また、歴史史料も適宜取り上げました。

時代スケールを入れました。
「いつ、どこで」が常に意識できるよう、該当
する時代を赤く塗っています。

ふりがなを多めに振り、読解の
助けとしました。

別冊解答では、B問題の内容
について「留意点」で丁寧に説
明しています。

世界図を入れました。
「いつ、どこで」が常に意識できるよう、
該当する地域を赤く塗っています。

得点欄を設けました。
Aは「知識・技能」、Bは「思考力・判
断力・表現力」を問う問題です。B問
題は解答欄に＊を付しています。

⚫�知識問題を中心に『詳説世界史』（世探704）の内容を確認する標準
的な難易度のテスト集です。
⚫�教科書の章・節に沿った見開き1テーマ構成。授業との併用や自学学
習にも最適です。
⚫�「知識・技能」を働かせて解くA問題と、「思考力・判断力・表現力」
を働かせて解くB問題で構成しています。

⚫�『詳説世界史』（世探704）の文章を読み進めながら、空欄に重要用
語を書きこむ学習参考書です。
⚫�地図問題を充実させ、地理的理解の一助としています。また、『詳説
世界史』中の歴史史料も適宜取り上げています。

詳説世界史スタンダードテスト 書きこみ教科書 詳説世界史
詳説世界史 詳説世界史

世探704準拠 世探704準拠

※書店店頭での販売は致しません

● 2023年秋	 『世界史探究マスター問題集』　
● 2023年12月	 『世界史用語集』　
● 2024年春	 『山川一問一答 世界史』
● 2024年夏	 『よくでる一問一答 世界史』

今後の刊行予定ご採用特典として
❶本文テキストデータ（Word）
❷解答あり＆解答なしの書籍紙面データ（PDF）

※書籍紙面データには、許諾上の理由から写真は掲載しておりません。

❸タブレット等への配信と、解答の集計が可能な「Google Forms 版解答欄」
　※ご使用に際して Google アカウントの取得が必要です。

をご提供いたします。

PDFWord Google
Forms

解答欄は解答字数分を下
線にして書きこみやすく
しています。

「解説」では、より深い理解が得
られるよう、補足しています。
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年間指導計画・評価規準例 （※３単位、年間105時間）

詳説世界史

社会的事象の歴史的な見方・考え方を働かせ、課題を追求したり解決した
りする活動を通して、広い視野に立ち、グローバル化する国際社会に主体
的に生きる平和で民主的な国家及び社会の有為な形成者に必要な公民とし
ての素質・能力を育成することを目指す。

教科書：『詳説世界史』
副教材：『詳説世界史ノート』
　　　   『詳説世界史授業用整理ノート』
　　　   『詳説世界史図録』

学習の到達目標 使用教科書・副教材

科目全体の評価の観点（指導要領の目標）
知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

世界の歴史の大きな枠組みと展開に関わる諸事
象について、地理的条件や日本の歴史と関連付
けながら理解しているとともに、諸資料から世
界の歴史に関する様々な情報を適切かつ効果的
に調べまとめる技能を身に付けるようにする。

世界の歴史の大きな枠組みと展開に関わる事象
の意味や意義、特色などを、時期や年代、推
移、比較、相互の関連や現代世界とのつながり
などに着目して、概念などを活用して多面的・
多角的に考察したり、歴史に見られる課題を把
握し解決を視野に入れて構想したりする力や、
考察、構想したことを効果的に説明したり、そ
れらを基に議論したりする力を養う。

世界の歴史の大きな枠組みと展開に関わる諸事
象について、よりよい社会の実現を視野に課題
を主体的に探究しようとする態度を養うととも
に、多面的・多角的な考察や深い理解を通して
涵養される日本国民としての自覚、我が国の歴
史に対する愛情、他国や他国の文化を尊重する
ことの大切さについての自覚などを深める。

部 章 節
配当時

学習内容とねらい
評価の規準

評価方法
月 授業

時数 授業時 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

世界史へのま
なざし１

４月

1 1

①人類の誕生を地球46億年の歴史のなかに位置づけて考察する。
②自然環境と人類の関わりの概要を理解する。
③人類の進化の過程の概要を理解する。

自然環境と人類の関わりおよび人類の進化
の課程の概要を理解している。

長期にわたる地球気温の変化を示す統計資
料や「地球カレンダー」などの資料をもとに、
地球の自然環境が直面している危機および
その克服へ向けた取り組みを多面的・多角
的に考察し表現している。

自然環境と人類の進化について、自分が抱
いた興味・関心や疑問、追究してみたいこ
となどを見いだして、見通しを持って学習
に取り組もうとしている。

定期考査
提出課題
発問評価
授業態度

世界史へのま
なざし２

①砂糖とコーヒーを事例として、自らと世界史のつながりについて考察する。
②余暇や家族を事例として、歴史的に形成されてきた概念が日常生活のなかにある
ことを理解する。
③余暇や家族を事例として、ものの見方や考え方と社会の仕組みとの関係を考察する。

今日の社会で一般的とされていることの多
くが歴史的に形成されたもので、地域や時
代によっては一般的ではないことを理解し
ている。

日常生活のなかに世界史とつながっている
モノを見出し、自分自身と世界のつながり
を多面的・多角的に考察し表現している。

日常生活と世界史のつながりについて、自
分が抱いた興味・関心や疑問、追究してみ
たいことなどを見いだして、見通しを持っ
て学習に取り組もうとしている。

定期考査
提出課題
発問評価
授業態度

第
Ⅰ
部　
諸
地
域
の
歴
史
的
特
質
の
形
成

　

第Ⅰ部を学ぶ
前に 1 2

①西アジアの身分・階級・王権・宗教に関する資料から情報を読み取ったりまとめ
たりする。
②西アジアにおいて多様な身分・階級が生まれた背景および宗教と王権の関係につ
いて考察する。

資料から情報を読み取ったりまとめたりす
る技能を身に付けている。

文明の形成に関わる諸事象の背景や原因、結
果や影響、事象相互の関連などに着目し、諸
地域の歴史的特質を読み解く観点について
考察し、問いを表現している。

古代文明や諸地域の歴史的特質について、自
分が抱いた興味・関心や疑問、追究してみ
たいことなどを見いだして、見通しを持っ
て学習に取り組もうとしている。

定期考査
提出課題
発問評価
授業態度

第1章
文明の成立と古代
文明の特質

１　文明の誕
生

6

3
①自然環境の変化と農耕・牧畜の開始の関係について考察し、文明誕生の基礎につ
いて理解する。
②おもな古代文明の立地について考察し、文明が生まれるために必要だった条件を
理解する。

都市の成立や文字の使用など、古代文明に
共通する歴史的特質を理解している。

壁画や粘土板などの資料をもとに、自然環
境と生活や文化の関連性、農耕・牧畜の意
義などを多面的・多角的に考察し表現して
いる。

文明の誕生について、自分が抱いた興味・
関心や疑問、追究してみたいことなどを見
いだして、見通しを持って学習に取り組も
うとしている。

定期考査
提出課題
発問評価
授業態度

　 ２　古代オリ
エント文明と
その周辺

4
・
5

①オリエントの風土と、その文明の歴史的特質の関係を多面的・多角的に考察し表
現する。
②都市国家に富や権力が集まった理由を多面的・多角的に考察し表現する。
③メソポタミア文明が今日に残した文化的遺産を理解する。
④エジプト王国が長期にわたって安定した支配を続けられた理由を多面的・多角的
に考察し表現する。
⑤シリア・パレスチナ地方で多くの民族が興亡を繰り返した背景を理解する。
⑥クレタ文明とミケーネ文明を比較し、そのあいだの性格の違いを理解する。
⑦アッシリアがオリエントをはじめて統一することができた背景を多面的・多角的
に考察し表現する。

オリエントの大半が乾燥地帯であること、そ
の中で大河流域のメソポタミアとエジプト
で灌漑農業をもとにいち早く文明化したこ
とを理解している。

ハンムラビ法典や旧約聖書などの資料をも
とに、当時の社会の特徴や世界の歴史に与
えた影響を多面的・多角的に考察し表現し
ている。

オリエント文明について、自分が抱いた興
味・関心や疑問、追究してみたいことなど
を見いだして、見通しを持って学習に取り
組もうとしている。

定期考査
提出課題
発問評価
授業態度

　 ３　南アジア
の古代文明 6

①南アジアの多様性を生み出した地理的環境について理解する。
②南アジア最古の文明であるインダス文明が栄えた場所の特徴を理解する。
③アーリヤ人の進入が南アジアにもたらした変化について多面的・多角的に考察し
表現する。

南アジアが南北に大きく二分されること、そ
れぞれの風土に適合した生活が古くから営
まれていたことを理解している。

ヴァルナ制やジャーティ集団の成立をもと
に、アーリヤ人社会に富や地位の差が生ま
れていった背景や原因を考察し表現してい
る。

南アジアの古代文明について、自分が抱い
た興味・関心や疑問、追究してみたいこと
などを見いだして、見通しを持って学習に
取り組もうとしている。

定期考査
提出課題
発問評価
授業態度

　 ４　中国の古
代文明

7

①東アジアでは、気候の異なる地域が混在していたことを理解し、それぞれの気候
が各地の生業などに与えた影響を考察し表現する。
②殷と周の支配形態を比較し、共通点と相違点を理解する。
③春秋時代と戦国時代を比較し、とくにそれぞれの秩序について違いを見出す。
④戦国時代の社会において、鉄器の普及がおよぼした影響を多面的・多角的に考察
し表現する。

東アジア各地の風土が、それぞれの地で多
様な生業とそれに基づく先史文化を生み出
したこと、各地で人々の移動や交流が行わ
れたことを理解している。

青銅器や獣骨など考古学的資料や『春秋左氏
伝』などの資料をもとに、当時の政治や支配
のあり方を多面的・多角的に考察し表現し
ている。

中国の古代文明について、自分が抱いた興
味・関心や疑問、追究してみたいことなど
を見いだして、見通しを持って学習に取り
組もうとしている。

定期考査
提出課題
発問評価
授業態度

　 ５　南北アメ
リカ文明 8

①北米と中南米の先住民社会を比較し、共通点と相違点を理解する。
②中南米にさまざまな先住民文明が栄えたことを理解し、そこでの支配の在り方を
多面的・多角的に考察し表現する。

南北に長く広がるアメリカ大陸の各地で、そ
れぞれの地域の環境に適応した文化・文明
が発展したことを理解している。

南北アメリカ文明に共通する特徴、とくに
ユーラシアやアフリカの古代文明とは異な
るものを多面的・多角的に考察し表現して
いる。

南北アメリカ文明について、自分が抱いた
興味・関心や疑問、追究してみたいことな
どを見いだして、見通しを持って学習に取
り組もうとしている。

定期考査
提出課題
発問評価
授業態度

第2章
中央ユーラシアと
東アジア世界

1　 中 央 ユ ー
ラシア――草
原とオアシス
の世界

5

9

①中央ユーラシアの人々が営んでいた生活と風土の関係を理解する。
②騎馬遊牧民が強大な国家を築くことができた理由を多面的・多角的に考察し表現
している。
③遊牧国家の興亡がユーラシア大陸の東西にもたらした変動を理解する。
④オアシス民と遊牧民の関係を多面的・多角的に考察し表現する。

中央ユーラシアの厳しい環境に適応した遊
牧民やオアシス民の生活のありさまや、彼
らの周辺の諸勢力との関係を理解している。

風土を示す写真や『史記』匈奴列伝などの資
料をもとに、中央ユーラシアの人々の動向
が、世界の歴史に与えた影響を多面的・多
角的に考察し表現している。

中央ユーラシアの動向について、自分が抱
いた興味・関心や疑問、追究してみたいこ
となどを見いだして、見通しを持って学習
に取り組もうとしている。

定期考査
提出課題
発問評価
授業態度

　 2　秦・漢帝国

10

①新たに現れた「皇帝」の特質について、それまでの「王」と比較しながら理解する。
②漢の支配体制の変遷を理解する。
③統一国家の出現が社会や文化に与えた影響を多面的・多角的に考察し表現する。

秦・漢といった統一国家の支配体制につい
て、それまでの春秋・戦国時代と比較した
うえで理解している。

兵馬俑や青銅貨幣など考古学的資料や『塩鉄
論』禁耕などの資料をもとに、秦・漢の時代
に生じた地域間の結びつきの変化や、統一
国家の出現が社会や文化に与えた影響を多
面的・多角的に考察し表現している。

秦・漢帝国について、自分が抱いた興味・
関心や疑問、追究してみたいことなどを見
いだして、見通しを持って学習に取り組も
うとしている。

定期考査
提出課題
発問評価
授業態度

　 3　 中 国 の 動
乱と変容

５月

11
①遊牧民族の動きと魏晋南北朝の動乱の関係について理解する。
②魏晋南北朝時代に仏教や道教が力をもつようになった要因や背景を多面的・多角
的に考察し表現する。
③魏晋南北朝時代の中国の情勢が、朝鮮や日本に与えた影響について理解する。

魏晋南北朝の動乱がどのように展開したの
かについて、遊牧民族とのかかわりもふま
えたうえで理解している。

「女史箴図」などの図像資料や『顔氏家訓』な
どの資料をもとに、魏晋南北朝時代の社会
の特徴を多面的・多角的に考察し表現して
いる。

魏晋南北朝の動乱について、自分が抱いた
興味・関心や疑問、追究してみたいことな
どを見いだして、見通しを持って学習に取
り組もうとしている。

定期考査
提出課題
発問評価
授業態度

　 4　 東 ア ジ ア
文化圏の形成 12

・
13

①唐の勢力圏の広がりを理解する。
②唐代初期の社会の特徴を多面的・多角的に考察し表現する。
③唐の制度や文化が近隣諸国に与えた影響について理解する。
④安史の乱前後の唐の制度や社会の変化を多面的・多角的に考察し表現する。
⑤突厥・ウイグルと隋・唐の関係を理解する。
⑥ソグド人の中央ユーラシアや東アジアにおける役割について理解する。

隋・唐の社会や制度、支配体制について、そ
れまでの時代や他の地域との違いや、時期
ごとの変化をふまえたうえで理解している。

壁画などの図像資料や『旧唐書』輿服志など
の資料をもとに、隋・唐の社会の特徴や近
隣諸国への影響を多面的・多角的に考察し
表現している。

東アジア文化圏の形成について、自分が抱
いた興味・関心や疑問、追究してみたいこ
となどを見いだして、見通しを持って学習
に取り組もうとしている。

定期考査
提出課題
発問評価
授業態度

※小社HPに全体のExcelファイルを用意しています。
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指導者用デジタル教科書（教材）
学習者用デジタル教科書

世界史探究

世探704準拠 世探705準拠 世探706準拠

⚫�ビューアの基本機能（ズーム表示や書き込み等）は「指導者用」「学習者用」共通です。
⚫�「指導者用」には、授業に便利な独自のアプリ機能がつきます。
⚫�価格は ➡p.92 をご覧ください。

「指導者用デジタル教科書（教材）」と
「学習者用デジタル教科書」の違い

「指導者用デジタル教科書（教材）」「学習者用デジタル教科書」共通機能

「指導者用デジタル教科書（教材）」独自機能

検索 用語を入力して掲載ページを検索・
移動します。 道具 タイマー、ふせん、ポインター、リ

ンク貼り付けなどが使用できます。

ペン
マーカー

色、透明度、太さの設定が変更でき
ます。 記録 書き込みをした内容の保存、読み込

みができます。

図形
スタンプ

図形は色、透明度、太さが選べます。ス
タンプは初期登録の素材の他、画像デー
タを読み込んで貼ることができます。

表示設定
全画面表示への切替や、紙面上のク
リックポイントの表示などの設定が
できます。

消す 消しゴムでの部分消去や全消去、「元
に戻す／やり直す」操作ができます。 ズーム 紙面の拡大表示ができます。

リンク 教科書紙面の二次元コードは動画や文書のアイコンとなっており、動画視聴Webサイトや関連コン
テンツへとリンクします。※オンライン環境が必要です。

◦地図・グラフアプリ
アプリアイコン がついている地
図・グラフは、凡例（領域・矢印な
ど）やデータ系列ごとに表示／非表
示の切替えができます。必要に応じ
て、特に説明したい要素だけを表示
することができます。

◦Q&Aアプリ
デジタル紙面の発問の部分をクリック／タッチするこ
とで、問いかけに対する解答例のスライドを表示する
ことができます。
（問いかけのスライド・解答例のスライドをボタンで
切り替えることが可能です）

⚫�デジタル教科書は「指導者用」「学習者用」ともに［インストール版］［クラウド版］を�
ご用意しています。

※画像は『詳説世界史』のサンプルです。

「指導者用デジタル教科書（教材）」と「教師用指導書 授業実践編 付属データ集」は、それぞ
れ別の商品のため、混同されないようにご注意ください。
⚫�「指導者用デジタル教科書（教材）」は、教科書の電子書籍版に教材アプリの機能がついた
商品です。
⚫�「教師用指導書 授業実

践編 付属データ集」は
紙面PDFや図版データ、
スライド、準拠テスト
例などが収録されたコ
ンテンツ集です。
　 ➡p.28

 
➡p.58

 
　
➡p.84

★ご注文の前にご確認ください★

教師用指導書 授業実践編付属データ集DVD-ROM

教科書紙面PDF

教科書図版データ

教科書テキストデータ 評価規準例

準拠テスト例

授業用スライド

指導書紙面PDF

JPEG

Word

Word

Excel

PowerPoint

※サンプルは「詳説世界史」より抜粋

指導者用 学習者用サンプル版は
こちら！
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約13,000点の地歴コンテンツが定額制で使い放題！

山川＆二宮ICTライブラリ
Webの 社 会 科 準 備 室

山川＆二宮ICTライブラリは、地理・歴史の教育コンテンツを定額制でご利用できる
Webサービスです。

●簡単検索！
フリーワード検索はもちろん、科目・時代・分野・地域やコン
テンツの種類にチェックを入れるだけで簡単に検索・絞り込み
ができます。また、2022年５月より〈書籍別検索〉機能を追
加。関連するコンテンツのリンク機能も充実し、さらに便利に
なります。

まずは無料トライアルを！
法人向け定額制コースをご検討の学校様には、ほぼすべてのコンテンツを２週間お使いいただける

〈無料トライアルパック〉をご用意しています。詳しくはこちらのサービスサイトをご覧ください。▼

●コンテンツ解説文
画像や動画には解説文がついています。生徒の興味や関心を
引き出すための導入や、プリント作成時の参考文として活用で
きます。

●マルチデバイス対応
ひとつのアカウントで、パソコン・タブレット・スマートフォ
ンなど様々なデバイスからご利用になれます。

ご利用中の先生の声

・�Google動画や自然地理アニメなど活用しています。（東
京都私立高校）
・�指導書を個別に購入するよりもコストパフォーマンスが
よく、価格相応と感じます。（静岡県公立高校）
・�授業準備の時間が短縮されました。マルチデバイスは
便利です。（東京都私立高校）
・�コンテンツがクラウドにあるので、ROMからダウンロー
ド等の手間がなく、大変効率的です。（大阪府私立高校）

これまで190校を超える学校様に
ご採用いただきました！

・地理歴史・公民科にご在籍の先生でしたら何名様でもご利用できます。
・同一敷地内の中高一貫校様は、中学校・高等学校ともご利用になれます。

法人向け定額制コース　77,000円／年（税込）

・クレジットカード決済のみのお取り扱いとなります。
・領収書の発行も可能です。

個人向け定額制コース　  1,320円／月（税込）

料金プラン

https://ywl.jp/service

サービスのお申し込み／
詳しいご説明はこちらから

ICTライブラリ  サービスサイト　検索

図表
年表 スライド

地図 動画

グラフ
統計 プリント

指導者用デジタル教科書（教材）／
学習者用デジタル教科書

世界史探究

⚫�「インストール版」はDVDを納品します。各端末にインストールしてご利用ください。
　※リンク先のサイトに遷移する際は、オンライン環境が必要となります。
⚫�「クラウド版」は各端末のブラウザでクラウドサーバーにアクセスしてオンライン環境にて
ご利用ください。

「インストール版」と「クラウド版」の違い

⚫�（インストール方法①）各利用端末に直接インストールしてご利用ください。
　  ※端末インストール（スタンドアロン）はWindows PCのみの対応となります。

⚫�（インストール方法②）DVD-ROMに収録されているデジタル教科書のデータを学校・教
育委員会等に設置されているWebサーバーにアップロードして各利用端末からアクセスし
てご利用ください。 ※ファイルサーバーは動作保障環境の対象外です。

【同一の学校建物内の指導者用端末に限りインストール数の制限なし】

［インストール版］

指導者用／学習者用　　デジタル教科書　商品概要

⚫�小社からライセンス証・学校管理者向けスタートガイドをお送りします。スタートガイド
に沿って初期設定の作業をしていただくことで、完了後、ライセンス証記載のご利用開始
日よりご利用いただけます。
⚫�オンライン環境にて、各利用者端末から当社指定のクラウドサーバーへアクセスしてご利
用ください。

【校内フリーライセンス】

[クラウド版]

指導者用デジタル教科書（教材） 学習者用デジタル教科書

税込み価格
（本体価格）
※�インストール版、
　クラウド版共通

①�教師用指導書授業実践編 付属データ集DVD-ROM付　1冊
②教師用指導書研究編　1冊
③指導者用デジタル教科書

3点セット価格　
定価55,000円（10％税込）

（本体50,000円）

１人につき
定価1,100円（10%税込）

（本体1,000円）

インストール版利用期間 教科書ご利用期間内（最長4年間） 教科書ご利用期間内（最長3年間）
クラウド版利用期間 教科書ご利用期間内（最長4年間） 教科書ご利用期間内（最長3年間）

ライセンス形態
学校内フリーライセンス
ご購入いただくことで、学校内の指導者用端
末で何台でもご利用が可能です。ライセンス
有効期間は4年間となります。

1ユーザー1ライセンス
必要な人数分のライセンスをご購入いただき、
学習者用端末でご利用ください。紙の教科書の
ご利用期間中はライセンスが有効となります。

利用者端末
動作環境

動作保証環境
◦iPad OS※　ブラウザ：Safari
◦Chrome OS※　ブラウザ：Google Chrome
◦Windows 10/11　ブラウザ：Microsoft Edge･Google Chrome

※�iPad OS・Chrome OSはクラウド版、または学校内Webサーバー環境のみご利用可能。インストー
ル版（DVD版）の端末インストールはご利用いただけません。

基盤システム
デジタル教科書の提供・表示ビューアの基盤となるシステムとして「みらいスクールプラットフォーム」
（https://www.mirai-school.jp/platform/）を採用しています。
専用のビューアはMicrosoft Edge、Google Chrome等のブラウザで動作します。

※�紙の教科書をご採用いただいた場合に限り、対応する「指導者用デジタル教科書」「学習者用デジタル教科書」のライセンスをご購入い
ただくことが可能です。

※本資料のデジタル教科書の画面イメージ・記載内容は開発中の情報を含むため、製品版において変更になる場合があります。
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世界史探究　著作者一覧
（2023年3月現在・五十音順）

小豆畑　和之（あずはた　かずゆき）
東京都立西高等学校教諭
世界史教育
・・高校世界史
・・歴史総合707

岡本　聡（おかもと　さとし）
白陵高等学校教諭
世界史教育
・・新世界史

加藤　修治（かとう　しゅうじ）
武蔵高等学校教諭
世界史教育
・・新世界史

木村　靖二（きむら　せいじ）
東京大学名誉教授
ドイツ近現代史
・・詳説世界史
・・高校世界史

千葉　敏之（ちば　としゆき）
東京外国語大学教授
ドイツ中世史
・・新世界史

藤本　和哉（ふじもと　かずや）
筑波大学附属高等学校教諭
世界史教育
・・詳説世界史
・・歴史総合708

林　佳世子（はやし　かよこ）
東京外国語大学学長
オスマン帝国史
・・詳説世界史
・・高校世界史

阿部　幸信（あべ　ゆきのぶ）
中央大学教授
中国古代史
・・詳説世界史
・・高校世界史

小川　正樹（おがわ　まさき）
函館ラ・サール高等学校教頭
世界史教育
・・新世界史

仮屋園　巖（かりやぞの　いわお）
東京都立国立高等学校教諭
世界史教育
・・高校世界史
・・歴史総合707

久保　文明（くぼ　ふみあき）
東京大学名誉教授・防衛大学校長
アメリカ現代史
・・新世界史
・・歴史総合708

丹羽　敬（にわ　たかし）
元愛知県立明和高等学校教諭
世界史教育
・・新世界史

南川　高志（みなみかわ　たかし）
京都大学名誉教授・佛教大学特任教授
古代ローマ史
・・新世界史

池田　嘉郎（いけだ　よしろう）
東京大学准教授
ロシア近現代史
・・詳説世界史
・・高校世界史
・・歴史総合707
・・中学歴史

小田中　直樹（おだなか　なおき）
東北大学教授
フランス社会経済史
・・新世界史
・・歴史総合708

岸本　次司（きしもと　つぐし）
元鳥取県立鳥取西高等学校教諭
世界史教育
・・新世界史

小松　久男（こまつ　ひさお）
東京大学名誉教授
中央アジア近現代史
・・詳説世界史
・・高校世界史
・・歴史総合707

橋場　弦（はしば　ゆづる）
東京大学教授
ギリシア古代史
・・詳説世界史
・・高校世界史
・・中学歴史

宮本　英征（みやもと　ひでゆき）
玉川大学准教授
世界史教育
・・高校世界史

石井　栄二（いしい　えいじ）
東京都立国立高等学校
世界史教育
・・詳説世界史

勝田　俊輔（かつた　しゅんすけ）
東京大学教授
アイルランド近代史
・・詳説世界史
・・高校世界史
・・新世界史
・・歴史総合707

岸本　美緒（きしもと　みお）
お茶の水女子大学名誉教授
中国明清史
・・詳説世界史
・・高校世界史
・・新世界史
・・歴史総合707

島田　竜登（しまだ　りゅうと）
東京大学准教授
南アジア史・東南アジア史
・・詳説世界史
・・高校世界史
・・歴史総合707
・・歴史総合708

羽田　正（はねだ　まさし）
東京大学特任教授
イスラーム史
・・新世界史

村上　衛（むらかみ　えい）
京都大学准教授
中国近代史
・・詳説世界史
・・高校世界史

世界史の枠組みを体系的に
学べる信頼の教科書

考える歴史の時代に向けて
新しく生まれ変わった『新世界』

詳説世界史 新世界史

★�バランスよく、わかりやすい丁寧な
記述
★�時代の特色をつかむ多様な問いかけ
★�探究活動に取り組みやすい大きな図
版・豊富な史資料

★��現代世界を知るための歴史的視座を養う教科書
★�「考える」「理解する」「追究する」教科書
★�図版・地図・史資料を読み解く力がつく教科書

基本をおさえて、
資料で深める

高校世界史 

★�要点をおさえた、わかりやすい教科書
★�「探究」の構造を理解できる、問いを
中心とした展開
★資料読み解きのスキルが身につく

世探704 世探705 世探706
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下記データは小社ホームページにアクセスしてご覧ください。

山川出版社ホームページ
収録データ　一覧

●観点別評価集計表
観点別評価の集計に便利なExcelファイルをご用意しました。
学校の先生が実際に使用しているシートです。
ホームページよりダウンロードしてご活用ください！

Topic！

Excel

●世界史探究教科書の紹介ページ
　・教科書の特徴紹介	 ・教科書ダイジェスト版   PDF
　・内容解説資料   PDF 	 ・年間指導計画作成資料   Excel
　・教科書紹介動画

●デジタル教科書
　・商品概要
　・サンプル版

●�山川＆二宮ICTライブラリ  サービスサイト

●教科書の訂正内容のお知らせ

〒101-0047　東京都千代田区内神田1-13-13
TEL 03-3293-8131　FAX 03-3292-6469 https://www.yamakawa.co.jp/

世界史探究の授業展開案は『歴史PRESS』の特集号もご参照ください！
『日本史探究・世界史探究』特集号
・歴史PRESS　No.７　新課程教科書　授業展開案　など
・歴史PRESS　No.８　新課程教科書　授業展開案　など

こちらから
ご覧ください
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